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　──絶対に、許さないんだから！




　ピンクブロンドの髪かみにキリリとした目元、ふっくらとした唇くちびるはサクランボのごとく。一見して気が強そうに見える美しい少女は、手のひらに怒りを込め、ぎゅっと拳こぶしを作る。

　彼女の名前はエリザベス・マギニス。

　苛か烈れつな性格と賢かしこさが原因で婚約破は棄きされ、王都で暮らす叔お母ばセリーヌのもとで侍じ女じよをしながら花嫁修業に勤いそしんでいた。

　セリーヌの指導は、想像を絶するほど厳しいものであった。生意気な態度を取れば頰ほおを叩たたかれ、きつく叱しつ咤たされる。

　だが生来負けず嫌いなエリザベスは、二年間の辛つらい花嫁修業に耐たえ、見事、一人前の淑しゆく女じよであるとセリーヌに認められた。

　今度は社交界に出て結婚相手を探さなければいけなかったのだが、想定外の事態になる。突とつ如じよとして実家の牧場が災害に巻き込まれ、手助けのため彼女は急きゆう遽きよ地元に帰らなければならなくなったのだ。そんなエリザベスへの褒ほう美びとして、セリーヌから一日だけ自由が与えられた。付つき添そい以外で街に出たことのなかったエリザベスは、存分に羽を伸のばす。

　しかし、それが間ま違ちがいだったのだ。




　──リズ！




　エリザベスは己おのれの愛あい称しようである「リズ」に反応し、振り返ってしまった。

　その先にいたのは、毛先に癖くせのあるプラチナブロンドに翠みどり色いろの切れ長の目、整った目鼻立ちをした、見たこともないほどの美び貌ぼうの男だった。

　知り合いでもなんでもないこの男は、エリザベスと顔がよく似た妹を捜さがしていたらしい。

　男の名はシルヴェスター・オブライエン。

　彼はエリザベスに思いもよらないことを乞こう。妹エリザベスの身代わりになってくれないか、と。

　マギニス家の災害復興の支援金と引き換えに、彼は悪あく魔まのようなとんでもない契けい約やくを持ちかけたのだ。

　困こん窮きゆうするマギニス家は一刻も早い支援が必要だった。そのため、エリザベスはしぶしぶ悪魔シルヴエスターの手を取ったのだが──。




　キラキラと輝かがやくシャンデリアに、上品な調度品、うっとりするようなティーカップ。

　そんなものに囲まれたエリザベスは当初、華か麗れいな身代わり生活ができると思っていた。

　しかし、現実は違った。

　エリザベス・オブライエンはありえない放ほう蕩とう娘むすめだったようで、派手な異性交遊に、夜遊び、朝帰りはもちろんのこと、社交界に慣れていない少女をいじめたり、使用人に難なん癖くせをつけたりと、酷ひどい振る舞いをしていたようだ。彼女の勝手気ままな素行を聞いたエリザベスは、眩暈めまいを覚える。

　しかも、そんなエリザベス・オブライエンの行いの報ほう復ふくを、身代わりとなったエリザベスが受けることになってしまう。

　仲が悪かった令れい嬢じように詰め寄られるなど可愛いもので、付き合いのあった男性との刃にん傷じよう沙ざ汰たにも巻き込まれる。

　そんな危険から守ってくれたのは、エリザベス・オブライエンの婚約者ユーイン・エインスワーズであった。

　すらりとした長身にきっちりと整えられた黒髪、眼鏡めがねの奥にある青い瞳ひとみは涼しげで、生き真ま面じ目めという言葉を擬ぎ人じん化かしたような人物である。

　ユーインは奔ほん放ぽうな振る舞いをするエリザベス・オブライエンを見捨てず、婚約を解消したあともエリザベスを支えてくれた。

　いつもエリザベスをからかってばかりのシルヴェスターとは違い、常に紳しん士しな態度で接してくれる品行方正な人物でもある。

　エインスワーズ家はオブライエン公こう爵しやく家けの親しん戚せき筋すじで、爵しやく位い継けい承しよう権けんの上位に位置する一族だ。ちなみに、シルヴェスターはオブライエン公爵の再婚相手の連れ子なので、継承権は持たない。

　そのため、莫大な資産や領地を有するオブライエン公爵家の未来は、婚約者であるユーインに託たくされていたのだ。

　シルヴェスターとユーイン、正反対の二人に支えられ、令嬢エリザベスの華麗なる身代わり生活は上う手まくいく──……はずだった。

　公爵家で暮らしているうちに、エリザベスはある歪ゆがみに気付く。

　それは、エリザベス・オブライエンの、兄シルヴェスターへの異常な執しゆう着ちやく心しん。

　愛が書き綴つづられた日記帳は、恐怖でしかなかった。

　だがそれは、エリザベス・オブライエンの極きわめて異例な育ちに関連している。

　彼女はオブライエン公爵の私生児として生まれ、親戚筋の家に引き取られた。そこで、酷い扱いを受けたらしい。

　養父母の死をきっかけに、彼女は十歳の時に公爵家に引き取られた。

　しかし、その時すでに人間不信に陥おちいっていたエリザベス・オブライエンは、そこで優しくしてくれたシルヴェスターを深く愛するようになる。

　彼女の派手な振る舞いのすべては、シルヴェスターの気を引くため。同時に、エリザベスはシルヴェスターが時折見せる闇やみも知ってしまった。

　ここには長くはいられない。

　公爵家の歪みと闇に触れてしまったエリザベスは、そう強く思うようになる。

　加えて、エリザベスが巻き込まれた誘ゆう拐かい事件をきっかけに、オブライエン公爵家の問題にも巻き込まれてしまう。

　犯人の狙ねらいは公爵家の資産か、それとも、エリザベス・オブライエンに恨うらみがあるのか。何もかも、不透明のままだ。

　ただ、負けず嫌いの彼女は、このまま引き下がることはしなかった。

　犯人不明のまま、実家に戻もどるわけにはいかない。

　エリザベスはオブライエン公爵家で身代わり生活を続けながら、犯人を捜すことを決意する。

　だが、悲しいかな、エリザベスの災難は続く。

　エリザベス・オブライエンが王宮に出しゆつ仕しするエリザベスの前に現れたのだ。シルヴェスターの傍そばにいることが許せないと、怒りを露あらわにして。

　しかも彼女が誘拐事件についても関与していると知り、エリザベスの怒りは爆ばく発はつしそうになった。

　加えて彼女がエリザベスに言った、「もう一人のわたし」という言葉も、妙みように引っかかる。

　その時は王宮で派手な立ち回りはできず、エリザベス・オブライエンを逃がしてしまった。

　モヤモヤとした状況の中、エリザベス・オブライエンの母親がエリザベスの叔母セリーヌではないのかという疑ぎ惑わくが浮ふ上じようした。

　セリーヌに話を聞こうと思ったが、タイミングが悪く実家に帰省中。

　切り札となる情報カードもないまま、腹はら黒ぐろシルヴェスターの手を借りてエリザベス・オブライエンとの決戦に挑いどむこととなった。

　そこでエリザベスは、衝しよう撃げきの真実を知ることになる。

　なんと、二人のエリザベスは、双子だというのだ。

　エリザベスは脳天に雷かみなりが落ちたような衝撃を受ける。

　こんな最低最悪な娘と対ついを成すようにして産まれてきたことなど、にわかには信じられないことだった。

　それが本当であれば同時に、牧場にいるエリザベスの家族は皆他人ということになる。

　どうしても受け入れがたいことであったが、不思議とエリザベスの心の奥底ではストンと腑ふに落ちることでもあった。

　これは、エリザベス・オブライエンとの目には見えない姉し妹まいの繫つながり、というよりは、呪のろいのような切っても切れない関係と言ったほうが近いかもしれない。

　二人のエリザベスは炎上する温室の中で盛大な姉妹きようだい喧げん嘩かをする。

　炎に包まれる中、共とも倒だおれとなったエリザベスはシルヴェスターに救助された。




　その時に負った怪我が、一ヶ月経ってようやく完治したのだ。

　エリザベスは昇のぼる朝日を挑むように睨にらみ、エリザベス・オブライエンと誘拐犯の双方を絶対許さないと誓ちかう。

　そのためには誰にも屈くつしない強い心が必要なのに、シルヴェスターはしきりにエリザベスに甘い言葉を囁ささやき、愛してほしいと乞うように手のひらへキスをしたのだ。

　彼はいつだって、エリザベスの心を揺ゆさぶる。

　悩みの種はそれだけではない。ユーインとシルヴェスターの仲が、目に見えて悪くなっている。何が原因かわからないが、決まってエリザベスがいる時に言い合いを始めるのだ。

　二人の大人げない喧嘩を目まの当あたりにするたび、眉み間けんに皺しわが寄ってしまう。

　だが今はそんなことに気を取られている場合ではない。

　犯人を見つけ、額に残った傷を一生償つぐなわせないと気が済まなかった。

　事件が解決しない限り、実家に戻ることはできない。

　エリザベスはどこまでも、負けず嫌いだった。
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　怪け我がから復帰したエリザベスは、自分の出生について調べることにした。

　まず、叔お母ばセリーヌの嫁とつぎ先であるブライトン伯はく爵しやく家けに手紙を送るものの、返事はない。

　そのため、先触れを出してシルヴェスターと共に訪問したが、本人は長期不在であると言われてしまった。

　セリーヌは実家であるマギニス家の領地からまだ戻っていないらしい。

　王都にセリーヌがいないので、問いただすこともできずにヤキモキしてしまう。

　エリザベスは叔母に、早く己おのれの母親ではないと否定してほしかった。

　誰よりも気高く、自分にも他人にも厳しい叔母が、オブライエン公こう爵しやくと不ふ貞ていを働いていた上に、子どもまで産んでいたなんて信じられない。

　セリーヌはエリザベスにとって、完璧な貴族女性の見本でもあったのだ。

　夫であるブライトン伯爵との関係が冷えきっていたことは、エリザベスも知っている。

　不貞行為をきっかけに不仲となったのか、それともその前から夫婦関係は破は綻たんしていたのか。真相は、本人に聞くしかない。

　王都郊こう外がいにあるブライトン伯爵家からの帰りの馬車は、緑豊かな街かい道どうを走る。

「リリー、大丈夫かい？」

　シルヴェスターの翠みどり色いろの瞳ひとみが、心配そうにエリザベスを覗のぞき込む。

　どうやら、不安や焦しよう燥そうが表情に出ていたようだ。それを読み取られてエリザベスは歯は嚙がみしたのちに、ツンとしながら言葉を返した。

「別に、わたくしはなんとも」

　シルヴェスターとの関係は相変わらずである。

　彼はエリザベスへ愛情の懇こん願がんを意味する手のひらへのキスをしたものの──次に顔を合わせた時には何もなかったかのように接してきたのだ。

　あのキスは、そもそも意味のないものだったのか。

　わからない。

　シルヴェスターは自身の胸の内は読み取らせず、実に飄ひよう々ひようとしている。

　この辺は、主君であるコンラッド王子の影えい響きようなのか。

　毎回自分だけがドギマギしているようで、エリザベスは悔くやしくなる。

　もしかしたら、シルヴェスターはエリザベスを小娘だと思い、からかって楽しんでいるだけなのかもしれない。

　そう思ったら余計に警けい戒かい心しんが高まり、彼に弱みを見せてはならないと強く思ってしまうのだ。

「リリー、私は君の味方だから、不安に思ったこととかわからないことがあったら、なんでも聞いてほしい」

　心の内を隠かくすようなことはしないから──。

　シルヴェスターはそう言ったものの、エリザベスは信用できなかった。

　甘あまい言葉ばかり囁ささやきながら、巧妙に本音を隠す腹はら黒ぐろ男おとこだ。

　例えるならば、シルヴェスターはチョコレートのよう。甘ったるくて、美お味いしくって、食べ過ぎれば脂し肪ぼうがついてしまう。

　彼女の人生に、甘さや脂肪は不要である。仮にシルヴェスターに頼りきってしまえば、感覚が麻ま痺ひしてしまうだろう。エリザベスはそう確信していた。

　だから近づき過ぎないよう、気をつけなければならない。

「リリー？」

　名前を呼ばれ、ハッとなる。

「また、考え込んでいるのかい？」

「どうして、そう思いましたの？」

「表情かな？」

　シルヴェスターの言葉に、ぎょっとする。

　まさか、またしても見抜かれていたとは。エリザベスは刺とげのある声こわ色いろで聞き返した。

「どんな表情です？」

「恋をする人の、悩める表情だ」

　ドキン！　と、胸が大きな鼓こ動どうを打つ。

「もしかして、私のことを考えていたとか？」

「自惚うぬぼれですわ」

　とっさに、この言葉が出てきた自分を褒ほめたいとエリザベスは思った。

　一いつ瞬しゆんでも言葉を失っていたら、認めることになっていただろう。

　ジロリとシルヴェスターを睨にらんだが、彼は柔らかな笑みをエリザベスに向けている。

「な、なんですの？」

「いや、君にそういう表情をさせる男は幸せ者だなと思って」

「……」

「大丈夫だよ。リリーを嫌う男性なんていない。自信を持つんだ」

　優しく諭さとすようにシルヴェスターは言った。

「リリーを悩ませる男がいるなんて、実に羨うらやましい。私のことも、毎日一分でもいいから考えてくれないかな？」

　シルヴェスターの申し出に、エリザベスは表情が強こわ張ばるのを感じた。

　何か返さなくては、また感情を見み透すかされてしまう。

　だから虚きよ勢せいでしかない言葉を、深く考えずにそのまま伝えた。

「──あなたのことを、考える暇ひまはなくってよ」

　今回もどうせ軽く受け流すだろう。そんなふうに思っていたのだが、目の前のシルヴェスターは、一切の感情が消えた顔となっている。

　もしかして、傷つけてしまった？

　エリザベスは一瞬目を伏ふせたのちおそるおそるシルヴェスターを窺うかがい見る。

　だが、その時にはいつもの彼に戻っていた。

「リリーは酷ひどいな」

　シルヴェスターは肩を竦すくめ、軽口を返す。声色も、いつも通りだ。

　見間違いだったとわかり、エリザベスは肩の力を抜く。

　先ほどの言葉通り、シルヴェスターのことを考えている暇などないのだ。

　今は、目の前の事件を解決することで精一杯──と思ってはいたものの、エリザベスはシルヴェスターの一瞬見せた表情が頭から離れず、罪悪感に苛さいなまれる。

　どうして、もう少し言葉を選ばなかったのか。

　理由はわかっている。シルヴェスターに図星を指され、上う手まくあしらう余裕がなかったからだ。

　それとなく気まずい空気のまま、オブライエン公爵家に辿たどり着いた。

　その後、シルヴェスターと共に夕食を取り、茶を飲む。

　私室に戻ったエリザベスはモヤモヤして、部屋の中を歩き回った。

　シルヴェスターは憎にくらしいくらい普段通りに戻っていたが、エリザベスはどうしてか気になってしまう。

　こうなったら、素す直なおに謝るしかないだろう。一言謝罪したら、きっと気分もすっきりする。そう思い、執しつ事じのレントンを呼びシルヴェスターの手が空あいている時間を聞き出した。

「若様は先ほどお出かけになりましたので、帰宅しましたらお知らせいたします」

「あら……こんな時間から？」

「はい。例の事件の調べ物があるとのことで。ですが、すぐに戻られると」

「……」

　例の事件とは、エリザベスの誘ゆう拐かい事件のことだろう。共きよう闘とうしようと言ったばかりなのに、なぜ一人で調べに行くのか。

　遅い時間だったとしても、一言くらい声をかけてほしかった。

　シルヴェスターの勝手な行動に腹が立ち、唇くちびるを嚙かみしめる。

「レントン、シルヴェスター・オブライエンは、どちらに行きましたの？」

「それは……」

　レントンはわかりやすいほどに、言葉に詰まっている。知っているけれど、口止めされているのがありありとわかった。

　ここでレントンを責めるのは見当違いだろう。エリザベスは再度、唇をきゅっと嚙みしめる。

「申し訳ございません、エリザベスお嬢様。若様が帰宅されたら、一番にご報告しますので」

「いいえ、よろしくってよ」

　隠し事をし、黙だまって行動するシルヴェスターに謝罪する必要なんてない。

　罪悪感を覚えたことを心底後こう悔かいする。悪いのは、からかって楽しむシルヴェスターだ。

「あの、エリザベスお嬢様。若様は、ブライトン伯爵家から戻られたエリザベスお嬢様がお疲れのように見えたので、その、お一人で出かけられたのかと……」

　そんなわけはない。どうせ、エリザベスの機嫌を損そこねてしまったので、一緒に行動するのが面めん倒どうだと思ったのだろう。

「若様は、エリザベスお嬢様のことを第一に考えておりまして……」

「もう、よろしくってよ。シルヴェスター・オブライエンの話なんて、聞きたくありません。自分勝手な行動をして……一度、痛い目に遭あえばいいですわ」

　その言葉に、レントンは悲しげな表情を浮うかべる。

　結局、彼を責めるような形になってしまった。

　だが、素直ではないエリザベスは、すぐに謝罪の言葉を言えずにいる。

　逡しゆん巡じゆんしているうちに、レントンは一礼したのち、部屋を辞じした。

　レントンには悪いことをしたと思うが、シルヴェスターに対してそんな気持ちはさらさらない。

　せいぜい困った事態に直面していればいいと、そんなことを考えてしまった。




　しかし、その後──エリザベスは後悔する。

　シルヴェスターはこの日、オブライエン公爵家に帰ってこなかったのだ。
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　侍じ女じよがカーテンを左右に開いた音で目を覚ます。

　太陽はさんさんと輝かがやき、寝室を明るく照らしていた。

「──ん」

　なんだか悪い夢を見たような気がして、エリザベスは起き上がってこめかみを揉もむ。侍女から差し出された目覚めの一杯アーリーモーニングテイーを飲んでも、いまいちすっきりしなかった。

　悪夢の内容を思い出す。

　昨日の夜、公爵家の使用人達は混乱状態となっていた。

　そのきっかけは、馬車で移動していたシルヴェスターが事故に遭い、病院に運び込まれたという知らせが飛び込んできたからだ。

　頭部挫ざ傷しよう、顔面裂れつ傷しように頸けい椎つい損傷、膝ひざ半はん月げつ板ばん損傷に骨折など、読み上げられた症しよう状じようはおよそ軽けい症しようとは呼べないもの。

　あのレントンですら、動転して我を失っていたほどである。

　オブライエン公爵家は、当主代理を務めるシルヴェスターあってのもの。彼がいなくなれば、公爵家の運営はままならない。当主であるオブライエン公爵は外交官で多た忙ぼうのため、家に戻るのは稀まれだ。

　当主代理の怪我に、皆浮き足立っていた。

　エリザベスは使用人達を一いつ喝かつする。

　──あなた方、見苦しいですわ。慌あわてふためいても、事態はどうにもならなくってよ。背筋を伸のばして、しゃんとなさい！

　そんな、偉そうなことを言った気がする。

　エリザベスは公爵令れい嬢じようではない。ただの身代わりだ。事情を知る者からすれば、滑こつ稽けいな物言いだろう。

　きっと、夢の中だから言えたのだ。

　ただ、その一言は効果的で、公爵家の使用人達はたちまち落ち着きを取り戻す。

　オブライエン公爵は外交先から帰国し、王宮には戻っているらしい。しかし、どこにいるかまではレントンでさえ把は握あくしていない。

　エリザベスはすぐに「大変な事態になっているので早さつ急きゆうに戻ってほしい」とオブライエン公爵に手紙を書き、王宮に早打ちするよう命じる。

　これで大丈夫だと使用人達を安心させたという、大変疲れる夢を見たのだ。

「──若様は、いまだ意識不明のようで」

「え？」

　だから侍女の言葉を聞いた時、まだ夢の中にいるのかと思った。

　しかし、朝の肌寒さも、紅茶の香りや渋しぶい後味も、太陽の日差しの眩まぶしさも、庭の木に止まる鳥のさえずりさえもはっきりとわかる。

　エリザベスの五感は冴さえわたっていた。

　あれは夢ではない。現実だったのだ。
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　自覚した途と端たん、指先が震ふるえる。異変に気付いた侍女が、エリザベスの手の中からカップとソーサーを優しく抜き取った。

　ようやく、エリザベスは現実を受け止めた。

　昨晩、シルヴェスターは事故に遭った。大怪我を負い、今は動かせる状態ではないため、病院で治ち療りようを受けている。

　悪夢はすべて、昨晩起こった出来事だったのだ。

　認めたくないから、夢だと思い込んでしまったのだろう。

　昨日、確かにエリザベスはシルヴェスターが痛い目に遭えばいいと言った。

　この世には、口に出したことが本当になるという言い伝えがある。だから、悪いことは口にすべきではないと、寝物語によく聞かされていたのに──。

　シルヴェスターの事故は自分のせいだ。エリザベスは頭を抱かかえ、己を責める。

「エリザベスお嬢様、今日は、お休みになったほうが……」

　侍女はそんなことを言ったが、エリザベスは首を横に振る。具合が悪いわけではない。自分まで寝込んでしまったら、使用人達はもっと不安に思うだろう。

　そう考え、自らを揮ふるい立たせる。

　エリザベスは侍女に命じ、身み支じ度たくを整えさせた。

　新緑色のモーニング・ドレスに決め、耳飾りは真しん珠じゆを選び、靴くつは生き成なり色の物にした。

　髪かみは左右から編み込みレースのリボンで結んで、ハーフアップにしてもらう。

　化け粧しようを施ほどこしたあと、いつも通りの時間に食堂に向かった。

　すぐさま、レントンが椅い子すを引いてくれる。

　いつもだったら目の前にシルヴェスターの分の朝食が準備されているが、今日は何も置かれていない。

　ツキリと胸が痛んだ。

　エリザベスは、毎朝シルヴェスターよりも早く食堂に来て座っていることにこだわっていた。

　それは競うべき相手がいなければ、まったく意味のないことである。

　使用人達は昨夜、かなり動どう揺ようしていたが、今は彼らも感情を押し殺して仕事をしているのだろう。おかげで、いつもと変わらない朝だった。

　一点だけ、シルヴェスターがいないことを除いては。

　次々と朝食が配はい膳ぜんされ、淹いれたての紅茶が置かれた。

　エリザベスは紅茶を一口飲む。ところが、いつもより味が落ちたように感じてしまった。

　紅茶を淹れてくれたのは、いつもの傍そば付づきの侍女だ。

　だから変わったのは彼女ではない。きっと、原因はエリザベスの心のほうなのだろう。

　毎朝当たり前のように繰り広げられるひそかな競争での勝利に、酔よいしれた状態で飲んでいたに違いない。

　エリザベスが味わっていたのは紅茶ではなく、シルヴェスターに勝ったという優ゆう越えつ感かんだったようだ。

　初めて一人で迎むかえる朝である。

「新聞を」

　エリザベスはレントンにそう命じたが、彼の目は泳いでいる。もしかして、シルヴェスターがいないので用意していなかったのか。

　新聞紙は毎朝、半乾きの状態で配達される。そのため、インクを乾かすためにアイロンをかけるのだ。そうしないと、新聞を読む手が汚れてしまう。もちろん、見目を良くする目的もあるが。

「早く、持ってきなさい」

　どんな状態でもいいから新聞を持ってくるよう重ねて命じると、レントンはしぶしぶ銀盆に載のせて運んできた。

　アイロンが綺き麗れいにかかった状態である。

　準備はできているのに、なぜ彼は躊躇ためらうような態度を取ったのか。

　その理由は、すぐに明らかとなる。

　新聞の一面に、シルヴェスターの事故の様子が報道されていたのだ。大事故だったようで、他に怪我人も出ているらしい。

　これを、レントンは読ませたくなかったのだろう。

「……」

　事故の詳しよう細さいがわかる。

　シルヴェスターは帰宅途と中ちゆうの回転道路ロータリーで、逆走してきた馬車と正面衝しよう突とつしてしまったようだ。馬車は派手に転倒し、三十分後に救助されたと。

　ぶつかってきた馬車は無人で、馬は興奮状態だったらしい。

　それは、シルヴェスターを狙ねらっての人じん為い的てきな事故のように思えた。

　誰がこんなに酷いことを計画したのか。

　ぎゅっと、胸が締めつけられる。

　エリザベスは朝食を食べたあと、レントンにシルヴェスターの入院先に行くので馬車を用意するようにと命じた。
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「エリザベスお嬢様、旦だん那な様は昼過ぎには帰られるそうです」

「そう」

　オブライエン公爵は、シルヴェスターの事故を聞いて、予定をすべてキャンセルし帰宅することにしたそうだ。

「なんだか、大変な事態になって。レントン、あなたも大変だったでしょう？」

「いえ……」

「どうして、こんなことになってしまったのか」

「エリザベスお嬢様、あの事故は……」

　レントンもエリザベス同様、昨晩の事故は人為的なものだと考えているらしい。

「実は、このような物が届きまして」

「なんですの？」

　それは、一通の手紙であった。

「脅きよう迫はく状じようです」

　宛あて名な、差出人のともにない手紙のため、レントンが開かい封ふうしたようだ。

「手紙には、若様がオブライエン公爵家の財産と爵しやく位いを継けい承しようする権利を放ほう棄きするようにと書かれておりました。それに加え……」

　もしも従わない場合、次はオブライエン公爵の命を狙う、と。

　レントンはすぐに、王宮にいるオブライエン公爵に早打ちの馬を走らせ、危険を知らせたらしい。

「オブライエン公爵まで命を狙われていると？　それに、シルヴェスター・オブライエンに爵位継承権を放棄せよとは……」

　どうして？　という疑問は言葉にならなかった。

　エリザベスの疑問を察したレントンが、答えてくれた。

「ここだけのお話なのですが……実は、旦那様はオブライエン公爵家の爵位を、若様に継承させるよう陛へい下かに働きかけていたようで」

　爵位を継承できるのは、直系の男系男子のみである。それが、この国の長子相続法だ。

　しかし、例外はある。国家諮し問もん機関である枢すう密みつ院いんと国王陛下が認めた者は、爵位を継つげるのだ。

　シルヴェスターは養子とはいえ王族に仕え、国に貢こう献けんしている実績がある。そのため、時間はかかっても必ず認められるだろうとオブライエン公爵はレントンに話していたようだ。この件はすでに、枢密院の議題案としても持ち上がっていたらしい。そのため、シルヴェスターの爵位継承について知っている者はそれなりにいる。

「こちらが、枢密院の名めい簿ぼの写しです」

「え？」

　レントンはエリザベスに、紙の束を手渡す。

「必要かと思いまして、旦那様の部屋にあった資料をお借りしてきました」

「あなた、そんなことをして大丈夫ですの？」

「大丈夫ではありません。もちろん、旦那様にも報告します」

　レントンはエリザベスに頭を下げながら言った。

「もうすぐ旦那様が帰られますので、家のことはご心配なく」

「ええ」

　とりあえず今は、シルヴェスターの容態をこの目で確かめるのが先決だ。

「エリザベスお嬢様、わたくしめも病院に行くことを考えたのですが、馬車での移動は危険が伴ともなうのではないかと」

「わかっていますわ」

　シルヴェスターの事故が、公爵家の爵位を継がせないことが目的だったとすれば、エリザベスだって危険な状態にある。

　枢密院と国王が是ぜと言えば、女性であっても爵位は継げるのだ。

　その点において、オブライエン公爵が不ふ肖しようの娘エリザベスに爵位を継がせるとは思えなかった。ただ、血筋だけでいえばシルヴェスターよりも確実である。だから、ユーインの実家も二人の婚約を認めたのだ。犯人の目的がわからない以上、身代わりを務めるエリザベスにも害が及ぶ恐れがある。

「でしたら、わたくし、馬を駆かっていきますわ」

「そ、それは──」

「レントン、あなたも見ていたでしょう？　わたくしの上達ぶりを」

　暖かくなったら、シルヴェスターと遠乗りに行く約束をしていた。そのため、エリザベスはこっそり乗馬の訓練をしている。

　シルヴェスターを見返すため、暇さえあれば馬と心を通わせようと触れ合っていた。

　指導者は、最近すっかり乗馬が上手くなった友人のオーレリアである。

　軽く走らせる程度であったら、エリザベスでも十分馬に乗れる。

「馬でしたら、細工しようもないでしょう？　それに馬車よりずっと速いですわ」

「そうですが……」

「お願い、レントン」

　頼み込むと有能な老執事は、護衛を付けることを条件に許してくれた。

「エリザベスお嬢様、どうかお気をつけて」

「ええ。行ってまいります」

　エリザベスは護衛と共に馬を駆り、シルヴェスターのいる病院へと急いだ。




　──サレルクリューデル医院。そこは個人経営の、小さな診しん療りよう所じよのようだ。絶対安静なので、わざわざここにシルヴェスターの主治医を呼んで、治療しているらしい。

　二階建ての建物だが、両りよう隣どなりの大きな商店に挟まれ、居い心ごこ地ち悪わるそうに建っている。白い壁は薄汚れ、蔦つたがびっしりと絡からみついていた。

　おしゃれな看板でも立てていたら、雰ふん囲い気きのある喫きつ茶さ店てんに見えなくもない。だが、あくまでもここは病院である。

　診察中とも何とも出ていないのが、いささか不安になった。

　思い切ってエリザベスがドアに手をかけようとすると、それより早く扉とびらが開いた。

　出てきたのは、白衣に身を包んだ四十代ほどの女性。女性はエリザベスを見た途端、キッと目尻を吊つり上あげる。

「あんた、また来たの!?　患かん者じやは酷い大怪我で、意識もないから面会謝絶だって何度も言っているでしょう!!」

「え？」

　女性に肩をドンと強く押され、エリザベスは転倒しそうになった。寸前で、護衛が体を支えてくれる。

　突然何をするのかと、エリザベスは女性を睨もうとした。しかし、時を同じくして医院の扉が閉ざされてしまう。そして、ガチャンと施せ錠じようする音が高く鳴なり響ひびいた。わかりやすいほどの門前払いである。

　どうしてこのような事態にと悩むまでもなく、エリザベスはすぐに原因に気付く。

　おそらく、エリザベス・オブライエンがエリザベスよりも先にシルヴェスターの容態を見に来たのだろう。

　いつもの愛ゆえの迷めい惑わく行為の結果、医院から出入り禁止を食らったに違いない。

　なんとも迷惑な話であったが、間接的にシルヴェスターの容態は知ることができた。

　家に移送できないほどの怪我で、意識不明である、と。

　自分の目で見ないと信じられないが、先程の女性の様子は頑かたくなだった。シルヴェスターは相当悪い状態なのだろう。

　オブライエン公爵が予定をキャンセルして戻ってくるのも、事の重大さを表している。

　エリザベスは唇をぎゅっと嚙みしめた。

　今のこの状況が、どうしようもなく心細いと思ってしまったのだ。

　シルヴェスターは何があっても余よ裕ゆう綽しやく々しやくで、いつしかその態度にエリザベスの負けん気までも引っ張られていた。

　彼がいたら大丈夫という、不思議な安心感があったのだ。

　それを失った今、どうすればいいのかわからなかった。

「エリザベスお嬢様……？」

　気き遣づかわしげに、護衛が声をかけてくる。

「戻りましょう、公爵家に」

　とりあえず、今は新しい作戦を練るしかない。

　エリザベスはシルヴェスターに会えないまま、家に帰ることになったのだった。
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　公爵家に戻ると、屋や敷しきの中がピリピリしていることに気付く。この空気感は、オブライエン公爵が帰っているのだろうか。

　侍女の一人が出で迎むかえ、脱いだ外がい套とうを受け取る。

「お帰りなさいませ、エリザベスお嬢様」

「お父様が戻っていらっしゃるの？」

「いえ、それが──」

「旦那様は、戻られません」

　侍女の代わりに、あとから出迎えてくれたレントンが答える。

「何かありましたの？」

　レントンは顔を伏せ、拳こぶしを握にぎっていた。

「レントン？」

「旦那様は、現在行方ゆくえ不明だそうです」

「どういうことですの？」

「王宮からこちらに向かう道すがら、ぱったりと、消息が摑つかめなくなってしまったと」

「え？　それは、なぜ……？」

「申し訳ありません、エリザベスお嬢様」

　オブライエン公爵家を支える柱であるシルヴェスターと、当主であるオブライエン公爵が共に不在。

　ありえない事態であった。

　じわり、じわりと広がっていたエリザベスの内なる不安が、一瞬にして全身に行き渡る。

　体が鉛なまりのように重くなった気がして、その場から動けなくなってしまった。

　そんなエリザベスに、レントンはさらに言葉を続ける。

「先ほど、エインスワーズ家のご当主様より連れん絡らくがありまして、緊きん急きゆう事態を受けて、公爵家の運営を一時的に任せてくれないかという申し出がございました」

「エインスワーズ家……？」

　それは、ユーインの実家で、オブライエン公爵家とも親しん戚せき筋すじにあたる。今は彼の兄デイモンが当主だ。

　詳しい話は、別室で聞くことにした。




　オブライエン公爵の失しつ踪そうは、王族と枢密院のメンバーにしか知らされていない。

　ユーインの兄デイモンは枢密院の一員のため、オブライエン公爵家の危機に手を貸そうと手紙を送ってくれたようだ。

「それでエリザベスお嬢様、いかがなさいますか？」

「なぜ、わたくしに？」

「旦那様も若様もご不在の今、決定を下せるのは、あなた様しかおりません。エリザベスお嬢様、どうか、オブライエン公爵家をお救いください」

「お待ちになって。レントン、あなたにもその決定権があるのではなくって？」

「いえ。わたくしはしがない執事でございます」

　レントンは頭を垂れたまま、姿勢を崩くずさない。

「そんなふうに頭を下げられても……。わたくしは、ただの身代わりですわ」

「いいえ。エリザベスお嬢様も、オブライエン公爵家のお方です。昨晩、混乱状態にあった我らを叱しつ咤たする姿を見て、確信いたしました」

　もちろん、以前からそう思っていたことであると、レントンは付け足す。

「……」

　レントンの頑なな態度は、何を言っても無む駄だなように思える。エリザベスに判断を任せているようだ。

「エインスワーズ家……」

　手紙に視線を落とし、エリザベスは差出人の名を見つめる。

　デイモン・エインスワーズについて、知っている情報は少ない。

　まず、ユーインの兄ということ。それから、エリザベス・オブライエンとの婚約を破は棄きしたユーインを放ほう逐ちくしたこと。

　婚約破棄の件に関しては、一方的に事を進めたユーインが完全に悪い。そのため、家を追い出されたのも不思議ではなかった。

　貴族間の結婚は愛情云うん々ぬんではなく、家と家の繫つながりを強くする目的がある。

　エインスワーズ家のさらなる発展となる好機を、ユーインは自ら手放してしまったのだ。放逐は非難されるようなことではない。

　だがしかし、デイモンにこの家を任せるには懸け念ねんがあった。

「何か引っかかりますわ。勘かんですけれど」

　どうしても、ただの親切には思えなかったのだ。デイモンをよく知らないがゆえの警戒でもあるが。

「少し、時間をいただけますか？」

「ええ、もちろんでございます」

　エリザベスは私室に戻り、すぐにペンを手に取る。

　困った状況になっているので手を貸してほしいという旨むねをサラサラと認したため、ある人のもとへ届けるように命じた。




　手紙を送った相手は──ユーイン・エインスワーズであった。
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　エリザベスの手紙を受け取ったユーインは、今日は休日だったようですぐにやってくる。シルヴェスターの事故の件は新聞で知ったようだ。眼鏡めがねのブリッジを指先で押し上げ、信じられないと呟つぶやいている。

「わたくしとしても、何が何やらという事態ですわ」

　しかし、これは悪夢ではなく現実だ。

　エリザベスはユーインに、事の次し第だいを詳しく話す。

「脅きよう迫はく状じようですか」

「ええ」

　重たい言葉に、場の空気が重くなる。

「しかし、財産と爵しやく位いを放ほう棄きしろということは、公こう爵しやく家けへの個人的な恨うらみということでしょうか？」

　確かにそう考えれば、財産狙ねらいだったエリザベスを誘ゆう拐かいした犯人と同一犯である可能性も出てくる。

「実は、オブライエン公爵も行方ゆくえ不明になってしまって」

「！」

　想定外の情報に、ユーインの青い目が見開く。

「昼には戻ると言っていたのに帰らず、不ふ審しんに思った執しつ事じが確認したところ、すでに王宮を出ていたと」

　オブライエン公爵は馬車ごと行方不明になったのだ。

「それは……とんでもない事態になっていますね。なんと言っていいものか」

「それで、相談というのはこちらなんですけれど」

　エリザベスは、デイモン・エインスワーズより届いた手紙をユーインに見せる。

「兄上が、オブライエン公爵家の支し援えんを？」

「ええ。枢すう密みつ院いんには情報が共有されているので、それでこちらの状況を知ったようです」

　ユーインは瞬しゆん時じに険しい表情を浮うかべる。それは自分を追い出した兄に対する確かく執しつゆえか。そんな彼に、エリザベスは問う。

「ユーイン。あなたはこの件についてどう思います？」

「どう、とは？」

「デイモン・エインスワーズに公爵家の運営を任せたほうがいいのか否いなか。ユーイン、あなたの考えを伺うかがいたいんですの」

「勘かん当どうされた私に、意見を聞くのは間ま違ちがっているような気がします」

「いいえ。あなたは個人的な感情を抜きにして、公正な判断ができるお方ですわ」

　エリザベスがそう言うと、ユーインはハッと目を見張った。その後、苦しそうな表情をしたかと思えば、ぶんぶんと首を横に振った。

「どうかなさって？」

「いえ……なんでも」

「それで、お答えは？」

「正直、やめたほうがいいかと」

「それは、どうして？」

「兄は野心家です。もしかしたら、乗っ取りのような状態になるかもしれない」

　そういえば以前にも、ユーインは兄が野心家であると言っていた。だから、エリザベスも引っかかりを覚えたのだろう。

「でしたら、デイモン・エインスワーズに頼むのは、やめたほうがよろしいですわね」

「私もそう思います」

　実弟のユーインが言うのであれば、デイモンに公爵家の運営を任せるのはやめよう。しかし、今度は別の問題が浮上する。

「では、公爵代理は誰に頼めばいいのか──」

　ユーインも険しい表情となる。誰にでも頼めることではない。

「誰か、オブライエン公爵家の事情を把は握あくしている、極きわめて無欲な方がいればいいのですが。そんな都合のいい人なんて、いるわけ……」

　ユーインの呟きを聞いたエリザベスは、そこである人物が思い浮かんだ。

「いいえ、いますわ。一人だけ」

「それは？」

「コンラッド王子です」

　第二王子でありながら、のほほんと暮らしているコンラッド王子。彼は驚くほどマイペースで、権力や財産といった類たぐいには興味がないように見えた。

「殿でん下かならば、公爵家を守っていただけるのではないかと」

「確かに、国内で一番の適任者かと思います」

　しかし、そうやすやすと引き受けてくれるものか。

　コンラッド王子は許されるのであれば毎日ゴロゴロして過ごしたいと、仕事を急せかされるたびにシルヴェスターにぼやいていたのだ。

「だけど、シルヴェスター・オブライエンの不在で、これからもっと仕事が忙しくなるのでは？」

「いえ、それは大丈夫かと」

　コンラッド王子のもとに仕事が集まってくるのは、敏びん腕わん文ぶん官かんであるシルヴェスターがいるからだ。今回の事件を受けて、仕事量は減るだろうとユーインは言う。

「では一度、ご相談を──受けていただけるかわかりませんが」

　とりあえず、コンラッド王子に依頼の手紙を送ろう。

　ダメだった時は、また考えればいいのだ。

「ユーイン、突然呼び出して、申し訳ありませんでした」

　エリザベスは珍しく、しおらしい態度で謝罪した。しかし、それも一いつ瞬しゆんのことで、すぐにいつものキリッとした隙すきのない表情に戻る。

「それで、ここからは本題へと移りますが」

　デイモンについて聞くのは、ついでだったのだ。

「わたくし、今回のシルヴェスター・オブライエンの事故について、調査をしたいと思っていまして」

　想定外の相談だったのだろう。ユーインは青い目を丸くしている。

「いったい、何をするというのですか？」

「街外れにある紳しん士しクラブに、行こうと思っていますの。一緒に行ってもらえませんか？」

「それは……」

　紳士クラブとは、貴族男性ばかりが集まる女によ人にん禁きん制せいの場所で、さまざまな趣味趣向の者達が集つどう。会員制で、主に歴史ある家柄の男性が好んで通うのだとか。

　しかし、街外れの紳士クラブは会員制ではあるものの、家柄に関係なく出入りできる。こちらは伝統など無視しているのか、女性も出入りしているらしい。

　そのうえ、裏社会の取引場としても利用されている、物ぶつ騒そうな場所なのだとか。

「前からシルヴェスター・オブライエンは、そこに調査の目星をつけていまして」

　シルヴェスターの部屋に、会員証があるはずだ。

「しかし、危険なのでは？」

　シルヴェスターもユーインと同じことを言って、潜せん入にゆう調査を躊躇ためらっていた。

「それはそうですが……。おそらく、もうそこしか情報を得られそうな場所はありませんの」

「もしや事故があった日、シルヴェスターはそこに行っていたのでは？」

「そう思ってわたくしも執しつ事じに聞いたのですが、違ったようで」

　事故に遭あう前、シルヴェスターは、事件の調査を頼んでいた探たん偵ていと会ったあと、とある商店に立ち寄っていたらしい。そのあとで、事故に遭ったと。

「では、調査の手はまだ入っていない、と？」

「ええ」

　ユーインは眉み間けんに深い皺しわを寄せているが、のんびりしている暇ひまはない。情報は光の速さで行き交うため、すぐに飽あきて誰も話さなくなってしまう。

　もしも、シルヴェスターの事故に関する噂うわさ話ばなしを聞きに行くならば、今日しかない。

　そう訴えても渋しぶるユーインに、エリザベスは止とどめの一言を伝えた。

「わたくし、ユーインしか頼れる人はいませんの」

　これは今まで一度も口にすることがなかった、ユーインを陥かん落らくさせる『とっておきの言葉』だ。きっと心に直接響ひびくだろう。

　これで効果がなければ、協力は諦あきらめなければならない。

　エリザベスは懇こん願がんを続けるが、ユーインは腕を組み黙だまったままだ。

　もうひと押し必要か。だが、これ以上下へ手たな芝しば居いを打つと、噓うそっぽくもなる。

　ただただ、じっと見つめるだけに留とどめておいた。

　すると、多少効果があったのか、ユーインは眼鏡めがねの奥にある青い瞳ひとみに僅わずかな感情の揺ゆらぎを覗のぞかせた。

「あなたはシルヴェスターにも、同じことを言うのですよね？」

「あのお方はこういったことには絶対に首を縦に振らないので、頼むだけ無む駄だですわ」

　シルヴェスターは変なところで、慎しん重ちような部分があった。いくらエリザベスが必死になって頼んでも、聞いてくれないことは想定済である。

「だから、お願いいたします」

　再度、頼み込む。ユーインの渋じゆう面めんはまったく解ほぐれていないが、エリザベスは諦めなかった。ユーインは長い溜息を吐き、額に手を当てている。

「もしも、私が引き受けなかったら、一人で潜入するとか言い出しますか？」

「そんなに愚おろかではなくってよ」

「……」

　ユーインの眉間に刻まれた皺には、苦悩という文字が浮かんでいるような気がした。

　潜入は危険だ。それは、エリザベスもよくわかっている。

　あのシルヴェスターが二の足を踏ふむ場所である。安やす請うけ合あいで行けるものではない。

　沈ちん黙もくの時間はあまりにも長い。ユーインはどうしようか、迷っているのだろう。

　エリザベスはもう一度、揺さぶってみることにした。

　押おしてダメなら、引いてみる作戦である。

「無理を言ってごめんなさい。あなたには、難しいお話でしたわね」

「私には、難しい？　無理だと？」

「ええ。生き真ま面じ目めで品行方正、清せい廉れん潔けつ白ぱくなあなたには、こんな危険なことなどできないのでしょう」

「できない？」

　ユーインは伏ふせていた目をエリザベスに向ける。いつもは冷静な青い目に、カッと熱がこもったような気がした。

　その刹せつ那な、エリザベスはかかった、と思う。

　炎は、青いほうが熱いのだ。

　しかし、感情を抑おさえる彼の理性は強力だ。燃えるような瞳を持っていても、衝しよう動どう的てきな言動に出ることはなかった。

　彼には、もうひと押しが必要なのだ。

　エリザベスは立ち上がり、扉とびらのほうへと向かった。

「もう、お帰りになってもよろしくってよ」

　エリザベスは他人行儀な笑顔を浮かべ、指先で扉を示す。

　するとユーインはすっと立ち上がり、大おお股またで近づいてきた。そして、扉を背にするエリザベスの目の前に対たい峙じする。

　ユーインは眼鏡のブリッジを押し上げ、燃えるような青い目を向けた。

　エリザベスの胸は不安でざわついたが、自分で仕掛けたことである。負けるわけにはいかない。

　同じように、エリザベスもユーインをキッと睨にらみつけた。

「なんですの？」

「エリザベス嬢。私を、見くびらないでいただけますか？」

　ユーインの今までにない迫はく力りよくに、エリザベスは逃げ出したい気持ちになる。

　普段だったら、彼をけしかけるような真ま似ねなんて絶対にしない。ユーインとは、いい友人関係でありたいと考えていた。

　しかし、今回ばかりは別だ。

　彼を焚たきつけてでも、協力が必要なのだ。

　ユーインの目はいまだ、青く燃えている。

　一歩でも後退したら、負けだ。エリザベスは声が震ふるえないように努めながら、言葉を返す。

「見くびるな、とは？」

「先ほどの物言いだと、私が怖おじ気けづいているように聞こえたので」

「ごめんなさい。そんなつもりはありませんでしたの」

　口元に笑みを浮かべつつ、エリザベスは答える。上う手まく笑えているかわからなかったが、ユーインが目を見開いたところを見ると成功したのだろう。

　それにしても位置が悪い。

　扉を背にしていると、どうにもユーインに追い詰められているような気がしてならない。

　エリザベスはひらりとスカートを翻ひるがえし、ユーインの視界から外れようとした。

　しかし、エリザベスの目の前にユーインの腕が伸のび、扉に手を突く。

　ユーインの腕の中に囚とらわれたような恰かつ好こうとなり、エリザベスは動けなくなってしまった。
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「まだ、話は終わっていません」

　あまりにも近いユーインとの距離に、エリザベスの緊張が高まる。だが、ここで胸中に気付かれてはならないため、強気に見返した。

「なんですの？」

「あなたと共に、潜入調査へ向かいます」

　──勝った。

　エリザベスは口元に弧こを浮かべた。これは、心からの笑みである。

　だが、ユーインはエリザベスに勝ち逃げさせてくれなかった。

「しかし、気になるのは──」

　ユーインはすっと目を細めると、エリザベスの頰ほおにかかっていた髪かみを耳にかける。それだけでも予期せぬ行動だったが、さらにユーインはぐっと接近し、エリザベスの耳元で囁ささやくように問いかけてきた。

「あなたはどうして、そこまでするのですか？」

　まさかの事態に、何を質問されたのか理解できなかった。それほど、不測の事態だったのだ。これまでにない距離感に、エリザベスは内心動どう揺ようしている。ユーインは、不用意に触れてきたりしないと思っていたのだ。

　エリザベスの心を知ってか知らずか、ユーインは続けて問いかける。

「もしや、シルヴェスターのためだとか言いませんよね？」

　ここで、エリザベスはハッとなる。シルヴェスターの名前を聞いて、我に返ることができた。

　エリザベスはユーインに、渾こん身しんの啖たん呵かを切る。

「わたくしのために決まっていますわ！」

　ユーインの胸をぐっと押し返す。抵てい抗こうされたらどうしようかと思ったが、彼はゆっくりと身を引いてくれた。

「では、ユーイン。クラブの客層に合わせた服に替えて、恋人同士という設定で、今から行きましょう」

「どんな恰好にするのです？」

「あなたは、眼鏡を外して、前髪を上げるだけで随ずい分ぶんと印象が変わるのではなくて？　服は、シルヴェスター・オブライエンの物を着ればいいでしょう」

　シルヴェスターの名を出した瞬しゆん間かん、ユーインは目をスッと細めて嫌いやそうな顔をする。

「難しいようであれば、無理に頼みませんけれど」

「別に、そんなことはありません。ただ、彼の服は──少々派手だと思いまして」

　確かにそうだとエリザベスも思う。

　シルヴェスターはフリルがあしらわれた赤や水色など、明るい色の服を好んで着ている。一方で、ユーインは華か美びな装そう飾しよくのない深緑や紺こん色いろなど、落ち着いた色合いの服を着ていた。

　二人の服の趣味は、真逆だったのだ。

「まあ、変装的な意味合いでは、ちょうどいいのかもしれません」

　その言葉を了承と受け取り、エリザベスはレントンを呼ぶ。

「彼に、シルヴェスター・オブライエンの服を着せていただけます？　なるべく、派手なものを」

　ユーインは不服な表情をしていたが、レントンに促うながされて退室する。

　バタンと扉が閉まったあと、エリザベスはすとんとその場に崩くずれ落おちるように座り込んだ。両手で顔を覆おおったが、指先が震えていることに気付く。

　ユーインに、酷ひどいことを願ってしまった。

　潜入をすぐに了承してくれなかったのは、シルヴェスター同様危険なことだとわかっていたからだ。

　ユーインが怖気づいているなどとは欠片かけらも思っていない。エリザベスの身を案じて逡しゆん巡じゆんしたのだろう。

　すべて承知の上で、唆そそのかしてしまった。

　もう二度と、このようなことはしない。エリザベスは胸の前で手を組み、神に懺ざん悔げするように心の中で繰くり返かえす。

　すべてが解決したら、どこまでも優しいあのユーインに謝ろう。

　それまでは、強く在らなければならないとエリザベスは決意した。
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　ユーインが部屋を出ていくと、エリザベスもさっそく変装にとりかかった。

　化け粧しようは目元に太い紫のラインを描き、口元には真っ赤な紅べにを引く。ドレスは魚のヒレのような形の、襟えりと袖そでのない大だい胆たんな紫のドレスを選んだ。最後に、あらかじめ用意していた、ストレートの茶色い髪の鬘かつらを被かぶる。

　全身鏡に映った姿は、派手な装よそおいの女だ。あまり、上品そうには見えない。

　仕上げに侍じ女じよが香水を振りかけたが、匂においのきつさに咳せき込む。

「エリザベスお嬢様、大丈夫ですか？」

「酷い匂いですこと」

「あえて、そのようなものを選んでまいりました」

　どこかで嗅かいだことのあるような、キツイ香水である。侍女曰いわく、目立ちたがり屋な女性が好んで使っているらしい。皆がこぞって愛用しているため、強く印象に残るようでまったく残らないという、なんとも絶ぜつ妙みような香水を用意してくれた。

　扇おうぎも、南国の鳥の尾を使った黄緑と黄色の派手な品が用意された。

　鏡の前で扇を広げたあと、エリザベスは盛大な溜息を吐く。

　全身派手な装いであるが、不思議としっくりきていたからだ。

　自由奔ほん放ぽうなエリザベス・オブライエンと双子だからだとは、考えたくもない。

「きっと、あなた達の腕がいいからですのね。そういうことにしておきます」

　開き直って、白しろ狐ぎつねの襟巻を巻いた。これで、エリザベスの変装は完璧なものとなる。

　恰好とは不思議なもので、強気な服装でいると、背中がシャンとなる。先ほどまでの弱気も、吹き飛んだ気がした。

　まだ大丈夫。戦える。

　鏡に映る自らと、内なる気持ちを確かめ合った。

　同時にユーインのほうも支し度たくが終わり、客間で待っていると報告があった。

「お待たせいたしました」

「いいえ……」

　自らの変装姿が恥ずかしいからだろう、ユーインは視線を合わせないまま返事をした。

　トレードマークである眼鏡は外され、前髪は後ろに撫なでつけてある。

　服装は真っ赤な上着ジエストコールを纏まとい、袖にフリルがあしらわれた白シャツを合わせ、襟えり元もとはたっぷりのレースの胸ジ飾ヤりボで締しめられていた。

　普段のお堅かたいユーインからは想像もつかないほど、派手な装いだ。

　眼鏡を外すと実年ねん齢れいよりも若く見える。前髪を上げたことにより砕くだけた雰ふん囲い気きとなって、華美な服装がよく似合っていた。

　そんな彼が、目を逸そらしながらも真面目な顔でエリザベスに問う。

「……あの、エリザベス嬢、一つ聞きたいことがあるのですが」

「なんですの？」

「この服、おかしくないですか？　なぜ、このように袖そで口ぐちや襟の布地の密度が高いのでしょう？」

　ユーインの真剣な物言いにエリザベスは笑いそうになったが、腹筋に力を入れて堪こらえた。

　エリザベスはユーインの問いかけに、至し極ごく真面目に答える。

「動物は雄おすのほうが美しいことが多いようですが、人は違います。女性のほうが美しい場合が多いです。だから、服の布地の密度を高めることによって、男性であっても美しく見えるように擬ぎ態たいしているのではありませんこと？」

「では、この服装は、シルヴェスターの美意識の塊かたまりであると？」

「おそらく」

「なるほど。腑ふに落ちました」

　ユーインはエリザベスの言った言葉を信じ、あっさりとシルヴェスターの服を受け入れた。またしても、エリザベスは笑いそうになったが、奥歯を嚙かんでぐっと堪える。

「エリザベス嬢、どうかしましたか？」

「いいえ。わたくしの変装はいかが？」

「普段のほうが、いいですね」

「それを聞いて、安心しましたわ。あなたは、今も普段も素敵でしてよ」

「それを聞いて、複雑な気分になりました」

　ユーインは眉まゆを落とし、物もの憂うげに言葉を返す。

　今度こそエリザベスは我が慢まんできずに、笑ってしまった。




　問題の会員証は、レントンがシルヴェスターの部屋から捜さがし出し、銀盆の上に載のせて持ってきた。

「ありがとう。見つけるのは、大変だったのではなくって？」

「いいえ、こちらの会員証を若様の金庫にしまったのは、私ですので」

「そう」

　エリザベスは銀盆から会員証を手に取り、そのままユーインに手渡す。

「レントン、ごめんなさいね。今回、あなたにはこんなことをさせてばかりで」

「いえいえ。わたくしも、オブライエン公爵家の平和と安あん寧ねいを取り戻したいと思っていますので」

　エリザベスはレントンに軽く会え釈しやくすると、顔を上げた瞬間、淑しゆく女じよの仮面を脱ぎ捨てる。これから自分は、ユーイン演じる遊び人の愛人で、奔放な女性を演じるのだ。




　エリザベスはユーインと共に立ち向かう。

　昼間から酒を飲み、妻以外の女性を連れ込んで享きよう楽らくにふける社交界の裏側へと。
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　オブライエン公爵家から馬車を走らせること一時間の場所に、裏紳士クラブと呼ばれる施設がある。

　鬱うつ蒼そうとした森の中に隠かくれるように、煉れん瓦が造りの館がそびえ建っていた。煉瓦の色合いを見るに、かなり年ねん季きが入っている。

　昔からこんな胡う散さん臭くさい集まりがあったのかと思うと、エリザベスは心底うんざりしてしまった。ユーインも、まるで汚いものを見るかのような視線を向けている。どうやら、同じようなことを考えていたようである。

　出入り口には誰もおらず、扉を叩たたいても反応はない。

　ユーインとエリザベスは顔を見合わせる。

「エリザベス嬢、どうします？」

「入りましょう」

　エリザベスは視線で開けるように促す。ユーインはそれに従い、ドアノブを捻ひねって引いた。扉はギイと古めかしい音を鳴らして開く。

　大理石が敷しかれた広いエントランスには、誰もいなかった。代わりに、黴かびが混じったようなすえた臭においが室内を漂い、本来訪れるはずのない二人を出で迎むかえる。

　掃そう除じが行き届いていないのだろう。エリザベスは室内の様子に顔を顰しかめる。

　ユーインはベルがあることに気付いた。迷わず手に取って鳴らす。

　一回きりでは反応がなく、三度、四度と鳴らすうちに、エントランスの脇わきにある部屋が開いた。

「お待たせいたしました。いらっしゃいませ」

　くたびれた昼用礼装フロツクコートを纏った三十代後半くらいの男がひょっこりと顔を覗かせる。

　愛想笑いを浮かべ、揉もみ手てをしながらやってきた。

　ユーインは懐ふところから会員証を取り出し、無言のまま男に見せる。

「ようこそおいでいただきました。ルドディーク様ですね。お部屋まで、ご案内いたします」

　ルドディークというのは、シルヴェスターが定めた偽ぎ名めいだ。

　屋や敷しきの長い廊ろう下かを歩き、突き当たりにあった部屋から地下に降りる。

　石造りの階段のある通路は、ヒヤリとしていた。壁の窪くぼみに置かれた蠟ろう燭そくの暗い灯りが、階段をぼんやりと照らしている。

　チュウ、という、鼠ねずみの鳴き声がどこからか聞こえた気がして、エリザベスはぞっとした。カサコソという物音は、鼠の足音か。それとも、外から入ってくる風の音か。正体の見えない物音を恐ろしく思い、エリザベスは前を歩くユーインの上着を摑つかむ。

「どうかしましたか？」

「……足元が、暗いので」

　怖こわがっていると思われたくなくてそう答えると、ユーインは腕を貸してくれた。力強い腕に、改めてこんなところで弱気になっている場合ではないと己おのれを鼓こ舞ぶさせる。

　階段を下りきった先には、古びた扉があった。この先で、裏の紳士クラブが開かい催さいされているようだ。

　案内の男が扉を開く。中は酒場のカウンターと、円卓がいくつか並んでいた。

　入ってきたエリザベスとユーインを誰一人として気に留める様子もなく、酒を飲み交かわしている。

　集まった紳士の恰好はさまざまだ。よれよれの礼装姿の者もいれば、ラフなシャツとスラックス姿の者もいる。

　男性がタイを外している姿を見たことがなかったエリザベスは、ついだらしがないと非難めいた視線を送ってしまった。

　女性達は昼間だというのに、胸元が大きく開いたドレスを着ている。

　ああいうのは夜だから許される装いで、昼間から着るものではない。

　エリザベスが纏う紫のドレスは、襟元は詰まっている。ユーインの格好も、普段に比べたら何十倍も華はなやかではあるが、そこはかとなく品があるように見えた。同時に、役作りはまだまだだったと内心反省する。

　席に座ると、すぐにボーイがやってきた。メニューも見せずに、オーダーを聞いてくる。

　いったいどんなシステムなのかと、エリザベスは眉をピクリと上げた。

「私はカルヴァドスを。彼女はテタンジェのロゼを。あと、チョコレートか果物を一緒に」

「かしこまりました」

　ユーインが澱よどみなく注文してくれる。エリザベスはホッとした。

　酒を飲むことは十八歳から許可されているが、エリザベスは今まで積極的に飲もうとしたことがない。そのため、酒に関する知識はからっきしである。

　ボーイが去ったあと、エリザベスはユーインに質問した。

「テタンジェとはなんですの？」

「シャンパーニュですよ。エレガントで品のあるお酒です。あなたにぴったりだと思いまして」

「お詳しいのね」

「嗜たしなむ程度です」

　やはり、ユーインに同行を頼んで正解だった。

「それにしても、紳士クラブとは言いがたい雰囲気ですね。まるで、場末の酒場です」

「来たことありますの？」

「文官になりたての頃、営業許可証の確認をするために何度か」

　文官はデスクワークのみだと思っていたが、新人時代はそうではないようだ。

「確か、雰囲気はこんな感じだったかと」

　会話の途と中ちゆうで、ボーイが酒を運んでくる。

　エリザベスの前には、煌きらびやかな薄うす紅べに色いろの酒が置かれた。ユーインの前には、琥こ珀はく色いろの酒が置かれる。リンゴの蒸じよう留りゆう酒しゆらしい。

　ユーインは慣れた様子でボーイにチップを手渡し、下がらせる。

「さて、と」

　グラスを持ち、掲かかげる。エリザベスも倣ならった。

「何に乾かん杯ぱいしますの？」

「では、あなたの勇気に」

　重ね合わせたグラスは、硬こう質しつだが鈍にぶい音を鳴らす。

「このグラス、粗そ悪あく品ひんですわ」

「このような場所に、一級品を期待してはいけないかと」

「ですわね」

　エリザベスは一口、シャンパーニュを口に含ふくむ。ピリッと辛から口くちで、後味はフルーティーだった。

　グラスを掲げうっとり眺ながめるふりをしながら、望遠鏡のようにして周囲の様子を窺うかがう。

　しゅわしゅわと気き泡ほうが上がる酒の向こう側に見える世界は、がやがやと騒さわがしくてしっとりとした雰囲気は欠片かけらもない。

　話の内容は、主おもに社交界についてのようだった。

　誰と誰が愛人関係にあるだの、貴族の裏金問題だの、どこどこの家の息むす子こは酷い放ほう蕩とう者ものだの。頭が痛くなるような噂話ばかりである。

　肝かん心じんの、シルヴェスターの事故について話している者はいるのか。いろんな人の声が重なり合っているので、上手く聞き取れない。ユーインのほうを見ると、同様なのか首を横に振っていた。

　せっかくここまで来たのだ。手ぶらでは帰れない。

　辛しん抱ぼう強づよく耳を澄すましていると、想定外の事態に直面する。

「おう、お姉さん、美人じゃないか」

　急に、酔よっ払ぱらいの男が絡からんできたのだ。

「ほれ、酒を奢おごってやろう」

　目の前に差し出された酒は、オレンジ色の鮮あざやかなものだった。だが、すぐに消えてなくなる。ユーインが、エリザベスと男の間に入りグラスを奪い取ったようだ。

　そして、エリザベスの肩に伸ばそうとしていた男の手を摑み、軽く捻る。

「痛っ、イタタタ！」

　エリザベスから離れたところで、ユーインは男の手を離した。

「な、何するんだ？」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気だったが、すぐにボーイがやってきて男を捕ほ獲かくし、店の奥へと連れて行った。こういった点は、きちんとしているようだ。

　エリザベスはホッと胸を撫でおろす。

　ユーインは席に戻り、奪い取った酒を一気に呷あおると、飲み干したあとのグラスをやや乱暴に置いた。

「あ、あの……？」

「さっきの男は、先ほどからあなたのほうを見て、ずっとニヤニヤしていたのです」

「そうでしたの？」

「これは女殺しレデイキラーと呼ばれている酒で、口当たりは甘く飲みやすいのですが、ウォッカが入っていて度数が高く、酒に弱い人はすぐに酔よい潰つぶれてしまいます」

　先ほどの男は、エリザベスを酔い潰そうという魂こん胆たんだったようだ。そうなったあとのことは考えるのもおぞましい。

「なんて、下品で浅ましいことを」

「まったくです」

　ユーインは女殺しとも呼ばれているアルコールの強い酒を一気飲みしたものの、酔いが回る様子はない。

「お酒、強いのですね」

「いえ、まあ。ちょっとやそっとでは、酔いませんが」

「頼もしいことです」

　そんな言葉を返すと、想定外の言葉が返ってくる。

「もっと、頼ってください」

「え？」

「私だったら、彼みたいにあなたを危険な目には遭わせません。必ず、守ります」

「……」

　彼というのは、シルヴェスターのことだろう。突然の告白のような言葉に、エリザベスは戸と惑まどいを覚える。

　それは、いったいどういう意味なのか。

　エリザベスに考える隙を与えず、ユーインは熱のこもった眼まな差ざしでたたみかけるように告げる。

「私の手を、取ってください」

　そう言われ、エリザベスは差し出されたユーインの手を見る。

　この手を取るということは、どういうことになるのか……。

　そんなことを考えているうちに、ユーインはエリザベスの手の甲に自らの指先を重ねた。

「!?」

「私は、あなたのことを……」

　エリザベスは息を吞のみながら、続く言葉を待つ──が、そこに邪じや魔まが入った。

「なんだ、兄ちゃん達、昼間っから熱いことで！」

　再度、酔っ払いが絡んできたのだ。エリザベスは慌あわてて手を引き、膝ひざの上に置く。

　手を離されてしまったユーインは、不ふ機き嫌げんな様子でボーイを呼んだ。チップを手渡し、酔っ払いの連行を頼んでいる。

「……」

「……」

　嵐は去った。しかし、それとなく気まずい空気だけは残っている。

　ユーインと目を合わせることができず、エリザベスはしゅわしゅわと弾はじけるシャンパーニュの泡あわを見つめていた。

「あの、収穫もないようだからそろそろ、帰りま──」

　ユーインがそう言いかけた瞬間、隣となりの席から「オブライエン公爵家の息子が事故に遭ったらしい」という声が聞こえてきた。

　エリザベスはハッと顔を上げる。ユーインも気付いたようだ。

　酔っ払い達は隣の席にいるカップルが耳を澄ましていることなど気付きもせずに、会話を続けている。

「公爵家のご子息が、気の毒なこったな」

「再婚相手の連れ子で、爵位の継けい承しよう権けんがない上に怪我するなんてな」

「いや、それが、ここだけの話なんだが──」

　酔っ払いの一人は周囲を気にする様子もなく、声もひそめずに話す。

「なんでも、特別な許可が下りるとかで、血けつ縁えん関係にないその息子に爵位が行く可能性があるんだと。王族の覚えもいいから、許可が下りるのは時間の問題だとか。で、ここからが肝心なんだが、息子の事故はこの継承権問題が絡んでいるらしい」

「どういうことだ？」

　酔っ払いの男は得意げな顔になりながら、続きを話す。

「オブライエン公爵家の継承権の第一位は、直系男子だが、第二位は公爵の弟であるエインスワーズ伯はく爵しやく家けが持っているんだ」

「え～っと、確か、すでに弟は亡なくなっているから、今の当主はその息子の、デイモン・エインスワーズだったか」

　己の兄の名が挙がり、ユーインの表情が強こわ張ばる。

「そう。だが、そのデイモンがエインスワーズ家を継つぎ、爵位継承権からは外されることとなった」

「あれ？　爵位って、いくつも持てるんじゃないのか？」

「持てる。だからこれも噂なんだが、オブライエン公爵家とデイモン・エインスワーズは不仲で、オブライエン公爵側から一方的に継承権を破は棄きされたんじゃないかと」

　そして、オブライエン公爵家の継承権は、デイモン・エインスワーズの弟であるユーインへという話が浮上したのだ。

「ユーイン・エインスワーズはその上で公爵令れい嬢じようエリザベスと婚約し、オブライエン公爵家とエインスワーズ伯爵家は、これまで以上に強い繫がりを持つはずだった」

　しかし、エリザベスとユーインの婚約は破棄された。

「あれだろう？　この間コルボーン男だん爵しやくの夜会で、ユーインが本人の目の前で婚約破棄したっていう」

「いや、その前に、婚約を解消してくれないだろうかと、シルヴェスターがデイモンに話をしていたらしい」

「なるほど、それでデイモンは、シルヴェスターが公爵位を狙っていると思ったんだな」

　当然ながら、デイモン・エインスワーズは婚約の解消を受け入れず、跳はねのけた。

　酔っ払いの男は身を乗り出して話す。

「それぞれの裏事情から察するに、オブライエン公爵家に恨みを持つデイモン・エインスワーズが黒幕じゃないか」

　ゆえに、シルヴェスター・オブライエンの馬車事故は、人じん為い的てきなものであると。

　話を聞いていた男達は、ありえないことだと笑い飛ばす。

「お前、そりゃ推すい理り小説の読み過ぎだろう」

「親戚を陥おとしいれるなんてすると思うか？」

「いや、そうは言うが──」

　ここで、男達の話題は別のものへと移った。

　エリザベスは、ユーインを窺うように見る。

　彼の顔面は蒼そう白はくで、青い目には戸惑いの色が滲にじんでいた。無理もない。兄を犯人扱いされたのだから。

　エリザベスは立ち上がってユーインに近付き、耳元で囁いた。

「もう、帰りましょう」

　ユーインは僅かに頷うなずき、立ち上がる。精算はこの場でしないようだ。帰ったら、レントンに支払うよう言っておかなければ。

　ユーインの足取りは重かった。この場では人の耳があるのでまだ話せないが、エリザベスは励はげますように彼の背中を撫でる。

　早く帰って、甘い菓子ととびきりの紅茶を用意してもらおう。

　それから、これからどうすべきかを話し合わなければ。

　ところが、ボーイの開けた扉の先で、エリザベスは思いがけない邂かい逅こうを果たす。

「え？」

「あら」

　目の前に、エリザベスとまったく同じ顔の少女が立っていたのだ。

　相手も思いがけない顔合わせだったようで、緑色の目を見開いている。

「エリザベス・オブライエン……！」

　エリザベスは低い声で呼びかける。同じ顔の女は目を細め、艶あでやかな笑みを浮かべていた。

　エリザベスの変装は、すでに見破られているようだ。

　おまけに彼女は一人ではなく、恋人らしき男を伴ともなっていた。舞台俳優のような華やかな容姿の若い男である。

「驚いたわ。あなた、お兄様が大変な時に、こんなところで遊んでいるなんて」

「同じ言葉をお返ししますわ」

　言い終わるのと同時に、エリザベス・オブライエンはエリザベスの頰を叩く。

　間かん髪はつを容いれずに、エリザベスもエリザベス・オブライエンの頰を叩いた。

「何をするのよ、この暴力女！」

「だから、同じ言葉をお返ししますわ！」

　エリザベス・オブライエンは、もう一いち撃げきお見舞いしようと手を振り上げる。しかし、ユーインがエリザベス・オブライエンの手を摑み、攻撃を止めた。そのままエリザベス・オブライエンの体を担かつぎ上げる。

「はあ!?　あなた、誰よ！」

「あなたの元婚約者ですが」

「まさか、エインスワーズ家の陰いん険けん眼鏡男なの!?」

「失礼ですね」

　どうやら、ユーインはこのままエリザベス・オブライエンを連行するつもりらしい。

　これには、一緒にいた恋人の男も抗こう議ぎの声をあげた。

「ちょっとあんた、俺の女に何すんだよ！」

　エリザベスは即座にユーインのポケットからチップ用の金の束を抜き取ると、男に差し出した。

　たちまち、男は大人しくなる。

　さらに、口止め料を上乗せすると、男は道を譲ゆずってくれた。

　エリザベス・オブライエンはギャアギャア叫んで抗議していたが、金であっさり寝返った男は明後日あさつての方向を見ている。

「この陰険眼鏡、放しなさい！　わたしに手を出せば痛い目に遭うんだからね！」

　ユーインは問答無用でエリザベス・オブライエンを抱かかえて地上まで上がった。

　その後、ユーインは外に待機させていた馬車に彼女を押し込み、エリザベスもあとに続く。

「すぐに出してください」

　小窓から御ぎよ者しやに指示を出すと、馬車は勢いよく走り出した。

「ちょっと、あなた達、どういうつもりなの!?」

「わたくしも、あなたに同じ言葉をお返ししますわ」

「あなた、さっきからそればかりじゃない」

「わたくしの言葉を代弁していただき、感謝していますわ」

「なんですって!?」

　エリザベス・オブライエンは手を振り上げ、エリザベスに迫せまる。それを制したのはユーインだ。

「車内で暴れないでください」

　とっさにユーインが間に入ったものの、今度は彼が攻撃を受けてしまった。

　彼女の長い爪つめが、ユーインの頰を引ひっ搔かく。

「くっ……！」

　エリザベス・オブライエンはさらなる攻撃をユーインに繰り出そうとしたので、エリザベスは肩を摑んで制する。

「いい加減になさったら？　見苦しくってよ！」

　エリザベス・オブライエンはその言葉にカチンときたのか、エリザベスの鬘を引っ張り、乱暴に床ゆかに投げつける。

「なんなの、これ。ぜんぜん似合っていないわ」

「乱暴しないでくださる？」

「これくらい、乱暴にはならないわ。乱暴っていうのは……こんなのよ！」

　エリザベス・オブライエンはエリザベスの頰をパチンと叩く。本日二度目の攻撃であった。エリザベスもすぐさま叩き返す。

「痛いじゃない！」

「あなたこそ！」

　その後、二人のエリザベスは爪で引っ搔き合い、叩き合い、激しい罵ののしり合いを始める。ユーインは止めようとしたが──。

「あなたは黙っていて！」

「あなたは大人しくしていて！」

　同時に責められ、その勢いに慄おののく。

「わたしを連れ去って、何をするつもりなのよ！」

「今度こそ、洗いざらい吐いてもらいますわ！」

「あら、なんのことかしら？」

「しらばっくれないで！」

「二人とも、落ち着いてください」

　ユーインの声はもはや届いていなかった。それは馬車が止まるまで延々と続き、御者が扉を開くと、ようやく二人のエリザベスは大人しくなる。

　ユーインはエリザベス・オブライエンが逃げないよう、腕を摑む。彼女は痛いと騒いだが、ユーインは完全無視だ。そんなことを言って逃げることがわかりきっているからだろう。

「ちょっと、放してよ！　この、誘拐犯！」

「自分の家に帰るのに、誘拐はないでしょう」

「うるさいわね、この陰険眼鏡男！」

「ユーイン・エインスワーズです。いい加減覚えてください」

「覚えないから、名乗らなくても結構よ」

「……」

　ああ言えばこう言う。エリザベス・オブライエンの口を閉ざすことができる者は、この場に誰一人としていないだろう。

　エリザベスとユーインは共にそんなことを考えていたが──屋敷の扉を開いた途と端たん、エリザベス・オブライエンは閉口する。

　それは、彼女だけではない。エリザベスも、言葉を失ってしまった。

　なぜかと言ったら、エントランスに叔お母ばセリーヌがいたからだ。

　エリザベス・オブライエンは、ユーインの足を踏んで逃げようとした。どうやら、彼女はセリーヌを知っているらしい。
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　しかし、非力なエリザベスは振り払えても、ユーインは振り払えない。

「待って！」

　それに加え、セリーヌがエリザベス・オブライエンを引き留めた。

「話がしたいの」

　その言葉に、エリザベス・オブライエンは振り返って答えた。

「わたしは、何も話したいことなんてないわ！」

「そうかもしれないけれど、私達には必要なことよ」

　私達──そう言った瞬間、セリーヌはエリザベスの顔も見る。

　バクンと、胸が破は裂れつしそうだった。

「セリーヌ叔母様……」

「エリザベス、ごめんなさいね、突然やってきて。それに何度か、うちを訪ねてくれたみたいで」

「え、ええ」

　軽く、近況が語られる。

　セリーヌの自宅近くに新しくできた工場の排はい気きガスが原因で、気管支炎になってしまい、療りよう養ようするために、一時的に実家であるマギニス家に戻っていたようだ。

「快方に向かったので、もう一度主治医に診みていただこうと思って、戻ってきたの。でも──」

　診断の結果、王都で暮らせばぶり返す可能性があるので、さらなる療養を勧すすめられたようだ。自然豊かな環境の中で暮らせば、完治の可能性もあるらしい。

　そのため、セリーヌは夫ブライトン伯爵と別居するというのだ。

「それで、もう一度実家に戻る前に、あなたと話をしようと思って。屋敷に何度も来たということは、聞きたいことがあるのでしょう？　きっと、私が話したいことと、同じだと思うから」

　ついに、この時がやってきてしまった。

　ずっと聞きたいと思っていたのに、いざ叔母を目の前にするとエリザベス・オブライエンのように威い勢せいのいい言葉が出てこない。

　聞きたいけれど、聞きたくない。そんな思いが、こみ上げる。

「行きましょう」

　セリーヌの凜りんとした声に、この場にいる者全員が従った。
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　客間に移動し、向かい合って座る。

　ユーインと二人のエリザベスは、三人がけの長なが椅い子すに腰かけていた。もちろん、真ん中はユーインだ。エリザベス・オブライエンと仲良く並んで座ることなどありえない。

「あの、私は席を外したほうがいいと思うのですが」

「巻き込んでしまってごめんなさい、エインスワーズさん。この子達、猛もう獣じゆうみたいだから、いてくれると助かるの」

「そう……ですね」

「猛獣」を否定しなかったので、ユーインは左右からジロリと睨まれる。

　ユーインがゴホンと咳せき払ばらいしたのをきっかけに、セリーヌは話し始めた。

「公爵家のエリザベスとは、はじめまして、と言ったほうがいいのかしら」

　エリザベス・オブライエンはぷいっと顔を逸そらす。話をする気はさらさらないようだ。

「あなたは、どこで私のことを知ったのかしら？」

「別に、どこでもいいでしょう」

「そうね」

　深く追及せず、今度はエリザベスに話しかける。

「エリザベスはもう、知っているかもしれないけれど──」

　それに続く言葉は、一つしかない。だが、セリーヌが言い澱んでいたので、エリザベスは激しい動揺を押おし隠かくし、代わりに告げた。

「叔母様は、わたくしと、エリザベス・オブライエンの、生みの親……ですの？」

「──ええ、そうよ。あなた達は私とオブライエン公爵との子どもなの」

　やはり、そうだったのだ。エリザベスは大きな衝しよう撃げきを受ける。一方で、エリザベス・オブライエンは「忌いま々いましい」と吐き捨てるように言った。そして、エリザベスに話しかけてくる。

「ねえ、聞いた？　あの女、結婚しているのに不ふ貞ていを働いて子どもを産んだのよ。汚けがらわしい。それが、あなたとわたしなのよ？」

「……」

　いったい、どうしてそんなことをしたのか。

　セリーヌは、気高く、高潔で、エリザベスの目標とする貴族女性であった。

「叔母様、なぜ……？」

　言葉が続かない。

　どうして、夫のいる身でオブライエン公爵と関係を持ったのか。

「ごめんなさい。何度謝っても、許されることではないと思っているわ」

「そうよ！　あなたがしたことは、罪深いことだわ！」

　エリザベス・オブライエンはヒステリックに叫び、手元にあった角砂糖を摑んで投げつける。セリーヌは避よけずに、エリザベス・オブライエンの攻撃を受けていた。

　今度は角砂糖の入った陶とう器きを投げようとしたので、ユーインが慌てて制しながら零こぼす。

「本当に、あなたは猛獣ですね」

　その言葉に答えたのは、セリーヌであった。

「私の、子どもですもの」

　それは、どこか誇ほこらしげな響きがあった。

「すべて、話しましょう」

　なぜ、不貞を働いたのか。なぜ、子を成したのか。

　セリーヌは二人のエリザベスをじっと見つめながら、話し始める。




　多くの貴族女性がそうだったように、セリーヌは父親の決めた相手と結婚した。

　夫となる人は、ブライトン家の伯爵。五歳年上で、性格は神経質。見目の良い青年でもなかったが、セリーヌはその結婚を当たり前のように受け入れる。

　当時、牧場経営が順調だったマギニス家は、王都の伯爵貴族に嫁とつぐセリーヌに多大な持参金を付けた。実はこれが、伴はん侶りよとして選ばれた理由だったらしい。

　ブライトン伯爵家は、長期にわたるセリーヌの実家の支援を期待していたようだが、結婚一年目の年にマギニス家の牧場経営が傾いた。原因は猛もう暑しよによる家か畜ちくの大量死。

　そのことが引き金となったのか、元々良いとは言えなかったブライトン伯爵の態度は、さらに冷たくなった。

　結婚二年目。セリーヌは義ぎ母ぼより子どもができないことを、責められるようになった。

　貴族女性の一番重要な仕事は、跡あと取とりとなる子を産むことである。なぜそれができないのかと、日々叱しつ咤たされた。

　だが、これだけは、努力ではどうにもならないことである。子どもは、授さずかりものだ。セリーヌがどれだけ望んでも、はいそうですか、とできるものではない。

　三年目、四年目と月日はめくるめく過ぎていく。

　その間、セリーヌはずっと、子ができないことを責められ続けていた。

　それは義母だけではない。義あ姉ねに、義弟おとうと、夫ですらも、セリーヌをなじった。

　生きている意味はないと、存在まで否定される。

　あまりにも苦しい日々だった。

　もう、この先、生きていくのは辛い。

　そう思い、ある夜会の晩、四階の露台バルコニーに立ったセリーヌは自ら命を絶とうとした。

　手すりに足をかけ、飛び下りようとしたその時、セリーヌの腕を摑む者が現れる。

　それが、オブライエン公爵だったのだ。

「なんなの、それ？　今から、お父様とあなたの、安っぽいロマンスを聞かなければならないわけ？」

　エリザベス・オブライエンの辛しん辣らつな言葉に、セリーヌは自じ嘲ちようの笑いを浮かべる。

「安っぽいロマンスだったらよかったんだけれど」

　その冷めきったセリーヌの一言に、エリザベス・オブライエンは口を閉ざす。

　どうやら、オブライエン公爵との間にあったものは、純じゆん粋すいな愛というわけではなかったようだ。

　オブライエン公爵はなんとか自ら命を絶つことを止めるべく説得した。

　しかし、その言葉のどれも、セリーヌの心には響かない。

　生の意味を見み出いだせないセリーヌを、オブライエン公爵は根気強く説得する。

　話を聞くのに飽き飽きしたセリーヌは、どうして助けたのかと彼に問う。そこで明らかとなったのは、オブライエン公爵が最近妻を亡くしたという話だった。病死だったらしい。

　彼もまた、心身ともに弱りきっている状態だったのだ。

「その時、私はピンと閃ひらめいたの。彼を──復ふく讐しゆうに使えないかと」

　当時は心を病やんでいて、普通の思考ではなかったらしい。

　セリーヌはオブライエン公爵の優しさにつけ込んで、夫や義母への復讐を計画することにした。

　それからというもの、時間をかけてじっくりとオブライエン公爵を恋の奴ど隷れいへと陥れる。

　彼の目の前では、常に不幸な女であるよう努めた。そうすればするほど、オブライエン公爵は庇ひ護ご欲よくを刺し激げきされ、セリーヌに優しくしてくれる。

「すぐに、オブライエン公爵は私を愛するようになったわ」

　オブライエン公爵はセリーヌに夢中になり、惜おしみない愛を注そそいだ。同時にそれは、今まで彼女が知ることのできなかった純粋な愛でもあった。

　愛されるということは、こんなにも心満たされるものなのか。セリーヌもまた、だんだんとオブライエン公爵に惹ひかれた。利用するつもりだったのに、いつしか愛してしまう。しかし、この愛は許されざるもの。目的を達成したら、早急に関係を絶たなければならない。

　離れがたくなる前に、セリーヌは作戦の最終段階へと移った。

　それは、オブライエン公爵との間に、子を成すことである。

　子どもができないのは、今までセリーヌばかりが悪いと言われ続けてきた。

　不ふ妊にんの原因は、すべて女性にあると言われていた時代である。だが、本で調べると男性側にも問題がある場合があると書かれていたのだ。

　セリーヌはそれを義母に訴えたこともあったが、生意気だ、責任転てん嫁かするなと頰を叩かれて終わった。




　──だったら、誰が原因で子どもができないのか、証明してやる。




　セリーヌの復讐は、子どもを作ってみせることだったのだ。

「そして、私はオブライエン公爵の子を妊にん娠しんした」

　セリーヌは震えた。歓かん喜きの震えである。

　やはり、自分は悪くなかった。子どもを産むことができる体だったのだ。

　さっそくセリーヌは医師の診断書を作成し、義母と夫を呼び出して見せつけた。不妊の原因はお前の息子であると、義母に向かって指を差し、ヒステリックに叫んだのだ。

「正直、ざまあみろと思ったわ。このあと私がどうなろうとも、妊娠できる体であることを、証明したかったの」

　当然ながら、一連の出来事は大きな騒ぎとなった。

　セリーヌが不妊体質ではないという事実よりも、不貞を働いた事実を問題視されたのだ。

　すでに、夫婦双方に愛はない。別れるのが普通だろう。

　しかし、貴族の夫婦は簡単に離婚などできない。

　セリーヌの夫は、不ふ倫りん相手は誰なのかとしつこく聞いた。そのうえ、一刻も早く子どもを下ろせと言ったが、セリーヌは頑かたくなに拒んだ。

「不思議なことに、母親になると、強くなるのよね」

　今までは何を言われても反はん抗こうしなかったセリーヌであったが、お腹なかの子どもを守るために夫と戦った。

「もう、怖いものなんて何もなかったの」

　しかしそんなある日、医者が突然家にやってくる。中絶させるために、セリーヌの夫が呼んだのだった。

　看護師に取り押さえられる前に、セリーヌは自身にナイフを向けて叫んだ。

　近付いたら、喉のどを搔かっ切きると。実際に、セリーヌは自らの首にナイフの刃はを押し当てたのだ。

「薄皮一枚切っただけなんだけど、効果はあったわ」

　医者はお手上げ状態となり、帰るしかなかった。

　その後セリーヌは夫に、この先自分に何かしたら新聞社にこの情報を売ると脅おどした。

「……気持ちよかったわ。うちの人、この、種無し男！　と罵ったら、悔くやしそうに黙るの」

　当時を振り返るセリーヌの表情には、狂気が見え隠れしている。それは、エリザベス・オブライエンの振る舞いに似通った部分があるように思えた。

「お義か母あ様さまは、王室婚こん姻いん法ほうさえなければと、悔しそうにしていたわね」

　王室婚姻法とは、貴族の頂点に立つ王家が定めた、結婚についての法律である。その中で、貴族はいかなる場合も離婚を許さないという事項があるのだ。そのため、セリーヌは夫であるブライトン伯爵に一生添そい遂とげなければならない。

　それについても、ぶつくさと文句を言われる始末。

　しかし、怖いものがなくなったセリーヌは、夫や義母からの嫌いや味みや罵りも、一切効かなくなっていた。

「いじめ甲が斐いがないとわかったら、今度は体てい裁さいが悪いから実家に帰れと言われるようになったわ」

　その言葉には、セリーヌも嬉き々きとして従った。

「私は実家の牧場で、あなた達を産んだの」

　生まれたのは双子の女の子だった。もちろん、セリーヌが手元で育てることはできない。

　出産後のセリーヌの身の振り方はすでに決まっていた。

　子どもが生まれたあとは、ブライトン伯爵家に戻るように言われていたのだ。

　もちろん、自分の手で娘達を育てられるとは考えていなかった。ブライトン伯爵家の者達は、出産することを大反対していたのだ。おそらく、子どもは二人共孤こ児じ院いんに入れられるだろう。

　セリーヌにできることは今この瞬間、許される限り、娘達を愛することだけだった。

「そのあとの数日は、私の人生の中で、もっとも満たされた時だったわ」

　しかし二人の娘と束つかの間まの幸せを嚙みしめている中、王都からセリーヌ宛あてに一通の書簡が届いたのである。オブライエン公爵の代理人からだった。

「手紙の内容は、ブライトン伯爵家が探偵を使い、私とオブライエン公爵との関係を調べ上げ、訴そ訟しようすると言ってきたこと。オブライエン公爵家は和解金を払い、訴訟を回かい避ひしたこと。それから、生まれた子どもはオブライエン公爵家で引き取ることが書かれていたわ」

　その手紙を呼んだ途端、セリーヌは天国から地じ獄ごくに突き落とされたかのような感覚に陥おちいる。視界がぐらりと歪ゆがみ、吐き気すら催もよおした。

「なんて恥ずかしい人達なのかと思ったわ」

　セリーヌとオブライエン公爵の関係は、資し金きん繰ぐりに困っているブライトン伯爵家の絶好の餌えさにされてしまったのだ。

　呆あきれるのと同時に、悪いのは自分であると分かっていた。すべては、自分で蒔まいた種だった。

　ただ、オブライエン家は子どもが双子であることは知らないようだったので、セリーヌはすぐさま代理人宛に双子が生まれたことを報告する。

　返信は「契けい約やく上、引き取るのは一人のみである」というものであった。

　ブライトン伯爵家も、産まれた子が双子だったとは想像もしていなかったのだろう。

　では、もう一人の娘はどうすればいいのか。ブライトン伯爵家は絶対に引き取らない。どうしようかと困り果てた挙げ句、セリーヌは兄に泣きついた。

　セリーヌの兄は難なん色しよくを示したものの、彼の妻が引き取ることを決意したため、最終的には頷く他なかったようだ。

　こうして──子どもの一人はマギニス家で引き取られ、セリーヌは叔母として接することを許された。もう一人はオブライエン公爵が引き取り、忘れ形見として育ててもらいたいという願いを込めて託たくす。

　オブライエン公爵が当時、子どもについてどう思っていたのか、セリーヌは知らない。

　オブライエン公爵は年若かったので、発言力のある専属顧こ問もんが付いていた。その顧問が、ブライトン伯爵家と交こう渉しようし、今後一切二人の面会を禁じるという契約を交わしていたのだ。

「本当に、愚かなことをしたと思っているわ……。あの時は法に従ってブライトン伯爵家に戻るしかないと思ったの」

　あまりにも辛い選せん択たくだった。しかし、それだけのことをセリーヌはしでかしたのだ。

「それからの私は、ご覧の通り。ブライトン伯爵夫人を演じ続けてきたのよ」

　当然、不貞の末に子どもを産んだセリーヌを、ブライトン伯爵家の者達は蔑さげすんだ。

　日々、酷い扱いを受けてきた。罵ば声せいを浴び、一時期は顔も見たくないと別べつ邸ていに閉じ込められたこともある。

　それでも、セリーヌは心折れることなく、毅き然ぜんと過ごした。

「私の心は晴れることはなかったけれど、贖しよく罪ざいの日々を過ごすしかない。そう思って、暮らしていたわ」

　辛かったのは、王都に住むエリザベスに会いに行けなかったこと。これは、オブライエン公爵家側と交わされた約束だった。

「ショックだったのは、幼いあなたに人見知りされたことね」

「叔母様……」

　エリザベスの中で、幼い頃のセリーヌとの記憶はそう多くない。

　たいてい、セリーヌは強張った顔をしていて、近寄りがたい雰囲気を漂わせていたのだ。

　その時の彼女の心情を思うと、切なくなる。

　今日、こうして訪問できたのは、オブライエン公爵の行方不明の噂を聞きつけたからだという。

　エリザベスがセリーヌに会いに来ていたことは知っていた。けれど、迂う闊かつに会うことはしないほうがいいと思い、今日まで避けていたようだ。

「ごめんなさいね……」

「いえ」

「本当に、どうしてこうなってしまったのか」

　現在、ブライトン伯爵家はセリーヌの夫の弟の子どもを養子に迎むかえ、跡取りとして教育しているらしい。

「ブライトン伯爵家に嫁いだことは不運だったけれど、私は、私の名誉を取り戻すことができた」

　子どもができないことで存在まで否定されるいわれはない。

　人は完璧ではないのだ。生しよう涯がい、子に恵めぐまれない人もいるだろう。それは不思議でもなんでもないことである。

　罪なのは、子どもができないことを悪とし、糾きゆう弾だんする者だ。

　その罪が冤えん罪ざいであることを、当時のセリーヌは子どもを産むことでしか証明できなかった。

「私も、若かったの」

　しかし、二人を産んだことを後こう悔かいしてはいないという。今までの人生は不幸ではなかったとも。

「結局……オブライエン公爵を愛していたんだと思う。当時は、認めることはできなかったけれど。今ならわかるわ」

　二人のエリザベスは、愛し合う男女から産まれた。きっかけは復讐だったが、セリーヌとオブライエン公爵の間には確かに愛があったのだ。

　セリーヌは深く頭を下げ、謝罪した。

「自分勝手な醜みにくい私し怨えんに巻き込んでしまって、ごめんなさい」

　セリーヌの話が終わると、シンと静まり返る。彼女の壮そう絶ぜつな半生に、誰もが言葉を失っていた。

　最初に口を開いたのは、エリザベス・オブライエンだった。

「何よそれ！　結局、安っぽいロマンスじゃない！　何が、オブライエン公爵を愛していたよ！　あなたがしていることは、不幸のばら撒まきよ！　それに、無責任だわ！」

　エリザベス・オブライエンは容よう赦しやなくセリーヌを糾弾する。

「勝手に産んだ子が、勝手に幸せになると信じていたなんて、本当におめでたい頭ね！　私は公爵家に引き取られたあと、すぐに里子として追い出されたの！　そこで、どんな酷い扱いをされたか、一つ一つ説明してあげましょうか？」

「……」

「最低最悪だったわ。私は、ずっと……ずっと不幸だった！」

　セリーヌは俯うつむき、肩を震わせていた。

「どうして、のこのこここへやってきたの？　オブライエン公爵家に迷めい惑わくをかけた時点で、死んで詫わびたらよかったのに！」

　エリザベス・オブライエンの叫びは辛辣だ。

「ごめんなさい……今は、この言葉しか、言えないわ」

　エリザベス・オブライエンのことは、公爵家で満たされた暮らしをしていると信じて疑っていなかったようだ。

　しかし、近年の自由奔放な振る舞いの噂を聞いて、心を痛めていたらしい。

　エリザベス・オブライエンは怒ど気きのこもった目で睨み、セリーヌに対して恨み辛みをまくし立てる。

「なんなの？　同じエリザベスなのに、一人はマギニス家に引き取られて、家族に愛されて、不自由ない生活を送って、王都で花嫁修業までして。わたしなんて、貧びん乏ぼうな子し爵しやく家けに引き取られて、蔑まれて、使用人と同じ扱いを受けたのよ！」

　その後ようやくオブライエン公爵に引き取られたものの、彼女はちっとも幸福ではなかった。

「その上お兄様は、わたしの愛を受け入れるどころか、私と同じ顔をしたこの女の手を取った！」

　エリザベス・オブライエンは、今度はエリザベスに怒りをぶつける。

「それは、誤解ですわ」

「誤解なものですか！　この、泥どろ棒ぼう猫ねこ！」

　それは、激し過ぎる憎ぞう悪おだった。

　それから視線をセリーヌに戻すと、「大嫌い！」と言い放つ。

「消えて、今すぐ私の前から！」

　セリーヌはこれ以上エリザベス・オブライエンを刺激しないほうがいいと思ったのか、静かに客間を去る。その後ろ姿は、どこか寂さびしげだった。

　続いて、エリザベス・オブライエンはありったけの恨みをエリザベスにぶつけた。

「あなたさえいなければ、わたしは幸せになれた！　あなたさえいなければ、お兄様はわたしだけを愛してくれた！」

　その物言いはどこまでも苛か烈れつで、傲ごう慢まんだ。

　けれど、エリザベスは思う。彼女は、自分の鏡であると。境きよう遇ぐうが逆だったら、自分がこうなっていたかもしれないのだ。

　そんな彼女を、責めることなんてできない。

　エリザベスは、エリザベス・オブライエンに静かに問う。

「ねえ、あなたは、わたくしが何をしたら、満足するの？」

「今すぐ死んでちょうだい！」

「それは、できませんわ。譲じよう歩ほ案あんをいただける？」

　しかしその物言いが余裕ぶっているように聞こえたようで、さらなる怒りを買ってしまう。

「あなたの、そういう上から目線なところが、本当に気に食わないわ」

「あなただってそう。いつも、上から目線ですわ」

　互いに睨み合い、話は平行線を辿たどる。

「わたしは、今すぐあなたに消えてほしいのだけれど」

「わたくしはまだ、王都ですべきことがあります。ですが、誘拐事件の黒幕を教えてくれれば、すぐに消えることも可能ですが」

「黒幕なんて、知らないわよ」

　彼女の要望を聞く代わりに犯人を教えるようカマをかけてみたが、やはり、簡単には話してくれそうにない。

「だいたい、あなたがわたしに何をできるっていうの？　あの女と同じで、あなたも口ばかりじゃない」

　エリザベスはしばし考える。エリザベス・オブライエンが納なつ得とくすることで、自分にできることといえば……。

「一つだけ、ありますわ」

「なんなの、それは？」

「わたくしとあなた、互いに大きく欠けているものです」

　ピンときていないようで、エリザベス・オブライエンは怪け訝げんな表情を浮かべる。

「もったいぶらないでさっさと言いなさいよ」

　その言葉に、エリザベスは傲ごう然ぜんと返した。

「エリザベス・オブライエン。わたくしは世界で唯ゆい一いつ、あなたを理解することができます」

「は？　あなた、何を言っているの？」

「あなたを理解すると言っていますの」

　信じられないとばかりに、エリザベス・オブライエンはエリザベスを見つめる。

「どういうつもり？　あなた、わたしが憎にくいのではないの？」

「憎いというより、あなたが大嫌いですわ」

「わたしはあなたが憎いし、大嫌いよ」

「そう。でも、理解したら、お互いを感じる気持ちが変わるかもしれませんわ」

「馬鹿馬鹿しい。どうやって、理解するというの？」

「たくさん、お話をすればいいだけのこと。人は会話を重ねなければ、互いを知ることはできませんのよ？　相手が勝手に自分を理解してくれるなど、ありえないのだから」

　シルヴェスターもそうだった。いけ好かない男だと思っていたが、違った。

　彼は余裕ぶった仮面の下に、繊せん細さいさと弱い心を隠して生きているのだ。

　それは、向かい合って話さなければ気付かなかったことである。

「人は誰もが、外そと面づらという名の仮面を付けて生きているのでしょう」

　エリザベス・オブライエンも、きっとそうやって生きている。なぜなら、エリザベス自身がそうだったから。

　彼女もおそらく、強い感情で弱い自分を守っている。

　虚きよ勢せいを張り続けるのは、辛い。

　エリザベスは彼女のことが大嫌いだ。だからといって、負の感情からは何も生まれない。

　不幸の繰り返しを断たちたいのならば、前を向いて生きなければならないのだ。

　今までたった一人で強く在った、セリーヌのように。

　すべてが明らかになった今、エリザベス・オブライエンの仮面を引ひき剝はがして、真っ正面から向き合いたい。

「これからわたくしと思う存分お話ししましょう。今まで通り、喧けん嘩かでも構わなくってよ」

「……あなた、心底大馬鹿じゃないの？」

「愚か者よりも、馬鹿のほうが数百倍もマシですわ」

　エリザベスはエリザベス・オブライエンに手を差し伸べる。どうか、素す直なおに手を取ってくれと願いながら。

「わたくしとあなたは、一卵性の双子。もとは一つだったものが、二つになった。だからきっと一つくらいは、気が合うところもあるかもしれません」

「……」

　エリザベス・オブライエンは、おずおずとエリザベスへと手を伸ばしてくる。もうすぐ、触れ合う──というところで、目が合った。

　エリザベスが安心させるようにふっと微笑ほほえみかけたが、キッと睨まれてしまう。しかも、差し伸べた手は叩き落とされてしまった。

「あなたの理解なんて、必要ないわ！　気持ち悪い！」

「……」

　やはり、一度道を違たがえた者同士はわかり合えないのか。しかし、エリザベスは諦めない。

「わたくしは、待っていますわ。ずっと、この先も」

「あ、あなたがわたしを理解するなんて、ありえないわ！」

　エリザベス・オブライエンは、泣きそうになりながらもエリザベスをジロリと睨む。だが、その目はいつもと違って迫力に欠けていた。

「あなたのことなんて、大っ嫌い！」

「奇き遇ぐうですわね。わたくしも、大っ嫌い」

　それが、別れの言葉であった。エリザベス・オブライエンは、客間から飛び出そうと立ち上がる。

　ユーインはすぐさま「待ちなさい！」とエリザベス・オブライエンの腕を摑んだ。

「放して！　この、腹黒犯罪兄弟きようだいの片割れが！」

「な、なんですか、その物言いは！　そのようなことを言われる筋合いはありません！」

　普段は冷静なユーインであったが、あまりの暴言に物申す。そんなユーインに向けて、エリザベス・オブライエンは皮肉げに言い放った。

「血は、争えないわね」

「それは、どういう意味ですか？」

　ユーインが呆ぼう然ぜんとしているうちに、エリザベス・オブライエンは拘束から逃れ、客間から走って去っていった。

「あっ、待っ──」

「ユーイン、放っておいても問題ないかと。どうせ、素直に情報を吐くとは思えませんわ」

「そう、ですかね」

　エリザベス・オブライエンと入れ替わるように、執事のレントンが入ってきた。

「エリザベスお嬢様、もうお一方のエリザベスお嬢様を捕獲いたしましたが、いかがなさいますか？」

　エリザベス・オブライエンの逃とう走そうは失敗に終わったようだ。さすが、この家の使用人は優秀である。

　エリザベスはクスリと笑いながら答える。

「リリースなさって」

「よろしいのですか？」

「捕まえていても、すぐに逃げ出すでしょう。それに、あれは煮ても焼いても食べられませんわ。その代わり、見張りを付けて、妙な動きをしているようであれば逐ちく一いち報告を」

「かしこまりました。それから、もう一点ご報告がございまして。ブライトン伯爵夫人が、お帰りになる際に、エリザベスお嬢様によろしくお伝えするように、と」

「ええ」

　レントンは恭うやうやしく頭を下げ、客間を去る。

　セリーヌに対する気持ちは、いまだ複雑である。これは、時間が解決するのか。

　今のいっぱいいっぱいの状態のエリザベスには、わからない。

　ひとまず、嵐は去った。だが、今度は別の問題にも向き合わなければならない。

「ユーイン、お茶でも飲みませんこと？」

「いえ、今は」

「わたくしが特別に淹いれてさしあげますわ。一緒に飲みましょう」

「でしたら、ぜひ」

　今日一日で、とんでもない情報が次々にもたらされたので、お互い気分転てん換かんが必要だった。

　エリザベスは侍女を伴い、厨ちゆう房ぼうで紅茶を淹れる。カップを選んでいる間に、侍女が菓子をじっくり吟ぎん味みしていた。

　エリザベスが手ずから紅茶を淹れるならばと、気合を入れた菓子を用意してくれるようだ。

　サンドイッチにスコーン、果物にケーキなど、小食のエリザベスだけでは食べきれない菓子が皿に盛りつけられている。

　そこで、そういえばと思い出す。ユーインは、甘いものは好きなのだろうか。

　職場で菓子を出すことはあったが、どんな顔で食べているか気にしたことがなかった。

　一方で、シルヴェスターは、おそらく甘いものが好きなのだろう。家でも実に、美お味いしそうな顔で食べている。しかも腹黒なわりに、案外可愛らしい菓子を好むのだ。

　エリザベスは、ユーインのことをあまりよく知らない。趣味や休日の過ごし方、好きな色や好きな食べ物など、今まで何一つとして聞いたことがなかった。

　この茶会の話題にでもしようと、エリザベスは思う。




　ひとまず、茶と菓子を楽しむ会を開いた。

「キャンブリックティーですわ」

「亜麻キヤンブリツクの紅茶ですか？」

「いいえ、亜麻色というだけの紅茶ですの」

　なぜ、キャンブリックティーと呼ばれるのか、それには理由がある。

「この紅茶には蜂はち蜜みつが入っていまして」

　紅茶に蜂蜜を入れると、化学反応が起こる。蜂蜜の中にある鉄分と紅茶の中のタンニンが反応し、紅茶の色が黒ずんでしまうのだ。

　しかし、その中にミルクを入れると、綺き麗れいな亜麻色になる。

「蜂蜜入りの優しい味の紅茶が好きなのと、色の移り変わりを眺めるのが楽しくて」

「なるほど。あなたの好きそうな紅茶ですね」

　キャンブリックティーを飲むと、コクのある上品な味わいが口の中に広がった。

　まずは、スコーンから食べることにする。

　エリザベスはクロテッドクリームを掬すくう銀のヘラを手に取って、ユーインに問いかけた。

「甘いものはお好き？」

「特に好ましいと思っていませんが、スコーンは好物です」

「よかった」

　エリザベスはスコーンを二つに割って、クロテッドクリームをたっぷり塗る。

　その上に、匙さじで掬ったママレードジャムを載せた。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　スコーン生き地じの表面はサクサクで中はしっとり。ねっとりしたクロテッドクリームに、甘酸っぱいママレードジャムが最高に合う。

　エリザベスが渡した半分のスコーンを食べきったユーインに、エリザベスは問う。

「お口に合いましたか？」

「ええ。今まで食べたスコーンの中で、一番美味しかったです」

「公爵家のお菓子は、絶品ですもの」

「いえ、そうではなく……、あなたのクロテッドクリームとジャムの載せ方が絶妙だったと言いますか」

「あら、そう？　わたくし、意外な才能がありますのね」

　エリザベスは二個目のスコーンを摑み、ユーインに問いかけた。

「もう一つ、いかが？」

「お願いいたします」

　今度は、ラズベリージャムとブルーベリージャムの二種類を作ってあげた。

　ユーインは笑顔でスコーンを食べている。

「本当に、お好きですのね」

「ええ、本当に」

　そう答えたあと、ユーインは何も言わずにじっとエリザベスを見つめてくる。

　視線の意味を予想したエリザベスは、探さぐるように問いかけた。

「スコーン、まだ食べますの？」

「いえ、そうではなくて……──もういいです」

　どうやら、予想は外れたようだ。

　ユーインはティーカップを手にしたまま、ポツリと話し始める。

「それにしても、先ほどのブライトン伯爵夫人の話は、驚きました」

「ええ」

　セリーヌが本当の母親であったことだけでも衝撃なのに、オブライエン公爵を巻き込んだ愛あい憎ぞう劇げきがあっただなんて想像もしていなかった。

「エリザベス・オブライエンとわたくしが双子だったという話はいまだに信じたくありませんし、彼女とまったく同じ血が流れていると思ったら、ゾッとします。叔母様についても、まだ、正直受け入れることはできなくて……」

　直接の血の繫がりがないマギニスの家族には、今後どんな顔をして会えばいいのか。今まで通りでいいのか、考えれば考えるほどわからなくなる。

「別に、悩むことはないですよ。今までと同じでいいと思います」

「わたくし、これまで通りマギニス家の一員でいても、いいのでしょうか？」

　エリザベスは本当の家族ではない。今まで通りの態度で接するなど、図ずう々ずうしいのではと思ったのだ。

「いいに決まっていますよ。エリザベス嬢を見ていたら、わかります。大切に育てられたお嬢さんであると。マギニス家にとってあなたが大事な娘であることは、何があっても変わりません。これからも、ずっと」

　ユーインの言う通りだ。エリザベスの中に、家族の愛は確かにある。

　彼の言葉で、荒波に吞まれたようになっていた心が随分と落ち着いた。そして、実の子と変わらないように育ててくれた両親に、深く感謝した。

　侍女が淹れてくれた二杯目の紅茶を飲みながら、ユーインとエリザベスは今後について話し合う。

「それで、エリザベス・オブライエンが帰り際ぎわに言っていたことなのですが……」

「血は争えない、っていうお話？」

「ええ。エリザベス・オブライエンが、兄を犯罪者呼ばわりしたことは、正直言ってかなりショックでした」

　しかし、紳士クラブで聞いた噂話と照らし合わせると、ユーインの兄が何かしら関わっている可能性も捨てきれない。

「確かに兄は野心家な一面もあります。ですが、ごく普通の、正義感がある真面目な人だとも思っています」

　だが真面目な人がふとしたことをきっかけに思い詰め、想定外の行動に出ることもある。

「私がエリザベス嬢と婚約破棄した件については、確かに尋じん常じようではないほど怒っていましたが……」

　ユーインの兄デイモンにとって、オブライエン公爵家との婚約破棄はおそらく予期せぬことだったのではないだろうか。

　計画が狂ったと知り、凶きよう行こうに出たのかもしれない。しかし──。

「今はまだ、証しよう拠こが十分ではありませんわ」

「ですが……」

「戸惑っているのは、納得できないからでしょう。確かな証拠が出てきてから、考えたほうが建設的ではなくって？」

　エリザベスの指摘を聞いたユーインは、ハッと顔を上げる。その通りだと思ったのだろう。

「それも、そうですね。もっと、情報収集が必要です」

「ユーイン。あなたのお兄様に近しい方に、お話を聞けないかしら？」

「そうですね。できたら、公平な意見が聞きたいです」

「どなたか、お知り合いの方はいらっしゃるかしら？」

　そこで、エリザベスはレントンから預かっている枢密院の名めい簿ぼを出してもらう。受け取ったユーインは、パラパラと捲めくりながら目を見張っていた。

「これは……王宮内部のごく一部の人間しか知り得ない情報なのに、すごい物をお持ちですね」

「危険を冒おかしてまで、わたくしに協力してくださる素敵な方がいらっしゃるのよ」

「いったい誰なんです？」

　エリザベスは唇くちびるに手を当て片目を瞑つぶり、ユーインの背後にいるレントンを見ながら言った。

「内緒ですわ」

　本日は、ここでお開きとなる。とりあえず、事件の黒幕をユーインの兄デイモンと決めつけず、さらなる調査をするようにした。

「では次の休みに、またここに」

「お待ちしておりますわ」

　ユーインとはここで別れる。

　今日は、長い一日だった。一人になると、いろいろ考えてしまって急に不安になる。

　真実はどうであれ、今は前を向いて突き進むしかない。やらなければ、やられてしまうのだ。




　エリザベスは一人、犯人は絶対捕まえてやると決意を固めていた。
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　シルヴェスターの不在は、オブライエン公こう爵しやく家けに大きな影かげを落とす。

　使用人達はそわそわと落ち着きがなく、レントンは一日中忙しそうにしている。

　オブライエン公爵の不在が多い公爵家は、シルヴェスターが一人で支えていたのだ。

　そのシルヴェスターは、事故で大怪我を負ってしまった。加えて、オブライエン公爵まで行方ゆくえ不明となってしまう。

　二本の柱を失い、公爵家はわかりやすいほどに困こん窮きゆうしていった。

　エリザベスに唯ゆい一いつできることは、事件を解決させるために調査を続けること。それだけだった。




　朝。エリザベスは侍じ女じよがカーテンを広げる音で目を覚ます。

「エリザベスお嬢様、ドレスはどちらにいたしましょう」

　侍女が三人立ち、ドレスを広げて見せてくれる。

　一枚目は、白と薄うす紅べに色いろのキャンディ・ストライプドレス。

　二枚目は、鮮あざやかな紫色の綾あや織おりのモーニング・ドレス。

　三枚目は、プリムローズ・イエローの華はなやかなドレス。

「……」

　エリザベスはいつも迷いなくドレスを選んでいたので、しだいに侍女が不安そうな表情を浮うかべる。

「エリザベスお嬢様、お気に召めしませんでしたか？」

　どれも、エリザベスの気分とは違っていた。

「そういえば、青みがかった茶色のドレスがありましたよね？　今日は、あれにしますわ」

　軽くて動きやすい、乗馬用にと購こう入にゆうしたドレスである。少々地味ではあるものの、今のエリザベスの気分にぴったりな一着でもあった。

「本日は乗馬を？」

「いいえ、いたしません。今日はあまり、華やかな装よそおいをする気になれなくて」

「承知いたしました」

　侍女はエリザベスの言う通り、茶色のドレスを用意した。

　髪かみは頰ほおにかかる毛をロープ状にしてハーフアップにするという、シンプルな形にしてもらう。化け粧しようも目元や頰に色は載のせないようにして、自然な仕上がりになるよう命じた。

　朝食を食べ終え、一日の予定を侍女に問う。

「本日はアーサー＆ウイリアム社の訪問販はん売ばいの予定がございましたが、若様が不在なのでキャンセルをいたしました。昼食会、晩ばん餐さん会かいも同様に、キャンセルです」

　当主代理であるシルヴェスターが不在となれば、すべて中止となる。

　オブライエン公爵の代理人については、コンラッド王子に頼めないかと手紙を送ったところ、了承の返事が届いた。ありがたい話である。

　加えて、城仕えの仕事も、シルヴェスターが復帰するまで休んだほうがいいと書かれていた。今は、その言葉に甘えることにする。

　シルヴェスターの不在は、生活に変化をもたらした。

　身代わりとしてのエリザベスは、シルヴェスターを中心として成り立っている。彼がいないとなったら、破は綻たんしてしまうのだ。

　そのことが、余計にエリザベスを苛いら立だたせる。

　セリーヌとの一件も、エリザベスを不安定にさせる要因の一つであった。

　エリザベス・オブライエンと双子であるとはっきり断定され、オブライエン公爵が本当の父親とわかったものの、今さら、受け入れられることではない。

　マギニス家にも真相を聞くための手紙を書いていたら、急な来客がやってきた。

「オーレリア・ブラットロー様がお越しです」

「あら、またですの？」

　先触れなしの急な訪問者は、エリザベスの友人であるオーレリアであった。

　もう慣れたもので、客間に通すように指示を出す。

　書いた手紙は綺き麗れいに折りたたみ、封ふう筒とうに入れた。閉じた部分に蠟ろう燭そくを垂らし、花模様のシーリングスタンプをしっかりと押す。

「これを、お願い」

「かしこまりました」

　手紙は侍女に託たくし、エリザベスはオーレリアの待つ客間に移動した。

「ごきげんよう、オーレリア様」

「エリザベス様！」

　オーレリアは弾はじかれたように立ち上がり、エリザベスに駆かけ寄よる。

「あなたのお兄様が事故に遭あったと聞いて、心配になって」

　大変だっただろうと、オーレリアはエリザベスの手を握にぎって励はげましてくれた。

「わたくしは平気ですわ」

「よかった」

　オーレリアはエリザベスの体をそっと抱きしめる。

「ありがとうございます。オーレリア様」

　心配してくれる友の存在に、エリザベスの心はジンと熱くなる。

「それにしても、驚いたわ」

　オーレリアはシルヴェスターが事故に遭ったという記事を読み、いても立ってもいられなくなってやってきたらしい。

「シルヴェスター様の容態は？」

「それは──」

　移送できないほどの酷ひどい怪我で、面会謝絶なのだ。直接会えなかったので、詳しい情報はエリザベスにもわからなかった。

「というわけで、お兄様の容態は、なんとも言えず」

「そうだったのね」

「ええ。おかげさまで、この家は大変なことになっていますわ」

「お気の毒に……」

「ですが、コンラッド王子が助けてくださるというので」

　こうしてオーレリアに近況を語っていると、エリザベスもだんだん落ち着きを取り戻す。シルヴェスターがいないことで、少々心細くなっていたようだ。

「エリザベス様が心細い、ですって？」

「そういう日もありますわ」

「まあ、確かに……その装いは、心情が出ている気がするわ」

「どういうことですの？」

　感情というものは内なるものだと思っていたが、オーレリアからすれば違うらしい。

「いつもはこう、わたくしって世界一美しいでしょう!?　みたいな感じが、ビシバシと伝わってくるんだけれど」

「わたくし、そんなことまったく思っていませんわ」

「比ひ喩ゆよ、比喩」

　いつも自信満々なエリザベスが、今日は地味だと指摘される。

「だって、着き飾かざっても、見てくれる人はいませんし」

「エリザベス様、ま、まさか、シルヴェスター様に見せるために、着飾っていたというの？」

「違いますわ。ただ、手を抜いたら、なんだか負けているような気がして」

「それで、毎日着飾っていたと？　そして、着飾ったエリザベス様を、シルヴェスター様は毎日綺麗だと褒ほめていたと？」

「そうですけれど」

「まあ、なんてことなの」

　返事を聞いたオーレリアは、体を長なが椅い子すの背もたれへとのけ反らせる。

「オーレリア様、その反応は何なんですの？」

「気付いていないようだけれど、エリザベス嬢は、シルヴェスター様に調教されているのではなくって？」

「調教ですって!?」

　オーレリアは深々と頷うなずく。エリザベスは言われた瞬しゆん間かん、ぶわりと鳥肌が立った。即座に否定する。

「ありえないですわ」

「いいえ、ありえるわ。エリザベス様は、シルヴェスター様に綺麗だと言われたいから、美しく着飾っているのでしょう？」

「違いますわ。負けたくないからと先ほども申し上げたと思いますが？」

「いいえ、違わなくないわ。現に今、エリザベス様はまったく美しくない。なんなの、その枯かれ木きみたいなドレスは？」

「乗馬用の、動きやすいドレスですけれど」

「それで今日、乗馬の予定が？」

「……」

　乗馬の予定があったとしても、来客時に乗馬ドレスを着て出で迎むかえるなど普段の美意識の高いエリザベスからは考えられないことだった。

　貴族女性は、時、所、場合によってさまざまなドレスに着替える。それができていないと、オーレリアに指摘されたのだ。

「確かに、毎朝着飾ってお兄様に褒められることは…………悪い気はしませんでした」

　世界一綺麗だと言われて、シルヴェスターに勝った気持ちになっていたのだ。

　褒めてくれる人がいなくなったために、美しく装うことをやめてしまったエリザベスは、オーレリアの言う通りシルヴェスターの思う壺つぼだったのかもしれない。

「ただ、調教は言い過ぎですわ」

「ええ、ごめんなさいね」

　エリザベスは茶色のドレスを摘つまみ、溜ため息いきを落とす。

「こんな装いだから、いつもと違うように考えてしまうのでしょうね」

「いいえ。いつもと違うのは、シルヴェスター様がいないからよ」

　エリザベスの疑問に、オーレリアはズバリと答える。彼女は、エリザベスが脳内で否定したことをわかりやすいように指摘してくれた。

「エリザベス様、あなたの揺ゆるがない強気と自信は、きっとシルヴェスター様に守られていることが前提となっていたのよ。あなたは、気付いていなかったでしょうけれど」

　オーレリアがそれに気付いたのは、以前シルヴェスターに乗馬を教わった時らしい。

「私がエリザベス様とお話ししていると、シルヴェスター様に鋭するどい目で見られていたことがあって──」

　最初は、奔ほん放ぽうな妹を監視しているのだと思っていたが、違った。シルヴェスターの視線は、オーレリアを警けい戒かいするために注がれていたのだ。

「あの目は、妹に何かしたら許さない、みたいな感じだったわ」

「気のせいではなくって？」

「いいえ、絶対にそう。シルヴェスター様は、エリザベス様を深く愛しているのよ」

　オーレリアは自身の肩を抱きながら断言する。

「間ま違ちがいないわ」

　オーレリアも言いだしたら聞かない。エリザベスは眉み間けんの皺しわを解ほぐしながら、彼女の話に渋しぶ々しぶ耳を傾ける。

「血は繫つながっていないとはいえ、十歳も年下の女性に執しゆう着ちやくするなんて、とんでもない変態ね」

　その点に関しては、否定できない。エリザベスは明後日あさつてのほうを向いて、目を細めた。その反応を目まの当あたりにしたオーレリアは、頭を抱かかえて叫んだ。

「エリザベス様。そこだけは、否定してほしかったわ」

「ごめんなさい。変態なお兄様で」

「なんだか、エリザベス様はとんでもない目に遭っている気がするわ」

　オーレリアに言われて振り返る。シルヴェスターとは、本当にいろいろなことがあった。

　契けい約やくの印として靴くつにキスをしろと命じたら──本当にしてきたこと。

　おしおきだと言って──ふくらはぎにキスをされたこと。

　これは、絶対に他人に言えることではない。墓場まで持っていかなければならない秘密だ。

「……」

「あの、エリザベス様、早く否定してくれる？　怖こわくなるから」

「そうですわね……でも、心配には及びませんわ」

「まあ、それもそうよね。蓼たで食う虫も好き好きと言うし」

「やめてくださる？　お兄様のことは、まったく好きではありませんわ！」

「ムキになるってことは、好きなのではなくて？」

「そんなわけ、ありません！」

「だったら、ユーイン・エインスワーズのことは好き？」

「彼のことも、好きではありません」

「ふうん、そう」

　オーレリアは何か含ふくんだような返事をした。

「私、あなた達のことを勘かん違ちがいしていたわ」

「勘違いしているのは、オーレリア様のほうでしてよ」

　必死になってオーレリアの思い込みを修正しようとしたが、手で制される。

「前に、エリザベス様はシルヴェスター様におしおきをされているって言っていたわよね？」

「……」

　それは、その場しのぎに、オーレリアの同情を引くために言ったシルヴェスターの腹はら黒ぐろ鬼き畜ちく設定である。

　彼女はまだ、しっかりと覚えていたようだ。

「あれって、シルヴェスター様がエリザベス様に酷いことをしていたというわけではなく、あなた達の特とく殊しゆなプレイなのね」

「オーレリア様!?　何をおっしゃっていますの？」

「愛のカタチはいろいろあるのだろうけれど……まあ、ほどほどに」

「本当に何を言っているのか、まったくわかりませんわ」

　それよりも、エリザベスがシルヴェスターのことを好きだという点については、絶対に否定をしておかなければならない。

「何度も言いますが、わたくしはお兄様のことなどこれっぽっちも好きではありません。むしろ、好ましいという感情は、お兄様よりも元婚約者のユーインのほうにあります」

「あら、エリザベス様。その元婚約者への好意は、きっと異性の間にある好きではないわ」

「なんで、そう言いきれますの？」

「異性に対する愛は、ドキドキ、フワフワしていて、自分でもよくわからないものなの。エリザベス様、あなた、ユーイン・エインスワーズに、ドキドキしたことはあって？」

「そ、それは……」

　確かに、ユーインといてドキドキするようなことはなかった。ハラハラしたことは、あったような気がするが。

　先日、手を握られた時だって、驚いたものの冷静だったのだ。

「だったら、シルヴェスター様といる時には、ドキドキした？」

「……」

　確かに、シルヴェスターと一緒にいる時は何度もドキドキした。しかしそれは、彼がとんでもない行動を取るからであって、決して恋や愛に繫がるドキドキではない。エリザベスはオーレリアにそう断言する。

「そういうことにしておくわ。きっと今は、それどころではないでしょうし」

「ええ。まったく余計なことを考えられる状況ではありませんわ」

「ごめんなさいね、こんな話をして」

「いえ……」

「エリザベス様が、あまりにも迷える子羊のようだったから」

　それも、否定できない。シルヴェスターの存在は、いつの間にかエリザベスの中で大きくなっていたようだ。

「わたくしが子羊ならば、お兄様は羊飼いなのかしら？　それもなんだか、言いなりになっているようで、気に食わない気もしますけれど」

「いいえ、シルヴェスター様は羊飼いではなく、狡こう猾かつな狼おおかみよ」

「……」

「エリザベス様、食べられないように、注意しなきゃいけないわ」

　オーレリアの真剣な訴えに、エリザベスはムッとなる。

「わたくしが食べられるなんて、絶対にありえませんわ！」

「エリザベス様、その調子よ！」

　オーレリアのおかげで、エリザベスは再び強気を取り戻せたのだった。
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　オーレリアと話をしたことは、いい気分転てん換かんになった。

　エリザベスは侍女を呼び、着替えの支し度たくを命じる。

「赤紫の薄タ琥フ珀タのドレスに、この前購入したエマーユ細工の耳飾りと、シードルパールの首飾りの用意を。その他の小物はあなた達のセンスで」

　侍女達は笑顔で会え釈しやくし、散り散りになる。

　ドレスを準備し、小物を銀盆に並べる侍女達の表情は、生き生きとしていた。

　これらの仕事を、エリザベスは朝から奪ってしまったのだ。申し訳なく思う。

　乗馬用の茶色いドレスを脱ぎ、艶あでやかな生き地じで作られたドレスを纏まとう。

　背中にあるボタンを侍女が留とめるたびに、エリザベスの気持ちも引き締まっていくような気がした。

　途と中ちゆう化粧を施ほどこすため、ドレスに汚れ防止の布を被かぶせ、エリザベスの前髪を上げる。

　睫まつ毛げに沿って紫色の線を引き、瞼まぶたには淡あわい色を入れてぼかす。頰には薄紅をはたき、唇くちびるには真っ赤な紅を塗った。

　髪はおさげにして三つ編みにする。続いて、三つ編みをカチューシャのようにピンで留めた。

　最後に侍女が爪つめを磨みがき、手の甲にクリームを塗り込む。

　これで、不足なく調ととのった。

「エリザベスお嬢様、いかがでしょうか？」

「完璧ですわ」

　侍女達がうっとり見ているのがわかる。エリザベスは鏡の中を覗のぞき込み、自身を睨にらみつけた。

　エリザベス・オブライエンと同じ姿が映し出されている。だが、そこに重なる印象は、今の彼女ではなく、身代わりを決意した当初のエリザベスだ。

　あの頃は、完璧な身代わりをしようと必死だった。不安を、自らの気の強さで散らしていたのだ。

　今必要なのは、その時と同じ、何者にも負けないと思い込む強気だろう。再度腹を括くくり、覚かく悟ごを決めることができた。

　もう、大丈夫。いつも通りの自分だ。

　派手に着飾ることによって、エリザベスは自信を取り戻したのだ。

　これからどう動こうか。そんなことを考えている折に、一通の手紙が届けられる。

　差出人は、ユーイン・エインスワーズであった。開かい封ふうするとそこには、「三時間後に訪問します」と書かれてある。

　なんでも、コンラッド王子にシルヴェスターの容態を確認するよう頼まれたらしい。

　先日、シルヴェスターに会えなかったことを話したので、これから一緒に行こうと誘さそってくれたのだ。




　三時間後、ユーインがやってくる。エリザベスを見た途と端たん、目を見張った。

「どうかなさって？」

「いえ……。先日はいろいろありましたので、落ち込んでいるかと思ったんです。ですが、今日もいつも通りのエリザベス嬢で、安心しました」

　落ち込んでなどいられない。これからは一人でも、強気を押し通さなければならないのだから。

　エリザベスは挑いどむように、ユーインへと手を差し伸べる。エスコートの強要であった。

　ユーインは眼鏡めがねのブリッジを上げ、苦笑しながらエリザベスの手を取る。

　こうして、二人はシルヴェスターの入院する病院へと向かった。
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　この間は追い返されてしまったが、今日はどうなのか。

　馬車から降りてすぐ、エリザベスはキッと病院を睨み上げる。もしかしたら週刊誌や新聞社の記者もいるかもしれないと思っていたが、辺りは不気味なほど静かだった。

「ここに、シルヴェスターが入院しているのですね」

「ええ」

　病院の佇たたずまいから、内部の衛生状態は整っているのかと心配になる。

　中に入る前に、ユーインはエリザベスに問いかけた。

「エリザベス嬢。シルヴェスターの容態しだいでは、衝しよう撃げきを受けるかもしれません。その点は、大丈夫ですか？」

「……」

　もしかしたら、心身ともにボロボロの状態であるシルヴェスターを見るかもしれない。しかし、現実を受け入れることも大事だ。

　エリザベスは一度目を伏ふせたあと、まっすぐにユーインを見る。

「大丈夫ですわ。行きましょう」

　だが、病院のドアノブに触れようとする前に、扉とびらが開いた。

　目の前にいた人物を見て、絶句する。

　目の前の人物も同様に、絶句していた。

　二人の顔はまったく同じで、鏡写しのよう。エリザベスは、目の前にいる人物の名を呼ぶ。

「エリザベス・オブライエン！」

　彼女もまた、シルヴェスターの見舞いに来ていたようだ。互いの運のなさを、恨うらめしく思う。

　エリザベス・オブライエンはエリザベスを見るなりさっと手を上げ、「あなたのせいよ！」と叫んで頰を叩たたいた。

　パン！　と、小気味のいい音がする。

　エリザベスも文句を言う前に、エリザベス・オブライエンの頰を叩き返す。

「痛いった！　なんなの、あなたは！」

「あなたこそ、いつもいつも、いきなりなんですの？」

　エリザベス・オブライエンは目を伏せ、ぎゅっと唇を嚙かみしめる。いつもと、様子が違っていた。

　もしかしたら、シルヴェスターの悲ひ惨さんな容態を見てきたのかもしれない。

「シルヴェスター・オブライエンは、そんなに、重じゆう症しようなんですの？」

　問いかけると、キッと睨み返される。

「ええ、そうよ。あなたのせいで、お兄様は事故に遭ったの！　絶対に、許せない！」

「わたくしのせいとは、どういうことですの？」

「お兄様はあの日、あなたへの贈り物を買った帰りに、事故に遭ったのよ！」

　そう言ってエリザベスに投げつけられたのは、ぐしゃぐしゃになった小箱だった。中に入っていたのは、銀で作られた百ゆ合りの首飾りである。

　シルヴェスターは病院に担かつぎ込まれた時、うわ言のように、「これを、リリーへ」と言っていたという。

　エリザベスは百合の首飾りを握りしめ、顔を伏せる。

「お兄様は、二度と歩けない体になってしまったそうよ？」

「え？」

「あなたのせいで！」

　面会謝絶は続いているようで、シルヴェスター本人には会えなかったが、医師から話を聞いたという。

「絶対に、あなただけは許さないから！」

　激げき昂こうしたエリザベス・オブライエンは、エリザベスにさらなる攻撃を加えようと手を上げる。だが、それはユーインが制してくれた。

「エリザベス嬢、逃げてください！　ここは、私に任せて」

　ユーインはそう言ったが、エリザベスは足が竦すくんで動けなかった。

　エリザベスのせいで、シルヴェスターは事故に遭った。経けい緯いはどうであれ、もしも寄り道をしていなかったら、事故は起こらない可能性だって十分にあったのだ。

　エリザベス・オブライエンは大変な興奮状態にある。エリザベスを憎にくしみのこもった目で睨み、腕を振り上げて危害を加えようとしていた。

　ここを、離れるべきだ。わかっていた。わかっていたが、やはりこの場から去ることができなかった。

　こういう時、自分は無力な小娘であることをひしひしと痛感してしまう。

　それに、言いがかりとわかっていて、どうしてエリザベス・オブライエンに自分は悪くないと言い返せなかったのか。

　答えは明白だ。

　シルヴェスターのことがショックで、頭の中が真っ白になっていたのだ。

　動けず、言葉も出てこず。

　人形のようにその場に立ち尽くしているエリザベスだったが──突とつ如じよとして、手を摑つかんで走り出す者が現れた。

　ユーインはエリザベス・オブライエンを取とり押おさえている。

　だったら誰？

　エリザベスを摑むのはごつごつとした手。背がすらりと高い大人の男だ。

　帽子を深く被っているので髪色などはわからないが、その後ろ姿には見覚えがある。

　手を引かれて走る間、瞼まぶたがカッと熱くなるのを感じていた。

　この後ろ姿を、エリザベスは知っている。彼はいつも、エリザベスの前を歩いている男ひ性とだった。

　──どうしてここに？

　溢あふれた感情は、眦まなじりから雫しずくとなって零こぼれる。それは真しん珠じゆの形を成し、風と共に流れていった。

　人ひと気けのない路地裏へと入り、男はエリザベスの手を放す。

　帽子を脱ぎ、振り返った。エリザベスは、震ふるえる声で男の名を呼ぶ。

「シルヴェスター！」

　呼ばれた男は、蜂はち蜜みつのような笑みを浮かべる。いつも通りの胸やけしそうな甘さがあったが、今のエリザベスにはもっとも必要なものでもあった。

「リリー、やっと、私の名を呼んでくれたね」

「今までも、何度も、呼んでいましたわ」

「フルネームで他人行儀に呼ぶことだったら、何度もあったけれど？」

「あなたは、他人ですから」

　エリザベスはそう言いながら、たまらずシルヴェスターの懐ふところに飛び込み──胸を拳こぶしでどんと叩いた。

「うっ……！」

「あら、そんなに強くは叩いていませんわ」

「いや、抱きついてくれるのかと思って、油断していたから」

「そんなこと、するわけが──きゃっ！」

　だが今度は、シルヴェスターがエリザベスを抱きしめる。
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　渾こん身しんの一いち撃げきで、彼女の気持ちを汲くみ取とってくれたのだろう。

　エリザベスは抵てい抗こうできず、されるがままの状態である。というより、安心して脱だつ力りよくしてしまったのだ。

「リリー、泣かせてしまって、ごめん」

「な、泣いてなんか、いませんわ！」

　シルヴェスターは少しだけ体を離し、エリザベスの濡ぬれていた眦に指先でそっと触れた。

「だったらリリー、これは？」

　シルヴェスターの指先には、一粒の涙があった。

　そして、いつもの余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑顔を浮かべるシルヴェスターと目が合う。エリザベスは手で握って潰つぶし、証しよう拠こを隠いん滅めつする。

　その手に、シルヴェスターは自身の手を重ね、愛おしそうに自らの頰に寄せた。

　恥ずかしくなったエリザベスは、慌ててその手を引き抜いて話しかける。

「それはそうと、あなた、無事でしたのね」

「おかげさまでね」

「どこまでが、噓うそでしたの？」

「怪我についてだけだよ」

「でしたら、事故は本当でしたのね？」

「そうだね。まあこの通り、無傷だけれど」

　医師にも馬車の大たい破は具合から、どこも怪我をせずにすんだのは奇跡のようだと言われたらしい。

「正確には、接触した時点で馬車から飛び出したんだ。窓から、変な動きをする馬車の接近が見えていたからね」

「そう、でしたの」

　ちなみに、馬車を操る御ぎよ者しやは骨折などの怪我を負ったものの、幸いにも後こう遺い症しようの残るものではないようだ。

「病院に運び込まれた重傷者というのは、実は彼のことだよ」

　オブライエン公爵家の継けい承しよう問題で命を狙ねらわれたのだと、シルヴェスターもわかっていたようだ。今回の事態を重く受け止め、これ以上被害を出さないためにも、シルヴェスターが大怪我を負い再起不能であるという情報をあえて流したらしい。

「どうして、わたくしにも言ってくださらなかったの？」

「すまない。周囲の反応を見て、犯人捜さがしをしていたんだ」

「それで、犯人の目星がついたと？」

「だいたいは」

　エリザベスはシルヴェスターから離れ、じっと顔を見上げる。顔色はよく、元気そうだった。心から、ホッとする。

「オブライエン公爵家には、あなたが必要ですのよ」

「君には、私が必要？」

「わたくしは──」

　答える前に、シルヴェスターはエリザベスの頰に触れる。

「リリー」

　甘い声で愛あい称しようを呼び、顔を近づけてきたが──エリザベスはシルヴェスターの頰を思いっきり叩いた。

「痛った……」

「なんですの？」

「いや、いけるかなと思って」

「誰が、キスをしてもいいと言いましたか？」

「そういえば、リリーへのキスは許可制だったね」

　シルヴェスターの頰にはエリザベスの手形がきっちりと残っている。少々、強く叩き過ぎたかもしれない。

「だったらリリー、君の唇に、キ──」

「お断りいたしますわ」

「まだ、言いきっていないのに」

　シルヴェスターはがっくりと項垂うなだれる。

「それはそうと、リズがここに来ているとはね。タイミングよくリリーを助けられてよかったよ。驚かせてしまったけれど、大丈夫だった？」

「ええ、まあ……」

　シルヴェスターが二度と歩けない体になってしまったと聞き、衝撃で体が竦んで動けなかったなどと言えるわけがない。

「ああ、そうだ。ユーインを助けなければ」

「そうですわね」

「リズは、君がいなくなったことだし、おそらくもう撤てつ退たいしたと思うけれど」

「だったらいいのですけれど」

　シルヴェスターとエリザベスは、もとの場所に戻る。病院の前には、ユーインが一人佇たたずんでいた。

「ユーイン！」

「エリザベス嬢、よかった」

「ユーイン、先ほどはすまなかったね」

「……ええ。本当に」

　シルヴェスターはエリザベスを連れ出す直前、一いつ瞬しゆんユーインに目配せをしていたのだ。

「私より先に、エリザベス・オブライエンに気付かれなくてよかったですね」

「君のおかげだよ」

　ユーインはエリザベス・オブライエンにシルヴェスターの姿が見えないよう、もみ合いになりながらも隠してくれていたようだ。

「シルヴェスター。一人で動くなら、誰かに連れん絡らくしておくべきです。皆、どれだけあなたの心配をしたか」

「すまなかった。続きは、家で話そう」

　こうして、証拠を摑んだらしいシルヴェスターを連れて、オブライエン公爵家に戻ることになった。
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　馬車の中で、三人はここ数日あったことを報告し合った。

　エリザベス達が本当に双子だったこと、セリーヌが母親だったこと、オブライエン公爵との関係など。

「なるほど。義ち父ち上うえはブライトン伯はく爵しやく夫ふ人じんに、もてあそばれていたと」

「シルヴェスター、その言い方はどうかと思います」

　ユーインが指摘するが、それ以外に相応ふさわしい表現はないように思える。

　もう一件は事件の黒幕について。シルヴェスターもそれについては調査を詰めていたらしく、あとは疑わしい人物がどの組織に所属しているかで絞しぼれると話す。

　一方で、ユーインはデイモンについてはまだ話しあぐねている様子だった。

「義父上の部屋にある資料を調べたいんだけど、どう言い訳しよう」

「そういえば、オブライエン公爵が行方不明だという情報はご存じ？」

「行方不明、だって？」

「ええ。馬車ごと忽こつ然ぜんと消えてしまったと」

「私達は、枢すう密みつ院いんのメンバーの誰かの仕業ではないかと見ていまして」

　ユーインは枢密院の名めい簿ぼからピックアップした怪しい人物と、事情を知りそうな者の名を書いた紙をシルヴェスターに手渡す。

「これは──」

　シルヴェスターは瞠どう目もくし、紙面に書かれた者の名を視線でなぞるように読んでいる。

「私が欲しかった資料はこれだ。しかし、いったいどこでこれを？」

　枢密院に所属する者の名は一般には公開されておらず、情報は厳重に保管されている。

　オブライエン公爵も、名簿は金庫にしまっていたようだ。

「まさかユーイン、エインスワーズ家に忍び込んだのか？」

「一番に疑うのは私ですか」

「だったら──うちにあったものか？　もしかして、レントンか？」

「レントンを怒らないでいただける？　あなたも、オブライエン公爵もいなくなって、困り果てていましたの」

「そう、だね。なるほど、あのレントンが……」

　シルヴェスター曰いわくレントンは実に理想的な執しつ事じで、主人の望むことしかしないという。

「つまり、レントンは君を主人として認めたわけだ」

「それはどうだか。でも、おかげさまで助かりましたわ」

　彼のしたことに関しては、懸け念ねんがある。

「オブライエン公爵が戻られたら、レントンの叱しつ責せきは免まぬがれないかと」

「大丈夫。その心配はいらない」

　それよりもと、シルヴェスターは人名が書かれた紙片に視線を落とす。

「この情報で、疑わしい人物が一人に絞られてしまった」

「それは、誰なんです？」

　ユーインの問いに、シルヴェスターの表情が険しくなる。

　紙を広げ、一人の男の名を指差した。

　──デイモン・エインスワーズ。

　それは、ユーインの兄の名前であった。
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　一時間後──ようやく、オブライエン公爵家に到着する。他よ所その邸やしきで舞ぶ踏とう会かいが開かい催さいされるようで、道が混んでいたのだ。

　シルヴェスターの帰宅を、レントンは大いに喜んでくれた。

「ああ、若様！　よく、ご無事で」

「レントン、心配かけたね」

「とんでもないことでございます。喜ばしいことに、旦だん那な様も先ほどお帰りになりまして」

　怪我もなく、ぴんぴんしているらしい。

「レントン、義父上にいったい何が？」

「その件は、旦那様が直接話されるそうです」

「そうか」

　シルヴェスターはエリザベスを振り返る。

「リリー、義父上に、君の身代わりの件をすべて話そう」

「え？」

「これだけ大きくなってしまった事件を、私達だけで解決するのは難しい。それに、ブライトン伯爵夫人のことについても、白黒はっきりさせよう」

　シルヴェスターの言葉に、エリザベスはコクンと頷いた。

　席を外そうとユーインが立ち上がったので、シルヴェスターは引き留める。

「ユーインもここにいてくれ」

「ですが──」

「わたくしからも、お願い」

　二人から懇こん願がんされ、ユーインも同席することになった。

　そして、エリザベスは久しぶりにオブライエン公爵と再会を果たす。

「義父上、ただいま戻りました。ご無事で何よりです」

「互いにな」

　シルヴェスターとオブライエン公爵の会話は、親子のようには聞こえない。血の繫がりがないので、無理もないが。

　オブライエン公爵は、ユーインに目を向ける。

「ユーイン・エインスワーズか」

「ご無ぶ沙さ汰たしております」

　席につく前に、シルヴェスターは改めて公爵にエリザベスを紹しよう介かいする。

「義父上、まず、彼女の紹介をさせていただけますか？」

「お前は、何を言っているのだ？」

「ここにいるのは、妹のリズではありません」

　シルヴェスターの言葉にオブライエン公爵はハッとなり、立ち上がる。

「彼女の名は、エリザベス・マギニス。彼女には、リズの身代わりを務めてもらっていました」

　オブライエン公爵は目を見開き、じっとエリザベスを凝ぎよう視しする。

「彼女も、父上の娘ですよ。知らないわけではないでしょう？」

　シルヴェスターの問いかけに、オブライエン公爵は苦虫を嚙み潰したような表情で睨み返す。

「なぜ、この娘がここに？」

「ブライトン伯爵夫人のもとで、花嫁修業をしていたそうです。ご存じでしょう？　セリーヌ・ブライトンのことは」

　怖いもの知らずなシルヴェスターは、どんどん公爵に切り込んでいく。

　一方、オブライエン公爵の顔つきは険しくなるばかりだ。

「いつから、二人は入れ替わっていたのだ？」

「ユーインとの婚約パーティーからですね」

　オブライエン公爵は額を押さえ、長椅子に脱力するかのように座った。

「前に一度会った時に、様子がおかしいと思ったんだ。しかし、レントンが思春期の娘はあんなものだと」

　オブライエン公爵はハッとなって、レントンを見る。

「まさか、お前も知っていたのか？」

「僭せん越えつながら」

「私がレントンに口止めしたのです」

「それで、当のエリザベスはどこに行ったのだ？　なぜ、婚約パーティーに出席しなかった？」

「すべて話しますが、腰を抜かさないでくださいね」

　こうして、シルヴェスターはこれまでの経緯を打ち明ける。

　里親のもとから戻ってきたエリザベス・オブライエンは、心に深い傷を負っていたこと。シルヴェスターはなるべく優しく接したが、それが思わぬ事態を巻き起こしてしまったこと。

　エリザベス・オブライエンの、シルヴェスターに対する普通ではない愛に話が及ぶと、オブライエン公爵の眉間の皺しわは深くなった。あまりにも顔を顰しかめ過ぎて、最終的には眉まゆと眉がくっつきそうになるほどだ。

「なぜ、迫せまられていたとすぐに言わなかった？　わかっていたら、対処したのに」

「この程度の問題で、忙しい義父上のお手を煩わずらわせてしまうのもどうかと思いましてね」

　シルヴェスターは、エリザベス・オブライエンのことを初めは妹として可愛がっていた。だが、しだいに異性として見られていると感じるようになり、距離を取るようになった。その時点で、完全に突き放すことができなかったのは、シルヴェスターの中に保身があったからだ。

「あの頃の私には、この公爵家しか、身を置く場所がなかったので」

　だからこそ、数多あまたの男と浮うき名なを流し続けるエリザベス・オブライエンのフォローを続けた。公爵家にとって醜しゆう聞ぶんの種となる身代わりも、家の名誉のためにそうするしかなかったのだと語る。

「今は、後こう悔かいしています。関係のない、もう一人のエリザベスを巻き込んでしまった」

　オブライエン公爵はエリザベスのほうを見る。視線が交わったが、エリザベスはすぐに逸そらしてしまった。

　こんな形で自分の本当の父親と対面することになるとは……。

「エリザベス、君の母親については、聞いたか？」

「昨日、叔お母ば……ブライトン伯爵夫人が、ここに」

　誰かからオブライエン公爵が行方不明だという噂うわさを聞きつけ、今しかないとやってきてくれたのだ。

「ブライトン伯爵夫人は、契約を守って、昨日までエリザベス・オブライエンとは一度も会っていなかったそうです」

「そうか」

　それっきり、オブライエン公爵は黙だまり込む。エリザベスも複雑な感情が渦うず巻まいていたが、何も言えなかった。

「エリザベス」

　オブライエン公爵に名前を呼ばれ、息を吞のむ。

　顰しかめ面つらのままエリザベスを見ながら、公爵は深々と頭を下げた。

「今まで、すまなかった。二人共引き取って、娘として傍そばに置きたかったのだが、ブライトン家との契約で、引き取れるのは一人だけと決まっていたんだ。それに、当時の私には、精神的に余裕がなく……」

　謝罪するオブライエン公爵を前に、エリザベスはさらに気まずくなる。

　何か返さなければと思い、とっさに出てきたのは「わたくしは、別に」というどこか謝罪を突っぱねるような言葉だった。オブライエン公爵は物もの憂うげに、顔を伏せる。

「オブライエン公爵家の事情は、ブライトン伯爵夫人から聞きましたから」

　その言葉に、オブライエン公爵は表情を硬かたくする。顔を上げ、エリザベスに問うような視線を向けた。聞きたいことはそれとなくわかるのだが、なぜか責められているように感じて言葉が出てこない。

「リリー、聞きたいことがあるなら、今のうちに聞いておいたほうがいい」

　シルヴェスターに促うながされ、ふと思い出す。

　一つだけ、疑問があったのだ。エリザベスは居住まいを正し、オブライエン公爵を見ながら問いかけた。

「娘として傍に置きたかったとおっしゃいますが、なぜ、引き取ったエリザベス・オブライエンを里子に出されたのですか？　随ずい分ぶんと、自分勝手ではなくって？」

　オブライエン公爵は複雑そうな表情を浮かべつつも、静かに語り始める。

「引き取ったエリザベスは、間違いなくセリーヌと私の子だ。しかし──」

　乳児であったエリザベス・オブライエンは、母親を求めて朝も昼も夜も泣きじゃくる。

　乳う母ばがあやしても、泣きやまなかった。

　産みの親であるセリーヌはいない。いくら傍に呼びたくても、許されない相手なのだ。

　そのうち泣き声を聞くことが辛つらくなり、限界が訪れたオブライエン公爵は、エリザベス・オブライエンを里子に出してしまった。

「まさか、里子に出した先で、大変な目に遭っていたとは知らずに……。私は、自分だけが辛いと思い込んで、娘のことを思いやれなかったのだ」

　頭を抱えるオブライエン公爵に、エリザベスは怒りを覚える。里子に出さずに、きちんと愛情を注いでいたら、エリザベス・オブライエンは不幸にならなかったのだ。

「あなたのせいで──」

　文句がいくつも浮かんだが、オブライエン公爵もセリーヌの復ふく讐しゆうに利用されただけなのだ。詰なじる言葉がどれも正しいものとは思えず、唇を嚙みしめる。

　代わりに、シルヴェスターがオブライエン公爵へ鋭い視線を向けながら言葉をぶつけた。

「結局大人達は、自分のことしか考えていなかったというわけですね。私への爵しやく位い継承を考えておられるのも寝耳に水で、まったくの迷めい惑わくでした。おかげで命まで狙われてしまった」

「それは、お前のことを思って──」

「私は、爵位が欲しいとは、一言も言っていません」

「だが、オブライエン家を任せられる男はお前だけだ」

　それでも、シルヴェスターは首を横に振って、不快感を露あらわにする。

「なぜ、そこまで嫌いやがる？」

「地位、財産、名声。すべてを手にしている義父上が、まったく幸せそうに見えないものですから」

「それは……」

　オブライエン公爵は険しい表情を浮かべながらも押し黙る。

「しかし、話はもう、陛へい下かまで届いている。今さら、どうにもできまい」

「そのようですね。仕方がないので、本当にありがとうございました、とだけあえて言わせていただきます」

　オブライエン公爵はシルヴェスターのつっけんどんな物言いに言い返さず、深い溜息を落とす。

　ピリピリした雰ふん囲い気きになってしまった。そんな中で、エリザベスが一言物申す。

「余計なお世話かもしれませんが、オブライエン公爵、一言よろしいですか？」

「なんだ？」

　エリザベス・オブライエン同様、オブライエン公爵も気付いていないことがあるのだ。

「考えや思いは、言わずとも相手に伝わると思ってらっしゃるなら、それはまったくの幻げん想そうです」

「……」

「シルヴェスター・オブライエンに公爵位を継承させたいと思った理由をおっしゃってください」

　オブライエン公爵の眉間の皺がさらに深まる。一方のシルヴェスターは、どこかなげやりな様子で言葉を返す。

「リリー。それはどうせ、爵位を国に返す手続きが面めん倒どうだとか、エインスワーズ家に渡すのが惜おしくなったとか、そんな理由だ。聞くまでもない」

「それは、違う！」

　オブライエン公爵は、シルヴェスターの言葉を強く否定した。

「ずっと、私はお前を、公爵家の顧こ問もんにするつもりで育ててきた。それこそ、公爵の座に納まってもおかしくないくらいの教養を授さずけたつもりだ」

　それだけではなく、オブライエン公爵はシルヴェスターに武芸も習わせた。それは、将来の道は一つではないと示すためである。

　シルヴェスターは優秀な子どもで、何を教えてもオブライエン公爵の期待に応えてくれた。

「ある日ふと、気付いたのだ。オブライエン公爵家に、お前の存在はなくてはならないものとなっている。ならば、公爵位を渡してもいいのではないかと」

　オブライエン公爵はまず、コンラッド王子に相談し同意を得た。その後、国王に相談しつつ、枢密院の議題に挙げた。

「連れ子に爵位を継承させるなど過去にない例だったが、誰からも反対はされなかった。それだけ、周囲はお前の振る舞いや、仕事ぶりを認めていたのだろう。私は、しだいに誇ほこらしく思えるようになった。娘を育てることには失敗してしまったが、息むす子こは立派になった、と」

　オブライエン公爵はシルヴェスターを認めたからこそ、爵位を継承させようと思っていたようだ。

　シルヴェスターは目を見張り、驚いているようだった。オブライエン公爵からここまで評価されているとは、夢にも思っていなかったのだろう。

「公爵位を与えようとしたせいで、大変な事態に巻き込んでしまったことを、申し訳なく思う。謝っても、謝りきれないだろう。しかし、今となってはこの公爵家を継つげる者は、シルヴェスター、お前しかいないのだ。お前はその地位に相応しい」

　シルヴェスターは膝ひざの上で、拳をぎゅっと握る。顔を伏せ、掠かすれた声で言葉を返す。

「義父上……そんなの、言ってくれなければ、わからないですよ」

「無責任に、爵位を渡すわけがないだろう」

「そう、でしたね」

「私のほうこそ、面倒事を押しつけるつもりで爵位を渡したと思われるとは、心外だった」

「すみません、勘違いをしていました」

　それは、お互い様である。長い間、相手を理解しているつもりだったのだ。

「リリーの言う通り、想いは口に出さなければ、伝わらないものですね」

　今まで刺とげ々とげしかったシルヴェスターの声こわ色いろが、少しだけ和やわらぐ。オブライエン公爵の眉間の皺も、なくなっていた。

　誤解が解けたところで、そろそろ本題に移らなければならない。

　オブライエン公爵家を狙う、一連の事件についてだ。

「それで、義父上はいったいどこにいたのですか？」

「……」

　オブライエン公爵は顔を顰め、舌打ちする。事の経緯を、恨みがましく語り始めた。

「お前が事故に遭ったと聞いて、急ぎ帰宅する途中、突然馬車が邸とは別の方向に進みだしたのだ」

　御者が入れ替わっていたらしい。馬車の中でいくら叫んでも状況は好転せず、みるみるうちに見知らぬ路地へと入っていく。馬車一台がギリギリ通れる狭せまい街かい道どうに出たあとは、一度も止まることなく走り続けた。

「辿たどり着いた先は、港町のようだった」

　紛まがうかたなき誘ゆう拐かいであったが、オブライエン公爵は大人しく捕まるようなか弱さは持ち合わせていなかった。

「馬車の扉が開いた瞬間、迷わず銃の引き金を引いた」

「……」

「……」

「……」

　まさかの展開に、話を聞いていた一同は絶句する。

「もちろん、脅おどすことが目的だったから、当ててはいない」

　相手がナイフを持っているとわかるや否いなや、オブライエン公爵は仕込みナイフがある杖つえで斬きりかかったという。

「幸い、誘拐犯は一人だったから、応戦することができた」

　その後、拘こう束そくに成功し、騎士隊の詰つめ所しよに連行して身み柄がらを引き渡した。

　事情聴ちよう取しゆを行ったあと、騎士隊の馬車で王都に戻り、王宮で事の次第を報告して今に至る。オブライエン公爵も、シルヴェスター同様に悲惨な目に遭っていたようだ。

「まったく、老体に鞭むち打うつような酷いことをしてくれる」

「しかし、相手もそこまで義父上が抵抗を見せるとは思わなかったでしょう」

　文武両道の教えはオブライエン公爵家に受け継がれているもので、彼自身も武芸の心得があったのだ。

「それで、シルヴェスター。お前も調査をしていたのだろう？　犯人の尻しつ尾ぽは摑んだのか？」

「確かな証拠があるわけではありませんが、疑わしい者が一名」

「誰だ？」

「それは……」

「はっきりしろ」

　オブライエン公爵の言葉に答えたのは、シルヴェスターではなく、ユーインだった。

「私の兄、デイモン・エインスワーズです」

「やはり、そうであったか」

　オブライエン公爵もまた、デイモン・エインスワーズが疑わしいと思っていたようだ。

「誘拐犯をナイフで脅したが、大金を積まれているのか吐かなかった。しかし、試しに疑わしい人物の名を数名挙げたところ、デイモン・エインスワーズの時だけ目が泳いだのだ」

　外交官であるオブライエン公爵は、犯人の機き微びを見み逃のがさなかった。

「なぜ、兄がこんなことをしたのか……。理由は、まだわかりません」

　ユーインの言葉に、オブライエン公爵はふんと鼻を鳴らす。

「私の判断は間違っていなかったようだ」

「義父上、どういうことですか？」

「ヤツは、野心家だった。金や権力にも溺おぼれるタイプだろう。だから、早いうちに継承権から外していたのだ」

　もしや、それが事件のきっかけを作ったのでは？　エリザベスはそう思ったが、口にせずに黙っておいた。

「一刻も早く、兄に話を聞かないと。……シルヴェスター、このあと、エインスワーズ家に来てもらえますか？」

「もちろん、構わない」

「ありがとうございます。正直、兄が素す直なおに話すとも思えないのですが……」

「わたくしも参りますわ」

　もしも、デイモン・エインスワーズが犯人だとしたら、一発叩かないと気が済まない。そう思って名乗り出た。

「リリー、君は家にいたほうがいい」

「そうです。何があるか、わかりませんから」

　この反応は想像できていた。しかし、どうしても同行したいので、二人が断れないような頼み方をしてみる。

「何があっても、あなた達がわたくしを守ってくれるでしょう？」

　二人の男は目を丸くしたあと、シルヴェスターは口元を手で覆おおい、ユーインは眼鏡のブリッジを指先で押し上げた。

「……」

「……」

「一生のお願いです」

「まあ、リリーがそこまで言うのならば」

「そうですね」

　エリザベスの「お願い」の効果は──抜ばつ群ぐんだった。

　なんとなく、シルヴェスターとユーインの扱い方がわかってきたエリザベスである。
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　その後、三人でエインスワーズ家に向かう。

　シルヴェスターは事故に遭ったという設定なので、車くるま椅い子すで移動している。

　エインスワーズ家へは先触れなしの訪問だったので、出迎えた執事は良い顔をしなかったが、ユーインがなんとか説とき伏ふせ、面会を取りつけた。従じゆう僕ぼくの案内で客間へと向かう途中、エリザベスに気付いた執事が目を見張った。

「あなたは──!?」

「何か？」

「いえ、もう、いらっしゃらないとおっしゃっていたので」

　エリザベスはエインスワーズ家の執事と面識はない。ということは、エリザベス・オブライエンだと思っているのだろう。

　ピンときたエリザベスは、執事に探さぐりを入れてみる。

「そんなこと言ったかしら？」

　エリザベス・オブライエンの言動を思い出しながら、ふてぶてしく言ってみた。

　すると、執事は身を屈かがめ、耳打ちする。

「もう、あなたへの支援は打ち切ると、旦那様ははっきりおっしゃっていました」

「ふうん」

　思いがけない情報を得ることができた。デイモン・エインスワーズと、エリザベス・オブライエンは協力関係にあったようだ。

「──リズ、どうしたんだい？」

「今行きますわ、お兄様」

　執事から皆客間で待つように言われる。歓かん迎げいされていないからか、茶すら運ばれてこない。

　そんな中で、エリザベスはシルヴェスターに手帳を貸すように言った。

　誰が盗み聞きしているかわからないから大事なことは筆記で、と手帳に書き、エリザベスはシルヴェスターとユーインに見せる。

　それから手帳に、先ほど聞き出した執事との会話を書き込んで無言でシルヴェスターに返した。

　シルヴェスターは顔色を変えずに読み、そのままユーインに手渡す。

　ユーインは驚きを滲にじませていた。そのあと何かを書き込み、シルヴェスターのほうへと突き出した。

「なるほど」

　そうやって、手帳はエリザベスのもとへ戻ってきた。そこには──エリザベス・オブライエンのふりをして情報を探るべし、と書かれていた。

「リズ、いいね？」

　エリザベスはコクリと頷いた。

　それから三十分も待たせて、デイモンがやってくる。ユーインをさらに神経質にしたような、細身の中年男性であった。

「まったく、何をしに来たのか」

「忙しいところ、突然訪問して悪かったね」

「わかっているなら、早く用件を言ってくれ」

　デイモンは腰かけた瞬間、目の前のエリザベスを見て僅わずかに目を見開く。

「お前は──」

「ごきげんよう、デイモン・エインスワーズ」

　デイモンはエリザベスから目を逸らすだけという、なんとも微び妙みような反応をしてくれる。動どう揺ようが顔に出ているようには見えなかった。

　すぐさま、デイモンの視線はユーインに向けられる。

「ユーイン、お前がこの家に足を踏ふみ入いれることを、許したつもりはないが？」

「緊きん急きゆう事態ですので。彼女に関しての」

　再度、デイモンの視線はエリザベスに移った。

「さてと、何から話せばいいのか。リズが、ここで個人的にお世話になっていたようで」

「なんのことだ」

「言い方を変えますね。何度か、リズがこちらを訪問していたようで」

「知らん」

　だが、執事はエリザベスの訪問を示し唆さすることを囁ささやいた。デイモンは堂々と噓を吐ついている。

「まあ、この件はいったん置いておいて」

　シルヴェスターはふっと余裕ありげに微笑ほほえむと、自らが探した証拠をテーブルに広げた。

「エインスワーズ卿きよう。少し、見ていただきたい書類があるのですが、これらの人物に、覚えがありますよね？」

　それは、エリザベスを誘拐した実行犯の似顔絵であった。かなり精せい巧こうに描かれている。

　どうやら、シルヴェスターは犯人に面会し、事情聴取をしたようだ。

「いかがです？」

「……」

　揺さぶってみたものの、デイモンの表情は変わらない。

「こちらの方々は、エインスワーズ卿の顔を知っていたようで」

「何かの間違いだろう」

　きっぱりと言いきった。他にも、事故に遭った同型の馬車のパンフレットや、エリザベスが誘拐された小屋の絵などを見せたが、反応はイマイチ。

　エリザベスも何か揺さぶりをかけたいと思うが、ヘタをすると身代わりがバレてしまう。シルヴェスターの指示がない限り、黙っておくしかない。

　続けて、シルヴェスターは脅きよう迫はく状じようを送ったのもデイモンではないかと問い詰める。すると、逆げき鱗りんに触れてしまったようで、デイモンは怒鳴り散らした。

「私を疑うとは、不快だ！　もう、帰ってくれ！」

　シルヴェスターは深追いせず、その言葉に従うようだ。ユーインも、頷く。

　エリザベスもシルヴェスターに腕を引かれて立ち上がった。

「リズ、行くよ」

「ええ……」

　一度だけ、デイモンを振り返る。すると、彼は憎ぞう悪おに満ちた目を向けていた。

　エリザベスの肌は粟立ち、寒気さえ覚えた。

　ただ容疑をかけられただけでは、あのような表情にはならないだろう。

　いったい、オブライエン公爵家との間に何があったのか。

　一度、探りを入れてみようか。

　ユーインとシルヴェスターが先に部屋を出たため、部屋はエリザベスとデイモンの二人きりとなる。

　エリザベスは一旦顔を伏せ、エリザベス・オブライエンを思い浮かべる。

　生意気で、自分勝手で、自信過か剰じよう。そんな彼女の仮面をつけて話しかけた。

「いつまで、逃にげきれるのかしら？」

「！」

　その言葉に、デイモンはさらなる憎しみに満ちた視線を向けてくる。

　言葉を得ずとも、わかった。二人はやはり、協力関係にあったのだ。

「リズ、何をしているんだ。帰るよ」

「……はい、お兄様」

　この日は、デイモン・エインスワーズとエリザベス・オブライエンが協力関係にあったことを一番の収しゆう穫かくとし、引き下がった。




　シルヴェスターは珍しく苛立っている様子だった。

「まったく、あそこまでしらばっくれるとはね」

　ユーインは膝の上に拳を作り、力強く握っているように見える。エリザベスは顔を伏せ、唇を嚙みしめていた。

「しかし、リズとエインスワーズ卿が協力関係にあったことは、大きな収穫だ」

　エインスワーズ家の執事のうっかりに、感謝しなくてはならない。

「あの頑がん固こ者ものからどうやって情報を引き出せばいいのか……」

　シルヴェスターの呟つぶやきを最後に、会話が途切れる。沈ちん黙もくを破ったのは、ユーインだった。

「シルヴェスター、エリザベス嬢、その、すみませんでした」

「なぜ、あなたが謝りますの？」

「そうだ。ユーインは何も悪くない」

「しかし……」

「悪いのは、デイモン・エインスワーズですわ」

　兄の罪は弟の罪ではない。しかし、ユーインの中ではそうもいかないらしい。苦しげな表情のまま、黙り込んでいる。

「これ以上、私達にできることはもうない。あとは……」

　証拠品を提出し、調査が行われたのちにデイモンが逮たい捕ほされるのを待つばかりであった。

　エリザベスは心が落ち着かず、自らの肩を抱いた。

「リリー、どうしたんだい？」

「なんだか、恐ろしいことが起きそうで……」

「大丈夫だ。今度こそ、君のことは守るから」

　シルヴェスターがそう言えば、エリザベスの心の中の不安は不思議と薄らぐのだった。
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　監視状態にあるエリザベス・オブライエンが何か行動を起こすかもしれない。そんな期待があったが、ここ数日間は特に行動は起こさず。

　あっさりと一週間が経過したが、現状は変わらない。

　犯人の目め処どがついたことによりシルヴェスターは退院して自宅療りよう養ようということになったが、職場からは大量の仕事が届いていた。コンラッド王子には、きちんと事情を話したのだ。

「まったく、容よう赦しやないよ」

　そう言いながらも任された仕事をきっちり片付けていくシルヴェスターに、エリザベスは紅茶を淹いれる。

「……やっぱり、リリーの淹れた紅茶が、世界一美お味いしいな」

「おだてることがお上手で」

「本心だよ」

　空いたカップを受け取ろうと差し出した手をシルヴェスターが摑む。

「リリー、この先もずっと、私のもとにいる気はないかい？　例えば、文官の仕事を手伝うとか」

「なんですって？」

「君はマギニス家に帰らず、社会進出すべきだ」

「わたくしが、社会進出？」

「そうだ」

　女性も家にいるばかりではなく、能力のある者はどんどん社会に出るといい。シルヴェスターはそんなことを、まるで現実味があるように話す。

「無理ですわ」

「無理じゃない。現に、コンラッド王子はリリーの働きに満足していたじゃないか」

「でも、本当のわたくしは、マギニス家のエリザベス。一地方の牧場主の娘ですわ」

「そうだけど、リリーの能力は、牧場経営では宝の持もち腐ぐされだと私は考えている」

「……」

　確かに、田舎いなかでは新しいやり方は否定されるし、妻となる女性は内ない助じよの功こうに努めなければならない。

　このまま帰っても、自分らしさを発揮できない息苦しい生活が待っているだけだ。

　それに、エリザベスは都会の華やかな暮らしを知ってしまった。田舎に帰ったら、物足りなさを感じてしまうに違いない。

「私なら、君を支援できる」

　──本当に、そんなことが許されるのだろうか。女性が出しゃばるなと言ってくる者もいるだろう。いまだ、この世は男社会なのだ。

「もしも君を悪く言う者がいたら、徹てつ底てい的てきに排はい除じよしよう」

　──だとしたら、とても心強い。社交界でシルヴェスターに口で勝てる者はいないだろう。

「どうか、考えてくれないだろうか？」

　ここで、エリザベスの思考がプツリと途切れる。

　シルヴェスターは摑んでいたエリザベスの指先を、そっと口元に持っていったのだ。

　キスは禁止しているので、形だけのものである。

　しかし、その行為が逆にエリザベスの心を落ち着かせない状態にさせた。

　シルヴェスターの唇が届くか届かないかの位置で止まると、思わず身が竦んでしまう。

　ドキドキして、居い心ごこ地ちが悪い。

　社会進出の話は正直嬉しかった。エリザベスの能力を評価してくれた上での話だったからだ。

　普段から甘い顔をしているシルヴェスターだが、仕事に関しては厳しい。そんな彼からの誘いだったので、よりいっそう嬉しく思ってしまった。

「君の前で床ゆかに膝を突いて願ったら、頷いてくれるのかな？」

「あなたはまた、そうやって簡単に──」

　ふいに、過去のシルヴェスターの数々の行為が甦よみがえる。

「リリー、どうかな？」

　簡単に膝を突く一連の動作をわざとやっているのではないのかと疑い、エリザベスは一瞬にして冷静になった。シルヴェスターをキッと睨む。さすれば、甘い笑みを返された。その笑みの下にある感情は、窺うかがいしれない。

　わかることといえば、相手が何倍も何十倍も上うわ手てだということ。

　今までの言葉のすべては、悪あく魔まの囁きである。話に乗ってはいけない。きっと、待ち構えているのは苦しみばかりだ。

　身代わりの契約だってそうだった。この悪魔シルヴエスターのせいで、とんでもない目に遭ったのだ。

　エリザベスはさっと手を引き抜き、シルヴェスターの誘いを拒否する。

「お断りいたします」

「どうして？」

「わたくしは、マギニス家のエリザベスだから」

「でも、オブライエン家のエリザベスでもある。父上はきっと、君のことを公爵令れい嬢じようとして世間に公表するだろう。そうすれば、働きやすくもなる」

「いいえ、結構。わたくしは、この仕事が終わったら、実家に帰らせていただきます」

「リリー！」

　立ち去ろうとしたら、シルヴェスターが縋すがるようにエリザベスを背中から抱きしめた。

「な、何を──!?」

　シルヴェスターはエリザベスにしっかり聞こえるよう、耳元で囁く。




「リリー、君を愛している……」




　これまでにない、本気の告白であった。エリザベスの頰は、瞬またたく間まに熱を帯びる。

　それは、ティースプーン一杯の蜂蜜を口に含んだような、耐たえがたい甘さだった。

　今のエリザベスには、猛もう毒どくのように思える。

　この先もずっと、私のもとにいる気はないかという言葉は、愛の告白だったのだろう。だが、エリザベスが取り合わなかったので、ストレートに伝えることにしたようだ。

　愛情の懇こん願がんという意味がある手のひらへのキスも、意味をわかっていてしたのだ。エリザベスは、今この瞬間にそう確信する。

　だが、そんな熱ねつ烈れつな想いを受けて湧わき上がる想いは、ときめきではなく、嬉しさでもなく──怒りだった。

　シルヴェスターを睨み上げ、思いの丈たけをぶつける。

「あなたは、悪魔のようですわ。わたくしの決意を、何度も揺さぶる」

「リリーのことは何があっても絶対に守るし、不自由はさせない。だから──」

「あなたが何をおっしゃっても、わたくしには悪魔の囁きにしか聞こえません」

　そう言って、拘束から逃のがれた。その上、シルヴェスターに向かって、咎とがめるような視線を投げつける。

　シルヴェスターは突然、ふっと淡く微笑む。あまりの美しさに見とれてしまいそうになるが、それは自らを笑っているような自じ虐ぎやく的てきなものにも見えた。

「悪魔、ね。君が私をそうさせるんだよ。責任を取ってもらわないと」

「そういう言い方は、卑ひ怯きようですわ」

「卑怯だって？　私は今まで、君のためならなんだってしてきたのに、何も返してくれないリリーのほうが、よほど卑怯だと思うけれど」

「な、何を……！」

　シルヴェスターの主張などまともにとりあっていられない。エリザベスは踵きびすを返かえして部屋を出た。

　早足で私室へと戻り、そのまま寝台へ身をうずめる。

　先ほどから、ドキン、ドキンと胸の高まりが収まらない。

　こういう状態は、まったく面白くない。

　シルヴェスターは、いつだってエリザベスの心をぐちゃぐちゃにかき乱す。

　ユーインはこんな酷いことしないのに。

　そんなことを考えながら、エリザベスはしばし物思いにふけった。
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　半月が経過する。いまだ、デイモン・エインスワーズが犯人である証拠は見つかっていなかった。

　ユーインとシルヴェスター、エリザベスの三人は集まって、近況を報告し合う。

「私は……紳しん士しクラブやサロンに行って情報収集をしていますが、ぜんぜんですね」

　ユーインは眼鏡のブリッジを押し上げ、苦笑しながら話す。

　兄弟としても話そうとしたが、まったく取り合ってもらえないようだ。

「もしかしたら、本当に無実なのかもと思ったりもしましたが……それは、私の個人的な願望だろうなと。どちらにせよ、もう一度兄と話をしない限り、気持ちに整理はつかないでしょう」

　デイモンの口から、真実を聞きたい。それは、エリザベスやシルヴェスターも同様である。

「私からは、悪い報告をしなければならない」

　病院で鉢はち合あわせしてから、オブライエン公爵家の監視のもと、自由にさせていたエリザベス・オブライエンがまたも行方をくらませてしまったようだ。

「もしも、デイモン・エインスワーズとエリザベス・オブライエンの二人がまた手を組んだら、嫌な予感しかしませんわ」

「私もそう思います」

「奇き遇ぐうだね。私もだ」

　どうにかして、表おもて舞ぶ台たいに引っ張り出さないといけない。しかし、確固たる証拠がなかなか見つけられないのが現状である。

　人捜しに関してまったくの素しろ人うとである三人が集まっても、彼女を見つけることは不可能だろう。

「では、どうすればいいと思う？」

　シルヴェスターの問いに、ユーインが答えた。

「何か、餌えさが必要でしょう」

「とっておきの大きな餌でないと、出てきてくれないだろうな」

　エリザベスは、デイモンとエリザベス・オブライエンがもっとも欲ほつしているであろうものを考える。

　エリザベス・オブライエンの場合は実にわかりやすく、シルヴェスターだろう。

　一方、デイモンの場合は、オブライエン公爵家の地位と財産か。

　今も、虎こ視し眈たん々たんと狙っているのかもしれない。

「しかしなぜ、デイモン・エインスワーズはオブライエン公爵家に執着していますの？」

「おそらく、兄はオブライエン公爵家の継承権を剝はく奪だつされているので、もしかしたら、血の繫がりがないシルヴェスターに爵位を渡すことが、悔くやしいのかもしれません。勝手な推測ですが」

「それは、あるかもしれませんね」

　手に入れられなかった爵位への執着が、復讐心となって暴走してしまった……そうだとしたら、恐ろしい。

「ということは、兄をおびき寄せる餌となるのも、シルヴェスターということになりますね」

　もちろん、オブライエン公爵が狙われてもおかしくない。しかし、デイモンは一番にシルヴェスターへ危害を加えようとしていた。標的は、おそらくぶれていないだろう。

　餌が決まったので、今度は仕掛けを考える。

　エリザベス・オブライエンとデイモン・エインスワーズを一気に引きつけるもの。

「リリーは、どうすればいいと思う？」

　難しいように思えたが、一つだけ策が閃ひらめいた。

　シルヴェスターの問いに、エリザベスは毅き然ぜんと答える。




「あなたが、わたくしと結婚すればよろしいのではなくって？」




　とんでもない提案に、シルヴェスターとユーインは目が点となる。

「振った男にそんな提案をするなんて……」

「え？　なんですの？」

「いや、リリーと結婚は大歓迎なんだけど、いったいどうして……ああ、そうか。なるほど、そうきたか」

「すみません、話が見えないのですが」

「リリーはリリーとして結婚するわけではないってことだよ、ユーイン。オブライエン公爵家のエリザベスとして、結婚するんだ。さすれば、わかりやすいほど、私に爵位と財産が転がり込んでくる形式が見える。恨みを持つ者にとって人生の晴れ舞台は、復讐の場にも相応ふさわしいだろう？」

「ああ、そういうことですか……って、本気ですか、エリザベス嬢？」

「エリザベス・オブライエンと、デイモン・エインスワーズの尻尾を摑むこれ以上の大イベントはないように思いますが？」

　それは確かにと、シルヴェスターとユーインは声を揃そろえる。

「しかし、これにはオブライエン公爵の協力がありませんと」

「義父上は、許してくれるだろうか」

「反対、するでしょうね」




　その後、エリザベスとシルヴェスターはすぐに許可をもらいに行く。

　ユーインの言う通り、オブライエン公爵はこの作戦に猛もう反はん対たいした。

「そんな危険なことなどしなくてもいい。今後一切、この件には首を突っ込むな！」

　そう言ったきり、反論を許さず、エリザベスとシルヴェスターはオブライエン公爵の私室から追い出されてしまった。

　エリザベスは悔しくて奥歯を嚙みしめていたが、シルヴェスターはそうではなかった。

　ケロリとした様子で、エリザベスに言う。

「さて、リリー。次なる作戦を実行しようか」

「次なる作戦、ですか？」

「私達には、頼りになる人がいるだろう？」

　シルヴェスターの言葉にピンとこず、エリザベスは首を傾かしげた。
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　翌日、エリザベスはシルヴェスターと共に、久々の外出をしていた。

　馬車は一番大きなものが選ばれ、使用人や護衛の数もいつも以上に多かった。

　シルヴェスターは脚あしを怪我している設定なので、車椅子での移動となっている。

　まるで、王族の移動のような警戒態勢で、二人は目的地である王宮まで向かった。

　案内された客間にいたのは、コンラッド王子である。

「やあやあ、久しぶり。シルヴェスター君、このたびはご愁しゆう傷しよう様」

「いえ……」

　簡単な挨あい拶さつを交かわしたあと、人払いする。部屋には、エリザベスとシルヴェスター、コンラッド王子のみとなる。

　シルヴェスターは車椅子から立ち上がり、エリザベスの隣となりに腰かけた。その様子を見たコンラッド王子は、笑みを深めている。すべての事情を把は握あくしているようだった。

「それで、お願いがあるんだって？」

「はい。実は、彼女と結婚しようと思っていまして」

「へえ、そうなんだ。おめでとう！」

「ありがとうございます」

　実にシンプルな言い方に、エリザベスはぎょっとする。そうではないだろうと、シルヴェスターの腿ももを扇おうぎで叩いた。

「あの、申し訳ありません。結婚というのは、偽ぎ装そうですの」

「え、そうなの？」

「そうみたいです」

　シルヴェスターは肩を竦め、残念そうに今回の作戦をコンラッド王子に語った。

「ああ、なるほどねえ」

「しかし、義父に反対されて」

「そうだろうねえ」

　なぜ？　という問いに、コンラッド王子は答える。

「もしも今回の作戦が醜聞スキヤンダルになって、今後シルヴェスター君の結婚相手が見つからなかったらどうしようとか、そういうことを心配しているのかもしれないね。いくら歴史や財産があっても、汚お点てんを残した貴族とは誰も結婚したがらないだろうし」

　それはわかっている。しかし、今はそんなものを気にしている状況ではないと、シルヴェスターは切って捨てた。

「義父は、捜そう査さは専門家に任せるように言っていますが、デイモン・エインスワーズやリズが常時反撃を目もく論ろんでいるとしたら、心も安らぎません」

「う～ん。その辺、難しいよね。結婚についての損得を別にしても、君らを危険に晒さらしたくないのも本心だろうし」

　オブライエン公爵の考えは多いに理解できるが、彼が反対したままでは、作戦を実行できない。そのため、コンラッド王子に協力を求めに来たのだ。

「殿でん下か、お願いです。どうにか、父を説得していただけないでしょうか？」

「う～～ん」

　なんでもするからと、シルヴェスターは必死になって懇願した。

「え、シルヴェスター君、今、なんでもするって言った？」

「言いましたが」

「だったら、僕のお願いを交こう換かん条件にしない？」

「それは──アレですか？」

　コンラッド王子は笑顔で頷いた。どうやら、以前から何か頼まれていたようだ。

「僕はシルヴェスター君の願いを叶える。シルヴェスター君は白しら百ゆ合り褒ほう章しようを受け取って近衛このえ騎士に戻る」

　白百合褒章というのは国の運営に貢こう献けんし、衆民の模も範はんとなる人物に授与されるものである。

　コンラッド王子が新たに作ったものらしいが、シルヴェスターは年若いことを口実に断っていたのだとか。

「ぜひ、シルヴェスター君にってずっと言ってたんだけど、妬ねたまれるからイヤだって」

「義父だって、もらっていないのに」

「公爵は別の褒章もらっているからいいの。だいたい、なんで拒否するかな～？　ねえ、エリザベスさん」

「ええ、まあ」

「それに、シルヴェスター君には頭脳よりも、筋肉を使ってほしいんだよねえ」

「それは……別に構わないのですが」

　シルヴェスターを見ると、本気で困っているようだった。非常に珍しい状態である。

「戴いただけるものは、ありがたく戴けばいいのではなくって？」

「リリーがそう言うならば」

「じゃ、言げん質ちは取ったから。陛下に言っておくね」

　溜息をつくシルヴェスターを見て、コンラッド王子はひとしきり笑っていた。が、急に真顔になる。

「この偽装結婚を考えたのは、シルヴェスター君？」

「いいえ、違います。彼女です」

「そうなんだ。とんでもない小こ悪あく魔まだねえ」

「こ、小悪魔!?　わたくしが？」

「うん。小悪魔。だってシルヴェスター君は、血が繫がっていないとはいえ、小さい頃から顔を知っている妹と結婚するんだ。きっと、変へん態たい扱いされるに違いない。それを強しいるエリザベスさんは、小悪魔に違いないよね」

「……」

「……」

「でも、シルヴェスター君は悪魔みたいだから、二人共、お似合いだ～！」

　悪魔同カツ士プルと言われたエリザベスは、頭を抱える。シルヴェスターも、苦笑していた。

「まあ、とにかく。公爵は僕が説得しておくから、君らは結けつ婚こん式しきの準備を進めていいよ」

「殿下、ありがとうございます」

「いえいえ。君達渾こん身しんの結婚式を、楽しみにしているよ」

「え、殿下も参列してくださるんですか？」

「当たり前じゃない。そんな楽しそうなイベント、見なきゃ損そん、損！」

　きちんと護衛を連れていくので、心配はいらないと言われてしまった。
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　翌日より、エリザベスは結婚式の準備にとりかかる。

　まずは、小物を選ぶ。商人を呼んで、一つ一つ吟ぎん味みするのだ。

　その辺の流行などはよくわからないのでオーレリアと、王宮での召めし使つかい仲間だったチェルシーを家に招いた。

　シルヴェスターとの結婚を報告した際、オーレリアとチェルシーは目を丸くして驚いていた。

「け、結婚、ですって!?」

「お、お似合いです!!」

　双方、極きよく端たんな反応を示す。

「あの変態紳士、とうとう、腹を括くくってしまったのね」

　オーレリアは顔を顰めながら、ブツブツと呟いている。

　一方で、チェルシーは心から祝福してくれた。

「王宮で一緒にお仕事している二人のことを、ずっと素敵だなと思っていたんです。夢物語のように、素晴らしいご夫婦になられるかと！　ですがエリザベスさん、血は繫がっていないとはいえ、シルヴェスター様とは兄きよう妹だいなんですよね？」

「ええ、ですが、その辺は結婚できるように、お父様やコンラッド王子が動いてくださるみたいで」

　きちんと世間には血の繫がりがないということを公表した上で結婚する。そう伝えると、チェルシーはホッとした様子を見せた。

　なんの憂うれいもない幸せな花嫁であることを、エリザベスはアピールした。

　二人を騙だますことには心が痛むけれど、最終決戦なのだ。個人的な感情は後回しにする。

　本日は、花嫁衣装に合わせるストッキングを選ぶ。商人が鞄かばんの中から取り出して、ずらりと並べた。

「こちらは清せい楚そな百合の花を刺し繡しゆうした品物でして──」

　白い布地に、銀糸で刺繡されたストッキングがいくつも並べられている。正直、遠目で見たらどれも同じに見えた。

「……」

「エリザベス様、真剣に選んでいるの？」

「え、ええ」

「そうは見えないわね。チェルシー様のほうが、よっぽど真剣よ」

　オーレリアの指摘する通り、チェルシーは目を凝こらしながら一本一本ストッキングを吟味している。

「そもそも、ドレスの下に穿はくものなんて、どれでもいいのではなくって？」

「そんなことないわ。人には見せない場所だからこそ、おしゃれに気を使うのが女性レデイの嗜たしなみよ。特別な日なんだし」

　オーレリアは、エリザベスの腿にストッキングを当て、似合うか似合わないか選びだした。

「やっぱり、エリザベスさんと言ったら百合かと」

「私もそう思うわ」

　オーレリアとチェルシーは顔を見合わせ、にんまりしながら百合の花が刺繡されたストッキングを差し出した。

「だって、あなたは白百合の君リリーですものね！」

「いいですよねえ。私もお花の愛称で呼ばれてみたいです」

「ねえ～」

「あなた達、ほぼ初対面なのに、仲がよろしいこと」

「エリザベス様のお友達ですもの。私のお友達も同然だわ」

「嬉しいです！」
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　そんな話をしながら、ストッキングを「エリザベス様、ご覧になって」と言って手渡された。

　そういえばと、エリザベスは思い出す。コンラッド王子が考えた褒章も白百合だった。まさか、シルヴェスターのリリー呼びから命名されたのではないかと、戦せん々せん恐きよう々きようとなる。

　いいや、ありえないと、首を横に振って忘れることにした。

「エリザベス様、どうかなさったの？」

「いいえ、なんでも」

「ストッキングが決まったら、次は靴ガ下ー吊タりー選びですね！」

　ガーターはストッキング以上に種類豊富だった。

「な、なんで、こんなに」

「それはまあ──」

　商人は含み笑いをしていたが、その理由は語らなかった。どのみちしようもない理由だろう。そう思い、あえて追及はしない。

「こちらの靴下吊りは職人が丁てい寧ねいに刺繡したものでして、繊せん細さいな絹に花や蔓つるの続き模様が刺さされております」

　一つ一つ説明を受けるも、エリザベスにはどれも同じものにしか見えない。

「エリザベス様、これにしましょう」

　オーレリアが手に取ったのは、ダイヤモンドビジューが散りばめられた上に、金糸で「私の美しさの前に、ひれ伏しなさい」という韻いん文ぶんが刺繡された一品である。

「こんなもの、誰かに見られたら──」

「エリザベス様、大丈夫よ。靴下吊りを、誰かに見せる機会なんて基本ないから」

「……」

「ゴージャス感があって、すっごくお似合いかと」

　ここまで言われてしまったら、決めるしかない。どうせ、選ばなければならないのだ。

　エリザベスはしぶしぶ、二人が決めた靴下吊りを買うことに決めた。

　この日は他に、婚礼衣装の布地とベール、それから靴を選ぶ。

　商人が行ったり来たりを繰り返し、すべて終わる頃にはくたくたになっていた。

　疲れきったエリザベスとは違い、オーレリアとチェルシーはまだまだ元気である。

「今日は楽しかったわ」

「私もです」

　エリザベスは今すぐ風呂に入って、眠ってしまいたい気分であった。

「エリザベス様、今度は街にお買い物に行きましょうよ。チェルシー様も」

「わあ、私まで！　ありがとうございます」

　オーレリアとチェルシーと共に、買い物に行く。それは友達の多くないエリザベスにとって、悪いことではない。むしろ、楽しみなことである。

「近いうちに、行けたらいいですわね」

　それは、この身代わり生活が終わった時に叶えたい。エリザベスの心からの言葉であった。
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　オーレリアとチェルシーを見送ったあと、エリザベスは侍女が用意した熱い湯に浸つかり、英気を養った。

　その後、車椅子で仕事に行っていたシルヴェスターと夕食を取りつつ、情報交換を行う。

「怪我をしている設定って、なかなか辛いね」

「変装して、新人文官のふりをしたほうが、楽ではなくって？」

「本当にそう思うよ。変装といえば、この前、ユーインに私の服を貸したそうだね」

「ええ──」

　不ふ承しよう不ぶ承しようシルヴェスターの服を身に纏っていたユーインを思い出し、エリザベスはクスリと笑った。

　レースがふんだんに使われたシルヴェスターの服装に文句を言うユーインの様子は、大変面白かった。

「随分と、楽しい思い出だったようだね」

　冷ややかなシルヴェスターの声に、思考が停止する。

「楽しくはありませんわ。紳士クラブへの潜せん入にゆう調査のために仕方なく、でしたのよ？」

「リリーはどんな設定で？」

「わたくしは──」

　愛人役である。派手なドレスに身を通し、常にユーインの傍に付つき添そった。

「私は、危ないから行かないようにしていたんだけど」

　シルヴェスターは食前酒のシャンパンを一気に呷あおったあと、厭いや味みったらしく言った。

「ユーインは、あそこの危うさを知らなかったんだろうね」

「違いますわ。わたくしが、連れて行くよう強要しましたの。彼もあなたと同じように、何度も危険だと言いましたわ。だから、ユーインを悪く言わないでくださる？」

「へえ、リリーはユーインを庇かばうんだ」

「庇ってなどいません。悪いのはわたくしであると、言いたいのです」

「そう」

　気まずい空気が流れる。

　緩かん衝しよう材ざいになってくれそうなオブライエン公爵は、残念ながら会食で本日も不在だ。

　ここで、レントンが一歩前に出た。

「お食事の準備が整いました」

　本日のメニューが給仕係の手によって運ばれる。

　前菜はキノコとグリュイエールチーズのスフレ。キノコの風味とチーズの濃のう厚こうな味わいが、ふわふわのスフレに溶とけ込んでいる。

　スープは魚とトマトを煮込んだもの。添えられたタイムがトマトの赤に映はえる、見た目も美しいスープである。

　魚のメインは三日月湖のマス料理。ふっくらと蒸むされたマスに、トリュフのソースがかかった贅ぜい沢たくな一品だ。

　肉のメインはガチョウのショーフロワ。ガチョウ肉にソースをかけ、ゼリーでコーティングした冷製料理である。

「リリー、美味しいかい？」

「ええ、とっても」

「よかった」

　この会話で、気まずい雰囲気は払ふつ拭しよくされた。シルヴェスターなりの、気き遣づかいだったのかもしれない。

　食事はどれも、小食であるエリザベスのために、適量が用意されていた。おかげで、満福になる前に甘デザ味ートに辿り着く。

「菫すみれのシャーベットでございます」

　綺麗な紫色のシャーベットには、菫の生花が飾られている。まずはじっくりと見た目を堪たん能のうしてから味わう。

　シャーベットを口に含むと、菫の甘く爽さわやかな香りが感じられた。味わいはさっぱりしていて、食後にうってつけだ。

　オブライエン公爵家にやってきてから、夕食後の甘味は唯一の楽しみであったと言っても過言ではない。

　身代わりが終わってしまえば、この美味しさを味わうひと時ともお別れしなければならないのだ。それだけは、少しだけ惜しいと思ってしまう。

「リリー、どうかしたのかい？」

　エリザベスのほんの僅かな感情の揺れに、シルヴェスターがいち早く気付く。こういうところは、本当に目ざといのだ。

「いいえ、なんでも。それより、何か新しい情報はあって？」

　事件について訊たずねると、シルヴェスターの目から一切の甘さが消える。

「一人、デイモン・エインスワーズの協力者かもしれない男を逮捕した」

　その男は、オブライエン公爵の補佐官だったそうだ。デイモンと関係があったことは、まだ聞き出せていない。

「義父のせいで、外交長官になれなかったと恨んでいたようだね。まあ、義父が長官にならなかったからといって、彼が長官になるとは限らないんだけれど」

　人事は議会の投票と実績で決まる。能力さえあれば昇のぼり詰めることができるというわけでもないのだ。

「その決め方も、どうかと思うけれど」

　逮捕された男は、誰かの指示を受けて騒そう動どうを起こす手助けをしていたようだ。

「なんて、愚おろかなことを」

　オブライエン公爵やシルヴェスターが無事だったのは、不幸中の幸いだった。もしも、大怪我をしていたら──。

　エリザベスは奥歯を嚙みしめ、膝の上で拳を作ってしまう。

「誰かを恨んで、攻撃して、得るものなど何一つとしてありませんのに」

「そうだね。自らの不幸を他人のせいにして、当たり散らすのはよくないことだ。そういうことは、いつしか自分に返ってくるのに……」

　どうしようもない不幸は、誰にだって降りかかる。

「神は、そこで人がどんな行いをするか、見ているのかもしれないね」

「悪趣味ですわ」

「本当に」

　静かに、一日は終わる。

　幸せな人も、そうでない人も、同じように時間は過ぎていくのだ。
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　翌日。ユーインよりエリザベス宛あてに先触れの手紙が届いた。

　二人きりで話したいことがあるから、午後から訪問したいという。随分と急だ。

　本日は、午前中にシルヴェスターと結婚式に使う宝石を見る予定が入っている。それが終われば午後からは特に何もないので、ユーインに会える旨むねを認したためた。

　ユーインの下宿先に届けるよう手配したあと、急いで身支度を整える。

　侍女が用意したのは、胸元の開いた斑はん点てん模様入りの白い紋織物ジヤカードのドレスである。

　婚礼衣装に似た色と形のドレスだった。これからシルヴェスターと選ぶのが挙式の当日に使う物なので、イメージが湧きやすいようにとこのドレスを選んだらしい。

　昼間から襟えりぐりの広いドレスを着るのは恥ずかしい気もするが、仕方がない。

　それにしても、偽装結婚にわざわざ高価な宝飾品を用意するものどうかと思う。

　しかし、これも周囲を欺あざむくには必要な工作なのだ。

　エリザベスとシルヴェスターの結婚は、先日発表された。

　血は繫がっていないものの兄妹のように育った二人の結婚に、社交界でどよめきが広がっていた。

　シルヴェスターとエリザベス・オブライエンが初めて出会ったのは──八年前。

　エリザベス・オブライエンは十歳。シルヴェスターが二十歳の頃である。

　恋愛結婚なのか、それとも爵位継承のためのものなのか。結婚の動機などは発表されていない。

　恋愛結婚であれば、年の離れた妹に欲情するたいそうな変態だ。爵位継承のためであったとしたら、とんでもなく狡猾で腹黒い。

　あることないこと、噂話はまことしやかに囁かれている。

　それは、エリザベスですら気の毒に思うほどであった。

　幸い、シルヴェスター本人はまったく気にしていないようだった。噂話は耳に入っているだろうが、日々、結婚式の準備を楽しそうにしている。

　客間に行くと、すでにシルヴェスターが待機していた。

「リリー、そのドレス、素晴らしいね。君自身も、もちろん綺麗だよ」

　その言葉はどろりと甘く、エリザベスの心に余すことなく浸しん透とうしていく。

　だが、そのまま享きよう受じゆしてはいけないことは、百も承知だ。

　オーレリアに指摘されて、エリザベスは気付いた。この悪魔の甘ったるい言葉が、いつの間にか、なくてはならないものになっているのではないのかと。

　そんなことはない。美しく着飾るのは、貴族女性の嗜みだ。

　自らが美しくなるよう、粛しゆく々しゆくと侍女に命じるだけである。

　決して、シルヴェスターに見せるためではない。

　だから、エリザベスは彼の称しよう賛さんに耳を傾けないようにしている。

　エリザベスがシルヴェスターの隣に腰かけたのとほぼ同時に、宝石商が二人組でやってきた。四十代くらいのふっくらした男性と、眼鏡をかけた三十代後半くらいの細身の女性である。

　揉もみ手でをしながら、二人の結婚を祝福する。ひとしきり祝いの言葉を述べたあと、商談モードへと切り替わるのだ。

「本日はとっておきの品物をご用意いたしました」

　ベルベット生地が内張りされたケースから取り出されたのは、小粒のダイヤモンドに囲まれた大粒のルビーが輝かがやく首飾り。

「こちらの商品は、非加熱のナチュラル・ルビーを使用しました唯ゆい一いつ無む二にの作品でして、今回、ぜひともお勧すすめしたいと……店外持ち出し禁止のこの品を、特別にお持ちしたしだいです」

　でも、お高いんでしょう？　エリザベスはそんな言葉を口に出す前に吞み込んだ。

　女性の宝石商は、すぐさまエリザベスの胸に首飾りを当てる。

「まあ、なんてお似合いなのでしょう。ルビーが、お嬢様の白磁のような肌と相まって、よりいっそう美しく見えます」

「本当に」

　シルヴェスターは熱に浮かれているような視線をエリザベスに向けながら言う。

「でも、挙式には少々派手かな」

「でしたら、こちらのローズカットを施した、ダイヤモンドの首飾りはいかがでしょうか？」

　シルヴェスターがああでもない、こうでもないと言うたびに、宝石商は新たな宝飾品を出してアピールする。そんなことを、二時間みっちりと行った。

　付き合ったエリザベスはくたくたになってしまう。

　結局、ティアラと首飾り、耳飾り、指輪がセットになった天然のピンクトパーズの揃いの品パリユールの購入を決めた。

「いやはや、旦那様、お目が高い。こちらは、最後のとっておきでした」

　本当かは定さだかではないが、宝石商がしきりにエリザベスの美しさを称賛するので、シルヴェスターも気持ちよく買い物をしたようだ。

　宝石商が帰ったあと、シルヴェスターは「いい買い物をした」と満足げに言った。

「あなたは、そうでしょうね」

　しかし、このような高価な買い物をしてもいいのか。

　宝石商も話していたが、市場に出ているピンクトパーズはオレンジトパーズを加熱処理することによって、美しいピンク色を出している。

　一方、天然のピンクトパーズは希少価値があり、加工が難しいこともあって高価だ。

「こんな物を買って、大丈夫ですの？」

「別に気にしなくてもいい。資産は積極的に使うよう、国王から突つつかれているらしいから。お金を持っている人が、経済を回さなければいけないんだよ。しかし、これだけ高価な品だ。おそらくこの先、オブライエン公爵家に伝わる財産になると思う」

「でしたら、いいですけれど」

　煌きらびやかな宝石に囲まれ、目がチカチカしてしまった。少し休んだあと、ユーインに会う支度をしなければならない。

　エリザベスは脳内でこれからの予定を立てる。

「リリー、昼から、気分転換に行かないか？」

　王立図書館で本を読みながら、茶でも飲もうという大変魅み力りよく的てきな誘いであった。

　何も用事がなければ、喜んで応じていただろう。

「ごめんなさい。昼から、予定が入っていますの」

「そうだったのか。まだ、買い足りない物が？」

「いいえ、ユーインと会う約束をしていまして」

　ユーインの名前を出した途端、シルヴェスターの纏う空気がピリピリしたものとなる。エリザベスはまたか、と思った。

　ユーインとシルヴェスターは折り合いが悪いようで、互いに反発し合っているのだ。

「ユーインがなぜ、リリーに？」

「さあ、わかりません」

「私も、同席しても？」

「マナー違反ですわ」

　ユーインからは二人きりでと言われている。約束を破ることはできない。

　指摘されたシルヴェスターは自らが美しく見える絶ぜつ妙みような角度に首を傾げ、堂々と言い放った。

「私の婚約者であるリリーにユーインが会うことこそ、マナー違反では？」

「わたくしは、あなたの婚約者ではありませんわ。この結婚は、偽装です」

「そうだけど、世間的には、君は私のものだよ」

　偽装結婚であることは当然ながら秘密だ。周囲の人達は、本当にエリザベスとシルヴェスターが結婚すると思っている。

　そんな中で、元婚約者であるユーインと会うのはどうなのかと、シルヴェスターは言いたいのだ。

「ユーインはわたくしに話があると言いました。あなたの同席は、許されません」

　エリザベスは独身女性だ。もちろんユーインと二人きりということはなく、侍女を傍に控ひかえさせるつもりである。

　その役割をシルヴェスターが代わることはできないと言っているだけだ。

「わたくしは、もう二度と、ユーインを裏切りたくありませんの」

「そのためには、私の存在は無下にすると」

「わからないお方ですわね。それとこれとは、話が別でしてよ」

「同じだ。偽装とはいえ婚約しているのだから、リリーはずっと私を見ているべきなんだ。一秒たりとも、ユーインのために時間を使ってほしくない」

　あまりにも熱烈な主張を前に、エリザベスはどういう言葉を返していいのかわからなくなる。

「本当に君は小悪魔だね。私のプロポーズを忘れたのかい？」

　覚えているに決まっている。猛毒のような蜂蜜を無理矢理口に含ませたような求婚だったのだ。忘れたくても、忘れられない。

　エリザベスはありったけの自尊心プライドをかき集め、シルヴェスターを睨んだ。

　しかし──。

「私はね、リリー。君のその表情が、大好きなんだよ」

　渾身のひと睨みも効果はなく、悔しさで奥歯を嚙みしめる。

「どうしても、今日、ユーインに会って二人で話をするというのならば、取引をしよう」

「!?」

　剣けん吞のんな目を向けるシルヴェスターからの提案に、エリザベスは思わず身を引いた。

　嫌な予感も、脳裏によぎる。

「取引って、なんですの？」

「簡単なことだよ。ユーインに会う代わりに、リリーは私の言うことを一つ聞くだけでいい」

　シルヴェスターは簡単なことだと言うが、今まであったことを思い出すと言葉の通りには受け取れない。

「そうだな。それは私達の結婚式の当日に、叶えてもらおうか」

「いったい、何を？」

「それは、当日のお楽しみに」

「何をするのかわからないのに取引しろというのは、卑怯ではありませんこと？」

「だったら、リリーがしたくないことを、すべて挙げるといい。それ以外の願いを、叶えてもらうから」

「でしたら──」

　用心のためエリザベスはこれでもかと、許されないことを挙げた。

「キスは絶対にイヤ。するのも、されるのも、できません。あとは、わたくしに触れることも禁止。わたくしも、あなたに触れません。それから、あなたと結婚はできません。恋人にもなれません」

　シルヴェスターはエリザベスの言葉を、余裕ぶった笑顔で聞いていた。

「それから？」

「あ、あとは……」

「裸になれというのは？」

「ダメに決まっていますわ！　あなた、何をおっしゃっていますの？」

　思わず軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けていたが、シルヴェスターは楽しげに笑みを深めるばかりだ。

　エリザベスは威い嚇かくする猫のように、息を荒立たせる。

「そういう、いかがわしいことも、一切許されません！」

「どれが君にとっていかがわしいことなのか、まったくわからないな。一つ一つ、例を挙げてくれないと」

「そ、そんなこと、わたくしにだってわかるわけがないでしょう？」

「それもそうだね」

　とりあえず家族の前でできないことは禁止だと、深く深く釘を刺しておいた。

「わかった。それ以外の願いを、叶えてもらおう。いいね？」

「……」

　またしても、悪魔と取引を交わさなければならない事態となった。

　いろいろと禁止事項を挙げたが、シルヴェスターは余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度を崩くずさなかった。きっと、エリザベスが思いもつかないような願いを言うに違いない。

　今でなく、結婚式当日でというのも気になるところではある。

　しかしこれも、ユーインとの約束を果たすためだ。

　思いつく限りの変態行為は禁じたので、きっと大丈夫。

　これは仕方がないことだと自らに言い聞かせ、シルヴェスターとの取引を成立させることにした。
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　午前の疲れも抜けないまま、ユーインと会う約束の時間となった。

「すみません、突然来てしまい」

「いいえ、よろしくってよ」

　ユーインは土産みやげに、真っ赤な薔ば薇らの花束を持ってきてくれた。華やかな香りがエリザベスのささくれた心を癒いやしてくれる。

「それで、お話とは？」

「今回の、偽装結婚のことで……」

　ユーインは居住まいを正し、エリザベスに問いかける。

「あなたは、それでいいのですか？」

「いい、というのは？」

「偽装とはいえ、結婚式を挙げることです。女性にとって、一生に一度の催もよおしを、事件解決のために行うのはどうかと思ったのです」

「それは──」

　もちろん、エリザベスだってできればこんなことはしたくない。結婚式は神聖な儀ぎ式しきだ。

　神の前で偽いつわりの愛を誓ちかうなど、あってはならないことである。

「今なら、取りやめても間に合います」

　結婚式の予定は来月である。招待しているのは、親しん戚せきのみ。急でも、参加できる者達を厳選して呼んでいるのだ。

「王都近辺は、危険です。兄があなたに危害を加えるかもしれない」

「それは、そうですけれど」

「もう、事件に関わるべきではないんです」

「……」

「エリザベス嬢、あなたは今すぐ、実家に帰るべきだ」

　ユーインの言うことは正論だ。犯人を煽り立てるなど、危険行為に他ならない。

　今回の作戦は、エリザベスの意地で塗り固められている。本来ならば、首を突っ込むべきではないのだ。

「取り返しがつかない事態になる前に、避ひ難なんを」

「ええ、ですが──」

　ここまで来たら、逃げることなどできない。エリザベスは、そんなふうに考えていた。

　ユーインは手を差し伸べながら訴える。

「エリザベス嬢、あなたは実家の家族のもとで、幸せになるべきだ」

　その言葉で、エリザベスはふと気付く。ユーインとシルヴェスターは、対極にあると。

　シルヴェスターは、実家に帰らず社会に出るべきだと言った。

　ユーインは、実家に帰って家族のもとで幸せになるべきだと言った。

　二人の考え方は真逆で、互いに気に食わないのも無理はない。

　エリザベスはどうすべきか、考える。

　正しいことを言っているのは、ユーインだ。シルヴェスターの言うことなど、悪魔の甘かん言げんでしかない。

　きっと、ユーインの示す方向が、人の進むべき道なのだろう。

「まだ、間に合います。あなたは、もとの生活に戻れる。だから──」

　ユーインの言う通り、逸れた道を戻すならば今しかない。

　しかし、今までの人生同様、自分を曲げることは何があろうとできなかった。

「どうしても、帰ることはできませんか？」

「……」

「エリザベス嬢。私が、どうしてここまで言うと思っていますか？」

「友達、だからでしょう？」

「違います」

　断言すると、熱い眼差しでエリザベスを見ながらユーインは想定外の告白をする。




「あなたのことが、好きだからです」




「!!」

　ユーインがエリザベスに恋愛感情を抱いていたなんて。

　まったく気持ちに気付いていなかったので、心底驚く。

「エリザベス嬢、どうか、この手を取ってください」
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「それは──ごめんなさい」

　エリザベスはユーインの手を取らなかった。首を横に振って、拒否する。

「事件が解決していないのに王都を去るのは、なんだか逃げる気がして……。それに、あなたのことも、考えることはできません」

「そうだろうなと、思っていました。告白は断られても、相棒くらいにはなれると思っていましたが」

「ユーインに最初に出会っていたら、きっと、喜んで手を取っていたでしょう」

　しかし、エリザベスはシルヴェスターに出会ってしまった。

「でも、悪魔の囁きから、逃れることはできませんでした」

　思えば、シルヴェスターとユーインは見た目も真逆だとエリザベスは気付く。

　シルヴェスターは美しいシルバーブロンドを持ち、天使のように柔にゆう和わな笑みを絶やさない男である。

　しかし、本ほん性しようは狡猾で腹黒い男であった。

　一方、ユーインは漆しつ黒こくの髪に、眼鏡の下には切れ長の鋭い目を持ち、一見して悪魔のような厳しさを漂ただよわせていた。

　けれど、本当の彼は清せい廉れん潔白で、清く正しいを信条とする正義感に溢れた青年である。

　ユーインのような大天使ミカエル級の男性から手を差し伸べてもらうことなど、この先二度とないだろう。

　代わりに悪魔シルヴエスターの力を得て共きよう闘とう関係になってしまったが、嬉しくともなんともない。

「ユーイン、あなたのことは尊敬していますし、お話ししていて、とても楽しく思っています。わたくしの自じ慢まんのお友達ですわ。けれど、せっかくのお申し出をお断りしてしまいましたから、もう、こうして会うことはできないのでしょうね？」

「いえ、まあ、今は複雑ですが……」

　エリザベスはそっと、手を差し伸べる。

「事件が解決するまで、頑がん張ばりましょう」

　ユーインは苦笑しつつ眼鏡のブリッジを押し上げたあと、エリザベスの手を握った。

　大切なものに触れるかのように優しく握りしめられ、エリザベスの心は揺さぶられる。

　加えて、何かを求めるかのように見るユーインの視線に、罪悪感を覚えてそっと目を逸らした。




　二人は、友情の握あく手しゆを交わす。手と手はすぐに、離された。
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　結婚式の準備は急ピッチで進められた。婚礼衣装は、職人が不眠不休で製作した自信作である。

　届けられた純白の婚礼衣装は、誰もが溜ため息いきを吐つくほどの美しさを放っていた。

　襟えりや袖そでなどにレースが惜おしげもなく使われ、腰回りはギャザーを寄せてウエストがきゅっと締まるように見せている。全円のスカートは、形が綺き麗れいに映えるよう、鯨くじらのワイヤーが入っていた。胸元には蜘く蛛もの巣す状に編んだレースが縁ふち取どり、腰回りにはドレスと同じ絹のリボンがあしらわれている。

　はあ……と、侍じ女じよの熱い溜息が聞こえた。

「エリザベスお嬢様、本当に、お美しいドレスです」

「ええ」

　エリザベスも、本当の結婚式であれば、うっとりと見入っていただろう。しかし、これは偽ぎ装そう結婚用のドレスだ。

　いくら美しくても、見た目に心を奪われてはいけない。

　午後からは、招待状を書き上げる。

　結婚式にオーレリアやチェルシーは招待していない。あとで、披ひ露ろう宴えんを行うと言って誤ご魔ま化かしていた。

　もちろん、そんなものを開かい催さいする予定はない。

　最終決戦の準備だけが、着々と進められていった。
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　とうとう、結婚式の朝を迎むかえる。

　不安で眠れないかと思っていたエリザベスであったが、しっかりと睡眠は取れた。いろいろあったおかげで、強したたかになったのだと思うことにする。

　日の出前から、粛しゆく々しゆくと結婚式の準備が行われた。

　適度に冷まされた紅茶を飲み、エリザベスははっきり目を覚ます。

　ドレスはもちろんのこと、シルヴェスターの選んだピンクトパーズの揃いの品パリユールも、天鵞絨ビロードの布が敷しかれた銀盆の上に置かれていた。

　まず、入浴の時間となった。全身くまなく磨みがかれ、朝からぐったりと疲れてしまう。

　途と中ちゆう、朝食代わりの果物を取るように言われた。水もたくさん飲むようにと、侍女が次から次へと注そそいでくれる。

　髪かみは精せい油ゆに漬つけていた木の櫛くしで、艶つやを出すように丁てい寧ねいに梳くしけずられる。同時に、爪つめの形も整えてくれた。

　ガウンを纏まとって場所を移動し、今度はコルセットを着用する。騎士の鎧よろいのようなコルセットを前にエリザベスは警けい戒かいしていたが、侍女は涼しい顔で言った。

「エリザベスお嬢様は細くていらっしゃるので、あまり締める必要はないでしょう」

　噓うそだった。侍女は三人がかりで、エリザベスの腰回りをギリギリと力強く締めた。

　涙が出そうになるも、持ち前の我が慢まん強づよさと根性で耐たえる。

　そのあと、侍女の一人がサンドイッチを持ってきたが、とても食べる気にはなれない。

　代わりに、水をいっぱい飲む。

　続いて用意されたのは、オーレリアやチェルシーと選んだストッキングと靴ガ下ー吊タりーである。

　まず、足を滑すべらせてストッキングを穿はき、続いて、靴下吊りを足に通す。

　靴下吊りは外れないようしっかりと紐ひもで縛しばった。そしてその靴下吊りとストッキングの間をリボンで結び、ずり落ちないようにするのだ。

　靴下吊りに金糸で刺し繡しゆうされている、「私の美しさの前に、ひれ伏ふしなさい」という一文が目に入って恥ずかしくなる。どうか、侍女は読んでいませんようにと願った。

　コルセットとストッキングを身に着けたら、婚礼衣装を着込む。

　背中を留とめるのはボタンではなく、直接縫ぬうのだ。これが、結婚式の慣習らしい。

　背後で誰かが針を持ってチクチク作業しているのは、落ち着かない気分になる。エリザベスは無言で、ひたすら耐えた。

　化け粧しようは純白ドレスに映はえるよう、清せい楚そに。

　髪型は左右の髪を編み込んで、後ろの髪は三つ編みをして輪状にねじり上げる。

　首飾り、耳飾りと、次々と装着した。

　仕上げにピンクトパーズのティアラを挿さしたら、身み支じ度たくは完璧なものとなる。

「エリザベスお嬢様、お美しいです」

「まるで、絵画の女神のよう」

「こんなお姿を、拝見できるなんて」

　偽装の事情を知る侍女達だが、それでも揃そろって涙ぐんでいた。

「あなた達、わたくしは本当に結婚するのではありませんからね」

「ええ、わかっております。わかっておりますが」

　もしかしたら、長きにわたりエリザベス・オブライエンを世話した月日と重ね合わせているのかもしれない。

　残念ながら、エリザベスはエリザベス・オブライエンではないが。

　しかし、今日まで侍女達はよく仕えてきてくれた。エリザベスは立ち上がり、侍女達に頭を下げる。

「今日まで、わたくしに付き合ってくれて、ありがとう。あなた達のおかげで、身代わりの公こう爵しやく令れい嬢じようを演じることができました」

「そ、そんな！」

「私達は何も！」

「エリザベスお嬢様の、努力の賜たま物ものです」

　謙けん虚きよな侍女達に、エリザベスは再度頭を下げた。




　鏡は見ない。婚礼衣装の確認は、本当の結婚式の時にとっておこうと思っている。

　今日の装よそおいは、侍女達が絶賛してくれた。そのため、完璧な花嫁のはずだ。

　結婚式の時間となるまで、私室で過ごす。

　サンドイッチに、クッキー、マカロンと片手で摘つまめる軽食が運ばれたが、ここでもやはり食べる気にはならなかった。

　水だけは飲み、それから、侍女が剝むいてくれたオレンジを三切れ食べた。

　仮かり初そめの結婚式を前に、落ち着かない気分だ。それは、最終決戦を前にしているからだけではない。

　盛大な溜息を吐いていると、ドアがノックされた。ついに、新郎役シルヴエスターがやってきた。

「リリー、いるかい？」

「……ええ」

「入っても？」

「お好きになさったら？」

　すぐさま、扉とびらは開かれる。シルヴェスターは早足でエリザベスの前にやってきて──その場で両りよう膝ひざを突いた。

「あ、あなた、何をなさっていますの？」

「リリーが美し過ぎて、自然と体がひれ伏してしまったんだ」

「早くお立ちになって。恥ずかしい」

　シルヴェスターは近衛このえ騎士の正装である金の肩章エポレツトと飾緒モールのある赤い詰つめ襟えりの上着に、白いズボンにブーツを合わせた恰かつ好こうでいる。

　どうやら、本日付けでコンラッド王子の近衛騎士に復職したようだ。胸には、銀細工の白しら百ゆ合り褒ほう章しようが輝かがやいている。

　その恰好が恐ろしく似合っていて、いつも以上に貴公子然としていた。

　この姿にうっかり魅み入いってしまったら、本来の目的を忘れてしまう。

　エリザベスはツンと顔を逸そらしながら、あえて尊大な態度で聞いた。

「もう、準備はよろしくって？」

「いつでも」

　頼もしい返事が戻ってくる。エリザベスは満足げに頷うなずいた。

　結婚式まであと一時間半。礼拝堂までの移動を考えても、まだ一時間は余裕がある。

　迎えに来るには早過ぎた。何か話があるのかとシルヴェスターに問いかけるようにじっと視線を送ったら、蜂はち蜜みつのようなどろどろに甘い笑みを返された。

　思わず胸やけを起こしそうになり、本人を目の前にして顔を顰しかめてしまう。

「リリー、約束は覚えているかい？」

「約束……あ！」

　エリザベスはシルヴェスターと悪あく魔まの契けい約やくを交かわしていたことを、今この瞬しゆん間かんになって思い出す。

　この一ヶ月間、結婚式の準備でバタバタしていたせいですっかり忘れていたのだ。

　彼はいったい何を願うつもりなのか。

　事前にエリザベスは、できないことは断っている。

　触れること、結婚や恋人になってくれという申し出、服を脱ぐようないかがわしいこと、家族の前でできないようなこと。そのような行為は叶えられないと禁じた。

　シルヴェスターはその条件を、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で受け入れたのだ。

「それで、あなたの願いはなんですの？」

「それはね──結婚式で行われる古い儀ぎ式しきを、二人きりでしようと思って」

「儀式……？」

　なんでも、夫婦となった二人が披露宴で執とり行うもののようだ。

「ガータートス、と言ってね」

「なんですの、それ？」

　ガーターと聞いて、エリザベスは顔が引きつるのがわかった。とんでもない言葉が刺繡されたあれを、シルヴェスターに見せるわけにはいかない。だが、まだ、自分のガーターであるとは限らないのだ。

　シルヴェスターに詳しよう細さいを話すように急せかす。

「ガータートスというのは、花嫁の左ひだり腿ももにあるガーターを新郎が外し、未婚男性に投げるという、伝統ある儀式のことで」

「はあ!?」

　エリザベスは驚きと、責める気持ちが入り混じったような声をあげる。

「本当は披露宴で行うものだけれど、今日は特別に、今からリリーとガータートスをしたい」

「何を言っていますの？　馬鹿じゃありませんこと？」

　ガーターを外すということは、結局エリザベスに触れるということにもなる。

「触れるのはガーターだけで、リリーではない」

「それは、そうですけれど……そんな恥ずかしいことをするなんて」

「リリー、これは、伝統的な結婚の儀式なんだよ。決して、恥ずかしいことではない」

「そんな儀式なんて、聞いたことがありませんわ！」

「今まで、友人の披露宴に参加したことは？」

「あ、ありませんけれど」

　なにせ、初めての友人がオーレリアなのだ。今までエリザベスは、披露宴に呼ばれるほどの親しい友人はいなかった。

「だったら、リリーはガータートスを知らなくて当然のはずだ」

　シルヴェスターは長なが椅い子すに腰かけ、ガータートスの歴史を語りだした。

「始まりは、五世紀前だったか──当時の国王が、戦場へ赴おもむかなければならない兵士達へのせめての慰なぐさめに、花嫁のガーターをお守りとして捧ささげたことが始まりと言われている。兵士達は花嫁の神聖なガーターの祝福を受け、果か敢かんに戦ったのだとか」

「そのお話、本当ですの？」

「本当だ」

　真しん偽ぎを確かめようとエリザベスは探さぐるような視線を向けるが、シルヴェスターの翠みどりの目は揺ゆるがない。噓偽いつわりのない色を滲にじませているように見える。

「今から戦いへ赴く私達に、必要な儀式ではないかと思うのだけれど」

「……」

「この私にも、花嫁の神聖な祝福を分けてくれないだろうか？」

「……」

　それだけ歴史や伝統のある儀式だというのならば、異を唱えるほうがおかしい。エリザベスはそう自分を納なつ得とくさせようと思い始めていたが──、

「具体的な方法は？」

「まず、花嫁の前に跪ひざまずいて、花嫁はガーターが見える位置まで婚礼衣装のスカートをたくしあげる」

「ちょっとお待ちになって！」

「なんだい？」

「スカートをたくしあげるなんて、はしたないことはできませんわ！」

「リリー、何度も言うが、これは神聖な儀式なんだ」

　シルヴェスターは懇こん々こんと、ガータートスはいやらしい気持ちでするのではない。清らかで、穢けがれなき儀式なのだと訴える。

「大丈夫。スカートをたくしあげない方法もある」

「それは、どうやってなさいますの？」

「婚礼衣装のスカートの中に、そっと手を差し伸べて──」

「手て探さぐりなんていやらしい！」

「では、スカートの中に、頭を」

「それも、許せませんわ！」

「リリー、我わが儘ままばかり言ってはいけない。君が、恥ずかしいと思う気持ちは理解しているつもりだ。けれど、何回も言う通り、これは神聖な儀式なんだ」

　シルヴェスターは今日、妹であるエリザベス・オブライエンと結婚する。それは、社交界に嵐を呼ぶような出来事でもある。

　ある者は、血は繫つながっていないとはいえ、幼い頃から知る少女と結婚する変態であると糾きゆう弾だんした。またある者は、オブライエン公爵家の財産狙ねらいの結婚であると吹ふい聴ちようした。

「私はこの結婚で、社会的な立場を悪くした気がする」

「それは……悪かったと、思っていますわ」

「すべて、リリーが私に命じたことだ。別に、後こう悔かいはしていないけれど……心に傷がないわけではない」

　ガータートスは、シルヴェスターの心を癒いやす儀式でもあるのだと、切実に主張していた。

「ですが、スカートの中に手を入れる際に、あなたがわたくしに触れてしまう可能性もあるでしょう？」

「それは──そうだね」

　ここで、互いに妥だ協きようしないかと、シルヴェスターが提案する。

「妥協、ですか？」

「そうだ。私は、手を使わない。その代わり、君は自ら婚礼衣装のスカートをたくしあげる。恥ずかしいのであれば、君は目を閉じていればいい」

「あなたは、どうやってガーターを外しますの？」

「口で取るしかないだろう」

「……」

「もちろん、触れてしまったらいけないから、私は目を閉じるわけにはいかないけれど」

　ここまで言われてしまったら、受けないわけにはいかない。

　そもそも、シルヴェスターはエリザベスの挙げた条件はすべて守っていた。

　さらに、シルヴェスターがエリザベスから受けた不名誉について考えると、無下に断ることもできない。

　ガータートスは神聖な儀式。はしたないという考えに至ること自体、おかしいことである。エリザベスは、そう自身に言い聞かせた。

「リリー、どうする？」

　エリザベスは即座に腹を括くくり、ついに頷いた。

「ありがとう。では、さっそく──」

　シルヴェスターはエリザベスの手をそっと摑つかみ、窓まど際ぎわにある一人がけの椅い子すがある場所までエスコートした。

「カーテンは、閉めていただける？」

「お望みのままに」

　カーテンは閉ざされ、部屋の中が薄暗くなる。

　ドクドクと鼓こ動どうする胸をエリザベスは押さえ、息を大きく吸い込んで、吐いた。だが、心はまったく落ち着かない。

　これが、悪魔の所業なのだと実感する。

　シルヴェスターの手を取った地点でこうなることはわかりきっていたのに、事態の予測ができなかった自らをエリザベスは悔くやしく思う。

　シルヴェスターはエリザベスの前に跪ひざまずき、顔を見上げた。

「あなたは……何度も思いましたが、そうやって簡単に跪きますのね。誰にでも、そうやって尻しつ尾ぽを振っているのではなくって？」

「そんなことはないよ。世界で唯ただ一人、リリーだけだ」

　潤うるんだ目を細め、熱に浮うかれたような表情でシルヴェスターは話す。それに、返す言葉が見つからない。

「リリー、早くしないと、結婚式の時間になってしまう」

「ええ……」

　まずは、ガーターとストッキングを結ぶリボンを解ほどかなければならない。

　シルヴェスターは手伝いを申し出たが、即座に断る。

「少しの間、目を閉じていてくださる？」

「仰おおせの通りに」

　シルヴェスターがしっかり瞼まぶたを閉じたのを確認すると、エリザベスはスカートに手をかける。

　自分からスカートをたくしあげることなど、もう二度とすることはないと思っていた。

　ふくらはぎを見せることでさえ、顔から火が出るほど恥ずかしかったのに。

　すべてはこの悪魔のせいだと睨にらみつけるが、シルヴェスターは目を閉じているので、効果はまったくない。

　このままスカートを握にぎっていたら、皺しわになってしまう。エリザベスは意を決し、スカートをゆっくりと上げた。

　シルヴェスターが目を閉じているとわかっていても、かなりの羞しゆう恥ち心しんを覚える。

　静かな中、布が擦こすれる音だけが聞こえていた。

　人前で肌を露ろ出しゆつするなど、はしたないことである。しかし、これは神聖な儀式。

　羞恥心に耐えつつ、今は自身にそう言い聞かせるしかない。

　婚礼衣装のスカートはボリューム感があり、紐を解こうと手を離したらすぐに下がってしまう。

　侍女の手を借りずにリボンを解くことは、エリザベスにとって難しかった。だからといって、シルヴェスターの手を借りるのは絶対にイヤだった。

　もたもたしながらも、必死になってリボンを解いた。ついでに、ガーターを縛る紐も外しておく。

「もう、よろしくってよ」

「おや、リリー。靴くつやストッキングがあったら、ガーターが引っかかって取れないよ」

「靴やストッキングも脱がなければなりませんの？」

「ガーターを引き抜く時に、うっかり引っかかって君に触れてしまうかもしれない。それでもいいのならば、そのままでもいいけれど」

　エリザベスは深く長い溜息を落としたあと、再度シルヴェスターに目を閉じておくように命じる。

　靴を脱ぎ、先ほどと同様に拙つたない手つきでスカートをたくしあげ、ストッキングに手をかける。

「……」

　躊躇ためらっていたら、結婚式の時間になってしまう。エリザベスは息を止め、一気にストッキングを脚あしから下ろした。

　脱いだストッキングを見られるのはなんとなく恥ずかしいと思ったので、椅子の背もたれに隠かくしておく。

「リリー、準備はできた？」

　一度スカートを下ろしてから、返事をする。

「……ええ」

　とうとう、儀式が始まる。

　開いたシルヴェスターの瞳ひとみは、薄暗い中でもわかるほど爛らん々らんと輝いていた。

　目と目が合い、ゾクリと肌が粟あわ立だつ。

　シルヴェスターを見下ろした時の、この瞬間だけは何度見ても慣れない。

　そもそも、男性を見下ろすことなど、普通ならばありえないのだ。

　動どう揺ようを押おし隠かくすため、平静を装うエリザベスをシルヴェスターは誘いざなう。

「さあ、始めよう。恥ずかしいのならば、目を閉じるんだ」

　なんだかそれも、この儀式から目を背そむけるような気がして、負けたような気分になる。

　エリザベスはシルヴェスターを渾こん身しんの眼力で睨み、スカートを摑んだ。

　ゆっくり、ゆっくりと、スカートをたくしあげる。

　シルヴェスターはじっと、エリザベスの足を見ていた。表情が窺うかがえないのも、なんだかイヤだ。

　あまり、時間をかけたくはない。だが、脚は見せたくない。

　手を止めるのも負けたような気がして、できなかった。さまざまな思いが、エリザベスを苦しめる。

　やっとのことで、ガーターが見える位置までスカートをたくしあげた。

「リリー、いい？」

　ぜんぜんよくはない。よくはないけれど、頷く他なかった。

　エリザベスの了承を得たシルヴェスターは片かた膝ひざを突いた姿勢でぐっと迫せまり、エリザベスの腿ももにあるガーターを口で挟む。

　じりじりと、ガーターはエリザベスに一切触れないまま下ろされていった。

　熱い息が脚あしにかかるたびに、エリザベスは羞恥心に耐えられなくなって叫びそうになる。だが、爆ばく発はつしそうな感情は必死に押さえ込んだ。

　最後に、シルヴェスターは四よつん這ばいの姿勢になって、ガーターを足先から外す。

　彼は最後まで、神聖な儀式をやりきったのだ。

　口にくわえたガーターを手で摑むと、彼は恍こう惚こつとした表情で眺ながめていた。

「ああ、リリー……。君は、このガーターに刻まれている通り、世界一美し──」

　エリザベスはシルヴェスターが言葉を言い終える前にガーターを奪い返し、叫んでしまった。

「この、変態っ!!」
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　全力でそう罵ののしったが、シルヴェスターは嫣えん然ぜんとした笑みを返すばかり。ダメージを受けている様子はない。

　悔しさでわなわなと震ふるえるエリザベスは、今になって気付く。

　そもそも、本当に結婚式の慣習であったならば、花嫁修業の際に習っていたはずだ。セリーヌは、そんなことは一言も教えなかった。

　神聖な儀式とか、五世紀にわたる歴史とかは全部噓で、すべてはシルヴェスターの趣味によるものだったのではないか。

　本当にすべきものだったら、シルヴェスターもわざわざエリザベスに叶えるように頼む必要もなかったはずだ。

　エリザベスはシルヴェスターに、いいように騙だまされてしまったことに気付く。

「あなた、なんてことをしてくれましたの？　わたくしはもう、お嫁よめに行けません！」

　嫌いや味みったらしく言ったのに、シルヴェスターはエリザベスに仄ほの暗ぐらい笑みを返すばかりだ。

　気味悪く思って手に握りしめていたガーターを投げつけるが、見事にキャッチされる。

「さぁ、結婚式のために、早くこれを装着しないと」

「それはもう使えなくってよ」

「だったら、私が記念にもらっても？」

「ダメに決まっていますわ！」

　そう言い返したのと同じタイミングで、扉が叩たたかれた。

「若様、エリザベスお嬢様、出発のお時間です。本日は少々道が混んでおりまして、早めに出発できたらと」

「……」

　ガーターどころか、ストッキングを穿く時間さえない。

「リリー、足元はすべてスカートに覆おおわれているから、ストッキングを穿いていないことなんてわからないよ」

　シルヴェスターの助言に、ギリッと奥歯を嚙かみしめる。

　身支度を整えるにしても、新しいガーターが必要だ。侍女を呼ぶにしても、なぜガーターがないのか、なぜストッキングが片方だけ脱げているのか説明のしようがない。

　結婚式当日に起こるのは、おかしなことばかりである。おそらく、侍女達は何も言わずとも用意してくれるだろうが……。

　しかし、変なふうに察せられるのだけはイヤだった。

　実際、シルヴェスターがエリザベスに変なことをしていたわけだが、その事実は棚たなに上げておく。

　墓場まで持っていかなければならない秘密がまた増えてしまった。

　出発する前に、シルヴェスターに靴を履はく手伝いはやらせた。もちろん、足には触れずに、靴だけを固定しておくように命じる。

　これで少しでも屈くつ辱じよくを味わえばいいと思ったが──エリザベスの靴を持つシルヴェスターはとても嬉しそうだった。

　悔しい感情を奥歯で嚙みしめながら、エリザベスは礼拝堂に向かうことにした。
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　馬車の中に、車くるま椅い子すが運び込まれる。シルヴェスターは脚を負傷している設定のため、挙式中も車椅子での移動になるようだ。

　シルヴェスターを戦力として数えさせないための、作戦でもあるらしい。

　左右を使用人に支えられ、シルヴェスターも馬車に乗り込んだ。大した演技力であると、エリザベスは一人観察をしていた。

「今日、エリザベス・オブライエンと、デイモン・エインスワーズは、礼拝堂に現れると思います？」

「必ず、来るだろう」

　シルヴェスターがそう言うならば、本当にそうなるような気がしてならない。

　王都の街並みを眺めながら、エリザベスはしみじみ思う。

「今日まで、いろいろありましたわね」

「リリーは本当に、頑がん張ばってくれた」

「シルヴェスター、あなたがいたから──」

「え？」

「あなたの、腹芸がなかったら、周囲を騙すなんてこと、とてもできませんでした」

「ああ、そういう意味ね」

　最低最悪の、散々な身代わり生活だった。

　エリザベスには双子の姉し妹まいがいて、実の両親までいた。

　何者かわからない相手に誘ゆう拐かいされ、エリザベス・オブライエンとは、炎上する温室で大おお喧げん嘩かし、大嫌いだと罵り合った。

「いろいろありましたが──得たものも、あるような気がします」

　エリザベスがマギニス家で過ごす中で覚えていた違い和わ感かんの正体を、知ることができたのだ。

「わたくしの中には、一人都会に出てきたセリーヌ叔お母ば様の血が流れ、そして、オブライエン公爵の頑がん固こな遺伝子が受うけ継つがれている」

　言い終えてから、頑固なのは両親揃ってだったと、笑い交じりで漏もらしてしまう。

「マギニス家の一員でなかったことは、ショックでしたけれど、やはりそうだったのかと、納得もできました」

「そうだね。君は確かに、オブライエン公爵家の人間だ。その証が、生き方に滲み出ている」

　これからどうするのか。まだ、答えは出ていない。

　おそらく、事件が解決するまで、決めることはできないだろう。

　身代わり生活が終わって、自由になって初めて、エリザベスは自分の将来について考えることができるのだ。

「これから、何が起こるかわからないので、先に言っておきますわ。大変、お世話になりました」

「私は、今は君に何も言わない。縁えん起ぎが悪いからね。すべてが終わったら、ゆっくり話をしよう。私は身代わりの君ではなく、エリザベス・マギニスとしての君と、話がしたい」

「ええ、そうですわね。すべてが終わったら──」

　そんな話をしているうちに、礼拝堂に到着した。

　御ぎよ者しやが扉を開く。

　外は雲一つない晴天が広がっている。

　礼拝堂はクラシカルな煉れん瓦が造りで、由ゆい緒しよある建物だ。

　ここで、新郎新婦の到着を祝福する白い鳩はとが空に放たれた。青空を飛んでいく鳩は、とても美しい。

　再び車椅子が用意され、シルヴェスターは腰かける。押すのは、レントンの仕事のようだ。

「レントン。あなたには、最後まで迷めい惑わくをかけますわ」

「いいえ、とんでもないことでございます」

　オブライエン公爵家に忠誠を誓ちかう執しつ事じに、エリザベスは淑しゆく女じよの礼を返した。

　エリザベスのベールを持つのは、オブライエン公爵家の侍女達だ。今日のために、ブライズメイド役を担になってくれたのだ。

　シルヴェスターとは別れ、ここからはオブライエン公爵と共に歩く。

「まさか、娘の結婚式にこうして父親として立つことになるとはな」

「娘ではなく、娘役ですけれど」

「お前は私の娘だろう」

「そうでしたか？」

　最初は恐ろしいと思っていたオブライエン公爵であったが、今は怖こわくない。嫌味の一つを返す余裕もある。

　セリーヌに翻ほん弄ろうされた過去を聞いたからだろうか。不思議なことである。

「お前は、母親にそっくりだ」

「わたくしの、どんなところが？」

　エリザベスはツンとした態度で、オブライエン公爵に訊たずねた。

「そういう、気が強いところだ」

　ここで、礼拝堂の扉が開く。中は白を基調とした、太陽の光が暖かく差し込む明るい空間であった。

　パイプオルガンによる演奏と共に、エリザベスは赤い絨じゆう毯たんの上を一歩一歩、父親役であるオブライエン公爵と共に歩いてく。

　参列席は、すべて埋うまっていない。半分ほど、空いていた。急な結婚式なので、こんなものだろう。

　ユーインも、席に着いている。眉み間けんに皺を寄せ、腕組みしながら気難しい表情でいた。

　その前には、コンラッド王子も座っている。ユーインとは違い、笑顔で拍手をしていた。

　エリザベスは前を見み据すえる。前方には、車椅子に座ったシルヴェスターと、祭さい壇だんと神父が見えた。

　赤あか薔ば薇らと白百合が描かれたステンドグラスは美しく輝いている。

　これで、最後だ。そんなことを考えていると、ドキン、ドキンと胸が高鳴った。

　オブライエン公爵は、シルヴェスターの前でエリザベスから腕を離す。

　とうとう、結婚式が始まるのだ。

　パイプオルガンの演奏で参列者と共に賛美歌を歌い、神父より開会の宣言がある。

「──これより、シルヴェスター・オブライエン、エリザベス・オブライエンの結婚式を執り行います。異を唱える者は、いませんね？」

　そう、問われた刹せつ那な、礼拝堂の扉が乱雑に開かれた。

　突とつ如じよとして現れた人物は、エリザベス・オブライエンである。

　期待通り、シルヴェスターとエリザベスの結婚式に乗り込んできたのだ。

　婚礼衣装に似た純白のドレスを身に纏い、その手には花束ではなくナイフが握られている。

　シルヴェスターはエリザベスの手を摑むと、車椅子の背後に回るように促うながした。

　オブライエン公爵家の護衛や、オブライエン公爵も前に出てくる。

　事情を知らない参列者は、姿形がそっくりなもう一人のエリザベスの登場に、騒そう然ぜんとなった。

　エリザベス・オブライエンはエリザベスを指差し、糾弾するように叫ぶ。

「その女は、偽にせ物ものよ!!」

　だが、その言葉に答えたのはシルヴェスターでも、エリザベスでもなく、オブライエン公爵だった。

「ここにいるエリザベスは偽物ではない。私の娘だ。そしてお前も、私の娘だ」

　エリザベス・オブライエンは、深い憎にくしみの目を父親であるオブライエン公爵に向けていた。

　思わず立ち止まった彼女に、オブライエン公爵は静かに語りかける。

「悪かったと、思っている。私がふがいないばかりに、お前を不幸にしてしまった」

「そ、そうよ。あなたが、不ふ貞ていを働いたせいで、わたしは、生まれてしまった」

「すまなかった。お前には、私を責める権利がある。そのすべてを、受け入れよう」

　オブライエン公爵にも、心境の変化があったようだ。まっすぐに、エリザベス・オブライエンを見つめている。

「想いは口に出さなければ、相手に伝わらない。そのことにようやく気付いた。だから、なんでもいい。思っていることをすべて、話してくれ」

　エリザベス・オブライエンが、珍しく、唇くちびるをきゅっと嚙みしめている。

　逆に、オブライエン公爵が、思いの丈たけを口にした。

「私は、お前のことを愛したいと、ずっと思っていた。けれど、素す直なおに愛情を示すことができなかった」

「……」

　そろそろ思いつく限りの罵ば倒とうをぶつけると思いきや、エリザベス・オブライエンは何も言わない。

　たただた、拳こぶしを握ってその場に立ち尽くすばかりだ。

　その間に、オブライエン公爵は参列者に説明した。

「ここにいる二人の娘は、私が二十年前に交際していた女性が産んだ双子だ。いろいろ事情があり、二人を引き取ることができなかった」

　突如語られた真実に、参列者は絶句していた。エリザベス・オブライエンも、公衆の面前で父親の口から真実が語られるとは思っていなかったのだろう。目を見開いたまま、啞あ然ぜんとしている。

　オブライエン公爵は話を続ける。

「それから、公爵位はシルヴェスターに継けい承しようさせる。この件は、国王陛へい下かや枢すう密みつ院いんで話し合われ、決まったことである。異を唱える者は、国王陛下の決定に逆らうことになると理解してほしい」

　最後に、オブライエン公爵はエリザベス・オブライエンに改めて問いかける。

「お前は今日、ここに何をしに来たのだ？」

「お兄様を、殺しに来たの。歩けなくなって可哀想かわいそうだし、私を、愛してくださらないから」

　それを言いきった瞬間、エリザベス・オブライエンは参列者に混ざっていた警備兵に取り押さえられる。ナイフは即座に叩き下ろされた。

「ちょっと、何をするのよ！　痛い！」

　礼拝堂から引きずり出されようとしてるエリザベス・オブライエンを、エリザベスは引き留める。

「エリザベス・オブライエン。あなたはこれまで、シルヴェスター・オブライエンと、向き合って話したことがありますか？　きちんと、気持ちは伝えました？　先ほど、オブライエン公爵が言っていた通り、想いは言葉にしないと伝わりませんのよ？」

　エリザベスの訴えを聞いたエリザベス・オブライエンは、ハッとしたように振り返った。

　オブライエン公爵は娘を放すよう、指示を出す。

　自由になった途と端たん、エリザベス・オブライエンはシルヴェスターのもとへと駆かけ寄った。

「お兄様！　シルヴェスターお兄様！」

　車椅子に座ったシルヴェスターの膝に縋すがり、ポロポロと涙を零こぼす。

「わたし、お兄様のことを、ずっと、ずっと、お慕したいしていたの。今も、心から愛しているわ……」

　エリザベス・オブライエンの言葉に、シルヴェスターは首を横に振る。

「リズ……正直に言うよ。私はずっと、君を、利用していたんだ」

　新しくやってきた妹を可愛がることによって、シルヴェスターはオブライエン公爵家での居場所を作っていたと、正直に告白したのだ。

「酷ひどい、兄だったね」

「そんなことないわ。お兄様だけだった。わたしに、優しくしてくれたのは」

　シルヴェスターは首を振って否定した。

「すべて、私が悪かった。すまなかったと、思っているよ」

「お兄様……」

「私は、君の気持ちに応えることはできない。自分勝手な男だからね。けれど、君の幸せは、心から願っているよ」

　エリザベス・オブライエンはゆっくりと、シルヴェスターから離れる。

　一方的な想いであったと、ようやく自覚したのだろう。

　エリザベス・オブライエンは失恋してしまった。

　ふらふらと立ち上がり、シルヴェスターに背を向ける。それと同時に、再び警備兵に拘こう束そくされた。

　しかし、このまま大人しく引き下がる彼女ではない。

　最後に、エリザベス・オブライエンは参列者の席にいた一人の男を指差した。

「紹介するわ。わたしを、支し援えんしてくださった、親切なお方。デイモン・エインスワーズ。彼は、公爵令嬢誘拐事件と、お兄様の事故に関与しているわ」

　指差された男は、弾はじかれたように立ち上がった。

　どうやら変装して、結婚式に参列していたようだ。隙すきあらば、危害を加えようとしていたのだろう。

「デイモン・エインスワーズが犯行に関わった証しよう拠こなら、わたしがすべて握っているわ」

　エリザベス・オブライエンが、皆の前で二人が協力関係にあったことを暴ばく露ろする。

「それでは、ごきげんよう！」

　言いたいことだけ言って、彼女は高笑いしながらその場を去る。

　残されたデイモンは弾かれたように立ち上がり、関与を否ひ認にんした。

「違う。あの女に、唆そそのかされたんだ！」

「──本当に？」

　そう問いかけたのは、コンラッド王子である。

「罪は、認めたほうが軽くなるし、楽になるよ？」

　いつもの飄ひよう々ひようとした笑顔ではなく、王族の威い厳げんが溢あふれるような表情で諭さとすように言った。

「わ、私は……私は……違うんだ」

「兄上」

　ユーインが立ち上がり、兄デイモンを憐あわれむような視線を向けながら言った。

「もう、すべて、終わりにしましょう。見苦しいです」

　デイモンは脱だつ力りよくするかのように、ストンと腰を抜かす。

「……最初から、公爵位を、私に譲ゆずってくれたら、あんなことなど、しなかったのに」

　やはり、デイモンはオブライエン公爵家の爵しやく位いを欲ほつしていたのだ。それが叶わないとわかり、エリザベス・オブライエンから双子であることを聞かされ、彼女の目的に協力していたのだろう。

　エリザベスはデイモンのもとへと近づき、睨みながら問いただす。

「あなたはなぜ、わたくしが偽物だとわかっていて、誘拐なんかしましたの？」

「それは……公爵家のすべてを、手に入れるためだ」

　そのために、突如として現れたエリザベス・オブライエンと手を組んだという。

「最初は、君を酷い目に遭あわせるつもりはなかったんだ」

　本来ならば、行ゆく方えをくらましたエリザベス・オブライエンの情報を提供し、ユーインに救出させる予定だったらしい。

　しかし、情報の伝達が上う手まくいかず、エリザベスは怪我を負おってしまった。

「君とユーインの婚約が破談になりかけていたのを知って、誘拐事件をきっかけに、関係を修復させようと、思ったんだ……。大ごとにするつもりは、これっぽっちもなくて……」

「でも、身代わりであるわたくしと、ユーインの仲が上手くいっても、意味はないでしょう？」

「それでも、オブライエン公爵の娘であることに変わりはない。力づくで君達を結婚させるつもりだった。ユーインは、君のことを気に入っていたようだから」

　身代わりのエリザベスはユーインと結婚させ、エリザベス・オブライエンはシルヴェスターと結婚させるようにする。

　そんな画策をしていたらしい。

　しかし、その計画も、ユーインの婚約破は棄き騒そう動どうによって無む駄だになってしまった。

「最悪だったよ。弟を公爵にするために、私はゴロツキ相手に大金を積んだのだから」

　ユーインを公爵にすることは、デイモンの悲願だった。心血を注いで達成しようと、暗あん躍やくを重ねていたのだ。

　しかし、それも叶わないとわかり、絶望する。

「やはり、脅きよう迫はく状じようを送ったのも、あなたでしたのね」

「そうだ。こうなったら、徹てつ底てい的てきに排はい除じよしようと思ったのだ」

　かつてオブライエン公爵よりすべてを否定され、継承権を一方的に破棄された日の記憶が甦よみがえり──強い復ふく讐しゆう心しんが芽生えた。

「そもそもだ、オブライエン公爵家と繫がりのないシルヴェスターに爵位を継がせるなど、絶対に許せないことだ。父は伯お父じよりも優秀な人だったのに、長子相続法のために、オブライエン公爵家の爵位を継げなかったというのに……！」

　恨うらみの根は深い。デイモンの父である前エインスワーズ伯はく爵しやくは、喉のどから手が出るほど、オブライエン公爵家の爵位を欲していたようだ。

　デイモンはそんな父親の背中を見て、育ったらしい。

　自分の継承権は破棄されてしまったが、せめてユーインにと思っていた。ゆくゆくは、デイモンの子とユーインの子を結婚させてと、将来設計まで立てていたのだ。

「残念ながら、失敗したが、私は──」

　言い終える前に、エリザベスはデイモンの頰ほおを打った。

　デイモンの頰には綺麗な手の跡が残っている。エリザベスの手も、じんじんと痛んだ。

「自分勝手で、最低最悪な行為ですわ。あなたのせいで、皆が、どれだけ苦しんだか……」

　そのあとは、声が震えて言葉にならない。

　涙を堪こらえ、デイモンを睨み続ける。

「兄上、彼女に、謝ってください」

「……」

「兄上！」

「ユーイン、よろしくってよ」

　感情のこもっていない謝罪など、まったく意味はない。だから、これ以上話すこともない。あとは、法が彼を裁くだろう。

　デイモンはすぐさま警備兵に拘束される。

　結婚式が逮たい捕ほ劇げきに変わり、何がなんだかよくわからない状態のまま、参列者は警備兵の誘ゆう導どうで礼拝堂から出る。オブライエン公爵ももろもろの事情を話すために別室に向かった。

　残ったユーインが、エリザベスとシルヴェスターのもとへとやってくる。

「すべて、終わりましたね」

「案外、あっけなかったけれど」

「ナイフを持ち込まれたのに、あっけないの一言で片付けないでください」

「そうだったね」

　シルヴェスターとユーインはしばし見つめ合う。

「ユーイン、いろいろと、ありがとう」

「シルヴェスター、私はあなたに礼など言いませんよ」

「君は、それでいい」

　ユーインは険しい表情のまま、車椅子に座るシルヴェスターへ手を差し伸べた。

　シルヴェスターはその手を摑んで、立ち上がる。

「では、私はこれで」

　ユーインはそう言って、踵きびすを返す。

「待って！」

　エリザベスはユーインを呼び止め、背中に向かって頭を下げた。

「ありがとう。それから、ごめんなさい」

　ユーインは振り返って、複雑そうな表情を浮かべていた。

「エリザベス嬢、あなたにはお世話になったので、私からもお礼を言わせてください。ありがとうございました」

　言いきったユーインの表情には、影があった。無理もないだろう。実の兄が、事件の真犯人だったのだから。エリザベスは去ろうとしたユーインの腕を取り、言葉をかける。

「ユーイン。あなただったら、エインスワーズ家の立て直しも、必ずできるでしょう」

「エリザベス嬢……」

　ユーインは熱い眼まな差ざしを向けていた。

「な、なんですの？」

「いいえ、やっぱり、あなたのことが好きだと思ったのですよ。出会いは最悪でしたが、あなたの生き様を、とても眩まぶしく思っていました。負けず嫌いなところも、とても、可愛らしいなと」

　ユーインの二回目の告白だった。想定外の事態に、エリザベスは目をぱちくりさせる。

「エリザベス嬢、私は──」

「ユーイン、ちょっと待ってほしい。抜ぬけ駆がけはよくない」

「シルヴェスター、邪じや魔ましないでください」

　間に割って入ってきたシルヴェスターを、ユーインは手で押しのける。

「今だから言いますけれど、エリザベス嬢との間を一度や二度ではなく、何度も妨ぼう害がいしてくれて。絶対に許さないので！」

「なんのことかな？」

「食事に行くなとか、二人きりで会ってはいけないとか」

「まったく覚えがないな」

　言い合うシルヴェスターとユーインを見て、エリザベスはやっと気付く。

　二人の仲が悪かった理由は、エリザベスにあったのだと。こめかみを揉もみ、深い溜息を一つ落とした。

　シルヴェスターに背中を向ける形で二人の間に割って入り、ユーインに話しかける。

「ユーイン、あなたのお気持ち、とても、嬉しく思います」

「ありがとう、ございます」

「ですが、ごめんなさい。あなたのことは、お友達としてしか見ることができなくて……想いに応えることは、できません」

「そう、ですよね。諦あきらめの悪いことを言って、すみません。どうか、忘れてください」

　その言葉に、返事をしていいのか悪いのか、判断に迷う。そんなことを考えているうちに、ユーインは答えを出したようだ。

「エリザベス嬢、これからも、よい友達でいましょう」

　ユーインと友達でいたいというのは本心だ。エリザベスはそう思い、差し出されたユーインの手を握る。

　それは友情を確かめるかのような、固い握あく手しゆだった。

「それでは」

　ユーインは礼拝堂から立ち去る。

　これで、エリザベスとシルヴェスターの二人きりとなった。

「まさか、今日一日で、すべての問題が解決できるとはね」

「驚きましたわ」

　シルヴェスターの言う通り、案外あっけないとエリザベスも思った。

「リリー、君の身代わりの仕事も、今この瞬間に、終わってしまった」

「ええ」

「立派に、務め上げてくれたね」

「理想的な身代わりではなかったでしょうけれど」

　自由奔ほん放ぽうな公爵令嬢エリザベス・オブライエンを演じるということは、とても難しいことだった。彼女の生き様はあまりにも倒とう錯さく的てきで、悲ひ愴そう感かんに満ちていた。いくら顔が一緒とはいえ、ごく普通の家族の中で育ったエリザベスにはとても真ま似ねできない。

「その代わり、リリーは理想的な淑女レデイではあったけれど」

「それは叔母の……指導の賜たま物ものですわ」

「ブライトン伯爵夫人、リリーとリズの生みの母の教えだね」

　セリーヌに対しては、いまだ複雑なままだ。まだもうしばらく、時間が必要なのかもしれない。

　会話が途切れた瞬間に、礼拝堂の鐘かねが鳴る。

　エリザベスは童話の主人公のように、魔法が解けていくようだと思った。

　公爵令嬢を演じていたエリザベスは、もとの牧場主の娘に戻る。もう、朝に侍女が紅茶を用意して待っていることなんてないのだ。

　正直なところ、嬉しくはない。解放感や達成感があるわけでもなかった。あんなに嫌いやだった身代わり生活が終わったのに。

　さまざまな思いが錯さく綜そうする。

　エリザベスは出入り口を振り返った。そこには、光が満ちている。まるで、これからの己の人生を照らしてくれているようでもあった。

　一度、シルヴェスターに向かって淑女の礼をしてから、エリザベスはドレスの裾すそを翻ひるがえし、歩き始める。

　新しい人生への、一歩であった。

「リリー！」

　エリザベスはピタリと動きを止める。だけど、振り返らない。

　シルヴェスターはエリザベスの前に回り込むと、片膝を突いた。そして、手を差し伸べながら懇こん願がんする。

「リリー。君のことを、愛している。どうか私と、結婚してくれないか？」

　物語にあるような、情熱的な求婚であった。

　今まで異性から、このように求められたことなどないだろう。それは、嬉しいことである。可愛くない、生意気だと言われてきたが、きちんと愛してくれる男性はいるのだ。

　熱い視線を受け、エリザベスの心は高鳴る。胸に手を当て、初めてエリザベスは自分の素直な気持ちと向き合った。

　シルヴェスターへ、エリザベスは初めて甘やかな笑みを向ける。そして──、

「その求婚、お断りいたしますわ」

「え？」

「わたくし、これからの将来のことは、自分で考えたいと思っていますの」

「リリー、それは……？」

「ごきげんよう！」

　スカートを摘つまみ、エリザベスは駆けだす。

　光に包まれた扉の向こうには──誰のものでもない、自分だけの希望に溢れた未来が待っているのだ。
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　事件のほとぼりが冷めたあと、エリザベスはオーレリアの家を訪問した。

　今日、直接彼女に本当のことを告白しようと思っていたのだ。

　しかしすでに、オブライエン公こう爵しやく家けの醜しゆう聞ぶんは新聞などで報道されている。二人のエリザベスの身代わり劇の顚てん末まつは、社交界中に広まっていたのだ。

　真実を知ったオーレリアは会ってくれないのではと不安だったが、すぐさま時間を作ると言って応じてくれた。

　客間に通され、ドキドキと高鳴る胸を押さえる。オーレリアはすぐにやってきてくれた。

「エリザベス様!!」

　オーレリアはエリザベスのもとに駆かけ寄より、そっと優しく抱きしめた。

「連れん絡らくしてくれて、ありがとう。ずっと、心配していたの。あなたは繊せん細さいだから、深く落ち込んでいるのではないかと思って」

「オーレリア様……ありがとう。でも、わたくしは、公爵家のエリザベスでは」

「わかっているわ」

　驚くべきことに、オーレリアは怒っていなかった。それどころか、肩を震ふるわせるエリザベスを、励はげますように撫なでてくれる。

　じわりと涙が溢あふれてきた。今まで一人で抱かかえていた感情が、堰せきを切ったように溢れ出す。

　身代わりなんて、できるわけがない。けれど、実家の復ふつ興こうのため、やらなければならなかったのだ。

　エリザベスが持つ武器は、気の強さだけ。そんな中で、ずっと戦っていた。

　不安だったのだ。口に出してしまえば、脆もろく崩くずれてしまうようで、言えなかった。

　涙を流すうちに、頑かたくなに張っていた虚きよ勢せいが消えてなくなる。エリザベスを抱きしめてくれたオーレリアの温ぬくもりが、そうさせてくれたのだ。

　エリザベスはゆっくりと、これまでの事情を語る。

「やっぱり、エリザベス様は、エリザベス・オブライエンではなかったのね」

「ええ」

「おかしいと思っていたのよ。振る舞いから言動まで、別人のようだったから」

　しかし、腹はら黒ぐろ鬼き畜ちくシルヴェスターの設定のおかげで、信じてしまったらしい。

「ごめんなさい。シルヴェスター・オブライエンについての話も、噓うそが含ふくまれていて」

「すべて噓じゃないところが、引っかかるけれど……まあ、いいわ」

　オーレリアはエリザベスを諭さとすように言う。

「私は、今まで付き合っていたエリザベス様が大好きだから、別に気にしていないわ。これから先も、友達であることに変わりはないし」

「オーレリア様……ありがとう」

　これ以上、嬉しいことはないだろう。エリザベスは何度も礼を言った。

　そのあと、紅茶を飲んで心を落ち着かせる。

「なんだか、湿っぽくなってしまったわ」

「ええ」

　ここで、オーレリアは気分転てん換かんをしようと提案した。

「外は天気がいいし、出かけましょう」

「え？　ど、どちらへ？」

「いいから、行きましょう」

　エリザベスの手を取って、ズンズンと廊ろう下かを進んでいく。

「オーレリア様、いったい、どこに行きますの？」

「絵本とお菓子をたくさん買って、孤こ児じ院いんにでも行こうかと思って」

　オーレリアは週に一回、慈じ善ぜん活動をしているらしい。菓か子しを手作りして持って行くことがあるのだとか。

「で、でも、わたくし、子どもと何を話したらいいのかわかりませんわ」

「大丈夫。向こうから話しかけてくるから」

　有う無むを言わさず、エリザベスは馬車に乗せられて街に連れて行かれた。

　まず、立ち寄ったのは古本屋であった。小さな店てん舗ぽで、掲かかげられている看板は斜めになっている。店内には本が雑多に積み上げられていた。出入り口にも、本が置いてある。

「オーレリア様、こちらは？」

「古本屋。子ども達にプレゼントするの。新しい本より、古本のほうがたくさん買えるのよ」

　新品を三冊買うよりも、古本を十冊買ったほうが子どもは喜ぶ。

「降こう誕たん祭さいの時は新しい本を買ってあげるけれど、普段はここで選んだものを持って行っているの」

　オーレリアはバザーで費用を稼かせぎながら、慈善活動をしているらしい。たまに、資し金きん繰ぐりに失敗した時は、王宮勤めの給金をつぎ込むこともあるのだとか。

「あなたが熱心な慈善家だとは知りませんでした」

「他人にひけらかすことでもないから」

「それもそうですわね」

　オーレリアとそんなことを話しながら、店内に一歩足を踏ふみ入れる。

　店の本棚にはぎっしりと本が詰まっていて、指を差し込む余裕もないように思えた。床ゆかにも雑多に本が置かれていて、足の踏み場もない所もある。

　奥にはカウンターがあるが、店主と思しき老人は居眠りをしていた。一いつ瞬しゆん、生きているのかと気になったが、口元がもごもごと動いているのを見て安あん堵どする。

　しかし、この店の状態はあまりにも酷ひどい。

「なんて場所──」

　エリザベスは眉まゆを顰ひそめて非難しかけたが、埃ほこりを吸い込んで咳せき込んだ。

「エリザベス様、ハンカチを口に当てていたほうがいいわ」

「ええ……」

　オーレリアは世界を旅する冒険家のように、果か敢かんに本と本の狭せまい間を通り抜けて絵本売り場を目指していた。

「エリザベス様、こちらよ！」

　どうやら発見したようである。世紀の大発見をしたような表情でエリザベスを振り返って教えてくれた。

　スカートに埃がつかないよう裾すそを摘つまんで持ち上げ、絵本売り場まで移動する。

「くっしゅん！」

「あら、エリザベス様、大丈夫？」

「なんとか」

　一刻も早く本を選んで店を出なければならない。エリザベスは雑多に積まれた絵本を睨にらみながら、そう思っていた。

「さあ、選びましょう！」

　どうやら、中身を確認してから買うらしい。

「一冊、一冊調べていますの？」

「ええ、もちろん。つまらない本を持って行ったら、子ども達ががっかりするでしょう？」

　オーレリアはしゃがみ込み、本を膝ひざの上に置いて広げる。真剣な眼まな差ざしで読み始めた。

　エリザベスは溜ため息いきを吐つき、覚かく悟ごを決めてからオーレリアの隣となりにしゃがみ込む。

　何が好まれるのかと、本の題名が書かれた背表紙をひとつひとつ吟ぎん味みしていたが──。

「あら」

　一冊の絵本を抜き取る。それは、エリザベスが子どもの頃に好きだった絵本だった。

「オーレリア様、こちらはいかが？」

　エリザベスが差し出した本を見たオーレリアは、すぐに首を横に振る。

「その本は分厚過ぎるわ。もっと、薄うすくて絵の大きな本にしてちょうだい」

「でも、短編ですし」

「挿さし絵えが小さい本は、子ども達が退たい屈くつしてしまうの」

　エリザベスは腑ふに落ちない気分になりながらも、子どもの気持ちはわからないので本棚に戻す。

「エリザベス様、私もその本は好きよ。特に、女の子がシュガーでできているって話が気に入っていて、何度も母に読んでもらったわ。ええっと、どんな感じだったかしら」

　エリザベスも母親にせがんで何度も読んでもらったので、本の内容はほとんど頭の中にある。

「──女の子は何でできているの？　──シュガーと、スパイスと、いろんな素敵なものでできているの……ですわね」

「そう、それ！」

　記憶の中にある童どう謡ようの一節を読み上げれば、オーレリアも嬉しそうに応えてくれる。

　オーレリアはこの物語の少女のように、シュガーとスパイス、それからいろんな素敵なものでできている人だとエリザベスは思った。

　たくさんの愛情を受けてまっすぐに育っている。

「私の通っている孤児院は女の子がほとんどで……彼女達が幸せになるにはどうしたらいいのか日々考えていたのだけれど、答えは絵本の中にあったのね」

　オーレリアは、孤児達が素敵な女の子になるための手助けをしたいのだ。

　ぜひとも叶えてもらいたい夢だとエリザベスも思う。




　その後、二人は真剣に本を選び、十五冊の絵本を買って店を出る。

　オーレリアは腕を広げて、空気をめいっぱい吸い込んで言った。

「ああ、空気が美お味いしいわ」

「本当に」

　一方のエリザベスは、げんなりとしつつ、店をあとにした。

　続いて、菓子を買うという。しかし、街で人気の店は素す通どおりした。馬車が止まったのは、下町にある小さな菓子店だ。

「オーレリア様、ここは？」

「お気に入りのお菓子屋よ」

　建物は古びていて、ドアの建て付けが悪いのかなかなか開かない。最終的に、オーレリアはドアを蹴けりつける。

「ふん！」

「……」

　力ちから業わざでドアを開き、店内へと入った。

　店内は狭かったが、古本屋と違って塵ちり一つなく清せい潔けつだった。ガラスケースなどはなく、菓子が瓶びんの中にぎっしりと詰められている。

「いらっしゃい。おや、オーレリアお嬢様ではないですか」

　腰の曲がった老ろう婆ばが店の奥から出て来る。オーレリアを見て、糸のように細い目をさらに細めていた。

「こんにちは。いつものを詰めていただけるかしら？」

「はい、ありがとうございます」

　常連らしく、「いつもの」で通じるらしい。コインを一枚手渡すと、紙袋に大量のクッキーを詰めてくれる。それを、オーレリアの侍じ女じよが受け取った。

「さて、行きましょう」

「ええ」

　ここでも、エリザベスは思う。バターたっぷりの高価な菓子よりも、素そ朴ぼくな味わいのクッキーのほうが子ども達は喜ぶのだろうと。

　そこからは馬車に乗らずに、歩いて孤児院へと向かう。

「この先の道は馬車が入れないの。三分くらい、歩いてもらうわ。平気？」

「ええ、よろしくってよ」

　そう答えたあと、十分は歩かされた。健けん脚きやくなオーレリア一人だと、三分で行けたのかもしれない。下町の道はでこぼこの石いし畳だたみに、ゆるやかながら坂道と、普段行き来する道より歩きにくかったのだ。

　やっとのことで孤児院に到着した。

　そこは柵さくに囲まれた二階建ての建物で、壁には蔓つるが張りついていた。屋根の瓦かわらは部分的に剝はがれていて、木の板で補修している。相当年季が入っていることが見て取れた。

　外では子ども達が楽しそうに遊んでいる。皆、同じ紺こん色いろの服を着ていた。女の子の髪は、全員短く切きり揃そろえられている。

　子ども達はオーレリアに気付くと、目を輝かがやかせて近寄ってくる。

「わあ、オーレリア様だ！」

「こんにちは、オーレリア様！」

「みなさん、ごきげんよう」

　子ども達に挨あい拶さつするオーレリアが、いつもより気取っているように見えて笑いそうになる。微笑ほほえましい光景であった。

「あれ、今日は初めてのお姉さんがいる」

「本当だ」

　今度はエリザベスにも注目が集まった。子どもの前でどういう反応をしていいのかわからず、たじろいでしまう。

「彼女は私のお友達で、エリザベスっていうのよ」

「エリザベス様、綺き麗れいなお名前！」

「エリザベス様、ようこそ！」

　まさかの大だい歓かん迎げいである。

　その後、子ども達の相手は一旦侍女に任せ、二人は院長に挨拶に行った。

「どうも、オーレリア様に、はじめましてのお嬢さん」

「エリザベス・マギニスと、申しますわ」

　久々に、マギニスと名乗った気がする。オーレリアと二人、顔を見合わせて肩を竦すくめた。

　院長は初老の男性で、聖職者のようなローブを纒まとっている。気苦労が絶えないからか外で走り回る子ども達同様に、ガリガリに瘦やせていた。

　窓から見える子ども達は、元気よく遊んでいた。しかし、皆が皆、同じ髪型に同じ服という光景はエリザベスには異様に映ってしまう。

　エリザベスは失礼になるかもしれないと思いながらも、孤児院の経営状態について訊たずねる。院長は嫌いやな顔をせずに、答えてくれた。

「ここは貴族様からの寄付で成り立っておりまして──」

　複数の家が少しずつ金を出し、経営している状態だと言う。

「国の法令で金額が決まっており、この通り、ギリギリの生活を送っています」

　壁紙は剝がれ、暖だん炉ろの煉れん瓦がは欠けている。テーブルクロスには繕つくろったあとがたくさんあり、椅い子すは座ったらギシリと音を立てて軋きしんだ。

「幸いにも、二十歳以下のご令れい嬢じようの支援はいくらでも受け付けていいようになっていますので、オーレリア様の厚い活動には、大変感謝をしています」

　年若い令嬢の慈善活動は、社会勉強の一環として許可されているらしい。ただ、活動資金は自分で稼いだもののみという決まりもあって、なかなか進んで行う者はいないのが現状だと院長は話していた。

「風呂は週に一度、洗せん濯たくは二日に一回と、環境はあまりよくないのですが、子ども達はのびのびと暮らしています」

　ここで、皆が同じ服で、髪が一様に短い理由を知った。おそらく、石せつ鹼けんを節約するためだろう。不自由なく育ったエリザベスには、衝しよう撃げき的てきな話であった。




　その後、エリザベスは絵本の読み聞かせをすることにした。

　室内は灯りを点つけていないので薄暗い。よって、青空の下で本を開く。

　集まった少女達は、目を輝かせながらエリザベスの読む本を覗のぞき込こんでいた。

「……めでたし、めでたし」

　本をパタンと閉じると、少女の一人が指差す。

「あら、裏に何か書いてあるわ」

　絵本の裏表紙には、持ち主の名前が書かれていた。古本ならではのことだろう。

「ねえ、なんて書いてあるの？」

　無む邪じや気きに訊きかれた質問に、エリザベスは驚く。少女は十歳くらいに見えたが、文字が読めないようだった。

「これは……ヴァレリ。元気な子、健康なという意味の名。あなたは、なんというお名前ですの？」

「あたしは、アメリア」

　エリザベスはその辺にあった石を摑つかみ、アメリアと書く。

「アメリアはこう書きますの。意味は、愛される子」

　そう言った瞬しゆん間かん、アメリアと名乗った少女は大きな目を見開き、ポロポロと涙を流す。

「わ、私、お父さんとお母さんに会ったことが、なくて──」

　どうやら両親ともにすでに亡なくなっているようで、少女に唯ゆい一いつ遺のこされたのがアメリアという名前だったらしい。

「よ、よかった、あたし、愛されていたんだ……」

　エリザベスは呆ぼう然ぜんとする。生を持って生まれてきた子ども達は、平等ではないのだと。

　そして、自らが恵めぐまれた環境で暮らしてきたことを目まの当あたりにした。

　彼女らは、自分の名前の文字も読めないどころか、書けもしない。それが、当たり前の世界だった。

　私物などは、自分達で考えたマークを使って管理しているらしい。エリザベスの石を持つ手が震えた。

　孤児院の子ども達が時折浮うかべていた虚うつろな表情は、どうしてかエリザベス・オブライエンを彷ほう彿ふつとさせる。

　その正体に、エリザベスは気付いた。

　愛が満たされない者の、切ない悲しみだったのだ。

「ねえ、エリザベス様、あたしの名前はどういうふうに書くの？」

「ぼくも知りたい！」

　子ども達は好奇心旺おう盛せいであった。エリザベスはリクエストを受け、地面に名前を書いていく。

　それを真ま似ねて、子ども達は自分の名前が書けるようになった。

「空の綴つづりはこれ。海はこう書いて、星はこう」

　一時間後、エリザベスの周囲は石で書いた文字で埋うめ尽くされていた。子ども達は名前以外の文字も知りたがった。一生懸命学ぼうとする姿勢を見せるので、つい指導にも力が入ってしまったのだ。

「まあ、エリザベス様！」

　やってきたオーレリアが驚く。

　地面に膝を突き、這はいつくばるようにして文字を書いていたので、自じ慢まんのドレスが汚れていたのだ。

　手を差し出され、立ち上がる。

「ありがとう、オーレリア様」

「いいえ」

　そろそろ帰る時間だと言われる。

「ええ、エリザベス様、帰っちゃうの？」

「まだ、お勉強したいのに」

「ごめんなさいね。私もエリザベス様も、門限があるから」

　あまり長居はできない。皆で仲良くクッキーを食べるように言ったら、嬉しそうに手を洗いに行った。その後ろ姿を見守っていると、オーレリアに声をかけられる。

「さ、帰りましょう」

「ええ」

　エリザベスとオーレリアは院長に挨拶したのちに、孤児院をあとにした。




　馬車の中でオーレリアがぼやく。

「帰りに、美味しいケーキが食べられる喫きつ茶さ店てんに寄ろうと思ってたのに」

　エリザベスのきっちり編んでいた髪は解ほつれ、ドレスの袖そでや裾には土が付着していた。とても寄り道できる状態ではない。

「ごめんなさい。つい、夢中になって」

「いいえ、いいの。子ども達は喜んでいたし」

　オーレリアにどうだったかと聞かれて、エリザベスは正直な感想を漏もらす。

「驚きましたわ。あんなふうに皆同じ服を着て、同じ髪型にして、文字も読めないなんて……」

「服や髪型は孤児院を経営するにあたって、仕方がないことだと思うわ。他も似たような環境らしいし。ちなみに、識しき字じ率りつは王都全体では、三十パーセントくらいよ」

「え!?」

「学校には、ある程度裕福な家庭の子どもしか行けないの」

「知りませんでした」

　今まで、エリザベスはそういった方面について知る機会がなかった。

　文字は読めることが当たり前であると、思っていた。自分が恵まれた環境で育ったことにすら、気付いていなかったのだ。

「わたくし、今までたくさん勉強してきましたの」

「そうでしょうね」

「でも、頭でっかちで、見えていないものがたくさんありましたのね」

「それに気付くだけ、エリザベス様は立派よ」

　貴族の中には贅ぜい沢たくな生活を当たり前としている者がほとんどである。その土台を、誰が作っているのかまったく気にしていない。

「私は母が慈善事業に積極的で、小さな頃から活動の意味を叩たたき込まれたの。だからこうして、少しでも孤児の力になれたらと思っていて……」

　エリザベスは胸が切なくなる。今まで文官になる夢を抱き、勉強してきた。曾そう祖そ叔しゆく母ぼのように、独立した女性になり誰かの役に立ちたいと思っていた。

　しかしエリザベスが頑がん張ばって文官になったとしても、末まつ端たんの者達の生活を向上させることは難しいだろう。社会保障は平等ではないのだ。

「わたくし、今まで自分のことしか考えていなくて……」

「それが普通よ」

　誰かのために何かしたいと思うほうが珍しい。オーレリアははっきりと言う。

「みんな、自分が生きるので精一杯だから」

　ここで、エリザベスは今の自分にできることがあるのではと気付く。

「オーレリア様、わたくし──」

　胸に手を置き、真剣な眼差しを向ける。

「エリザベス様？」

　息を大きく吸い込んで、吐く。そして、決意表明をする。

「わたくし、孤児院の子ども達に勉強を教えたいと思っていますの。文字を書けるようになって、最低限の計算ができたら、将来就つける仕事も増えるでしょうし」

「まあ！」

　オーレリアは馬車が動いているにもかかわらず、立ち上がってエリザベスの手を握にぎった。

「エリザベス様、なんて素晴らしいアイディアなの！」

　今まで思いつきもしなかったと、オーレリアは言う。

「私、頭が固くなっていたみたい。慈善活動といったら、絵本やお菓子を持って行くことしか考えていなかったわ」

　そうと決めたら、まずは慈善バザーで教材を買う資金を稼がなければならない。

「オーレリア様、慈善バザーってどんなものを売っていますの？」

「いらないドレスを解いて小物を作ったり、子ども服に仕立て直したり」

　つまり、裁さい縫ほうの技術が必要なのだ。ここで、オーレリアが裁縫を得意としていた理由を知ることになる。きっと、小さな時から慈善バザーの商品作りをしていたのだろう。

　エリザベスの裁縫の腕を思い出したのか、オーレリアは切ない表情となる。

「ま、まあ、裁縫は私が頑張るわ」

　エリザベスも切なくなって、窓の外へと視線を向ける。

　計画は前途多難。

　しかし、きらりと光る一筋の希望が見えたような気がした。
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　保護観察処分となったエリザベス・オブライエンの身み柄がらを引き取りに来たのは、意外な人物だった。

「エリザベス、迎むかえに来るのが遅くなってごめんなさい。これからは、ずっと一緒に暮らしましょう」

「あなたは……!?」

　セリーヌ・ブライトン。彼女はオブライエン公こう爵しやくと掛け合い、エリザベス・オブライエンの身柄引受人となったのだ。

「一緒に暮らすって、どこに行くのよ。私みたいな犯罪者を、受け入れてくれるところなんて──」

「マギニス牧場よ。あそこに住む人達は皆寛かん大だいで、優しいの。さあ、あなたの生まれ故郷へ、行きましょう」

「何を言っているの？　今さら、母はは親おや面づらなんてしないで！」

　そんな痛つう烈れつな言葉に、セリーヌはふっと微笑ほほえみを返す。

「母親面するに決まっているでしょう？　あなたは、私がお腹なかを痛めて産んだ子なのよ？　その事実は、永久に変わらないのだから」

　セリーヌは娘の肩を支え、歩き出す。当然ながら、心がささくれているエリザベス・オブライエンは反はん抗こう的てきな態度に出た。

　しかし、相手は二人のエリザベスの母セリーヌである。

　天よりも高い自尊心プライドと、火山のように苛か烈れつな気の強さでエリザベス・オブライエンを大人しくさせてしまった。

　マギニス牧場の者達は、エリザベスとまったく顔が同じエリザベス・オブライエンの登場に度ど肝ぎもを抜かれていた。それにまつわる話を聞いて、さらに仰ぎよう天てんする。

　その上、エリザベスよりも我わが儘ままで自由奔ほん放ぽうなエリザベス・オブライエンの性格に、驚きを隠かくせなかった。

　しかし、エリザベスがいなくなって寂さびしく思っていたマギニス牧場の者達は、あっさりとエリザベス・オブライエンを受け入れる。

　裏表のないマギニス家の者達と触れ合う中で、エリザベス・オブライエンは本当の自分と向き合うことになった。

　容よう赦しやない教育指導をするセリーヌの存在も、彼女の中で大きくなっていく。

　母親の愛は偉大だった。

　しだいに、エリザベス・オブライエンは最低最悪だと言っていたマギニス牧場の仕事を手伝い始める。

　壮そう大だいな自然は気き性しようの激しい彼女を優しく包み込み、心境の変化をもたらしてくれたのだ。




　絶望の淵ふちには、ほんのちょっとの優しさが残っている。それを見つけるためには、最後まで希望を捨てないこと。

　愛まな娘むすめとの生活を始めたセリーヌは、それを知っていたのだ。
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　ユーイン・エインスワーズは日頃の謹きん厳げん実じつ直ちよくな仕事ぶりが評価され、王おう太たい子し付きの補佐官として見事返り咲く。今度こそ、ユーイン個人の仕事の成果であるため、その昇しよう格かくを心から喜んでいた。

　今回の事件で、エインスワーズ家は没ぼつ落らくしてしまった。しかし、ユーイン個人の評価は下がらなかった。それどころか、人気は跳はね上がっている。

「見て、エインスワーズ様よ！」

　夜会に参加すれば、一気に女性に囲まれる。本人にとっては、嬉しくない事態であったが。

　そんな乗りに乗っている男ユーインを、コンラッド王子とシルヴェスターは眺ながめていた。

「シルヴェスター君、見て、見て。エインスワーズ君、モテモテだ～」

「そうですね」

「羨うらやましい？」

「そうですね」

「君は、まったくモテなくなったね」

「リリーとの結婚騒そう動どうで、すっかりですよ」

「加えて、オブライエン公爵の醜聞スキヤンダルも強きよう烈れつだったからねえ」

　結局、結婚式で明るみに出たオブライエン公爵家の醜しゆう聞ぶんは、広く知れ渡ってしまった。それもオブライエン公爵が、自ら暴ばく露ろしたのだからマスコミも放っておかなかった。

「しかし、そのおかげで、我わが家やが失くすものはもうなくなりましたよ」

　シルヴェスターはオブライエン公爵家の名誉を守るために奔ほん走そうしてきたが、すべて無む駄だになってしまった。

　悔くやしい気持ちもあるけれど、今はせいせいしている。

「おまけに、シルヴェスター君には、そそぎ落とせない変態の汚お名めいがつきまとって、モテなくなってしまったと」

「変態、ねえ……」

　シルヴェスターは明後日あさつての方向を向き、しみじみと呟つぶやく。

　彼にはっきり変態だと言い放った女性は、ここにはいない。

「それにしても、エインスワーズ君、女性に囲まれ過ぎて困っているみたいだよ。助けてあげたら？」

「私が近づいたら、女性達は蜘く蛛もの子を散らすように逃げるとでも？」

「いや、そこまで嫌われてはいないだろうけれど」

　と、ここでユーインが動きを見せる。知り合いを見つけたようだ。

　駆かけ寄よっていった先にいたのは、エリザベスの友人であるオーレリアだ。ただ、二人は顔見知りではあるものの、知り合いではない。

「たぶん、リリーの友人なので、助けてもらおうとしたのでしょうね」

「あはは、エインスワーズ君、彼女に嫌いやそうな顔されてる！」

「さすが、リリーのお友達です」

「でも、仕方ないよねえ。彼女、エインスワーズ君の取り巻きの女性に睨にらまれているから」

「ユーインはそのことに気付いていない、と」

「彼、かなりの天然君だからね～。モテる男は辛つらいよ」

「本当に」

　ユーインの様子を、シルヴェスターとコンラッド王子は楽しげに観察していた。
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　──時は、エリザベス・オブライエンが釈放される前まで遡さかのぼる。

　身代わりを終えたエリザベスは、叔お母ばセリーヌに誘さそわれて旅行に行くことになった。

　セリーヌはエリザベスの父親から、「療りよう養よう先はマギニス家だけとは限らない。他の土地も見に行くように」と勧すすめられたため、各地を巡めぐる旅に出ることにしたのだ。

　エリザベスはその付き添いとして、セリーヌの体調を見守る役目も任うことになる。王都では体調を崩くずしがちだったセリーヌだが、空気が澄すんだ場所に行くと元気を取り戻した。

　草原が広がるのどかな村に、街の真ん中に川が通った水の街、森と湖が美しい集落など、さまざまな場所を巡る。とても、楽しい毎日だった。

「旅行がこんなに楽しいなんて、知らなかったわ。エリザベス、あなたが花嫁修業をしている時も、いろいろな場所に行けばよかったわね」

「でもきっと、今みたいに楽しむ余裕なんてなかったでしょうね」

「それもそうね」

「でも、驚いたでしょう？　花嫁修業として、わたくしがブライトン伯はく爵しやく家けに来ることになって」

「いいえ、嬉しかったわ」

　叔母と姪めいの関係でも構わないから、娘のエリザベスと楽しく穏おだやかな時間を過ごしてみたい。はじめはそう考えていたというが──。

「できなかったのよね」

　セリーヌはエリザベスを厳しく指導し、一人前の貴族女性とすることに心血を注そそいだ。

「優しい言葉の一つもかけず、あなたを叩たたいたりして」

　それは、礼れい儀ぎがすべてである貴族の社交界で、強く生き抜くための術すべを身に着けてほしかったからであった。

「兄が、あなたはマギニス家に置かず、よその家に嫁よめに出すと言っていたから、将来苦労しないようにと、必要以上にきつい態度で接してしまったわ。おかげで、私のこと、嫌いになったでしょう？」

「いいえ。わたくしは、叔母様のことを、尊敬していました。教育も、手を抜くことなく指導してくださって、感謝しております」

　身に着けた礼儀や教わった振る舞いが今のエリザベスを形作り、彼女を守る切り札ともなっていた。

　礼を言うと、セリーヌは顔を覆おおう。

「あなたのためになっているのならば、よかった……」

　感かん極きわまっていたからか、セリーヌの声は震ふるえていた。エリザベスは胸がきゅっと摑つかまれたように切なくなる。

「叔母様、わたくしは今、とっても幸せよ」

「ええ、よかった……」

　二人は抱き合い、涙していた。




　最終的にセリーヌが選んだ療養先は、旅行先のどこでもない。生まれ育ったマギニス牧場だった。

　やはり、生まれ育った場所が、一番心安らぐようだ。

　エリザベスはセリーヌと共に実家に帰るつもりだった。しかし、途と中ちゆうで考えが変わる。

「わたくし、やりたいことがありまして」

「文官を目指すの？」

「いいえ。実は、友人に誘われて、慈じ善ぜん活動をしたことがありまして……」

　オーレリアが気分転てん換かんにと、エリザベスを連れ出したことがあった。向かった先は孤こ児じ院いん。

　そこには、エリザベス・オブライエンと同じような目をした子ども達がたくさんいた。

　胸が苦しくなるのと同時に、なんとか助けることはできないのかと思い立つ。

「子どもが不幸なのは、本当に悲しいことですので……」

　もう二度と、エリザベス・オブライエンのような人を見たくない。だから、エリザベスは自分にできることを探したいと思ったのだ。

　とは言っても、慈善活動なんて無む償しようでできるものではない。資金が必要だ。

「侍じ女じよでも家庭教師でも、なんでもいいから仕事を探して、身を立てることができたらと、思っています」

　それが、エリザベスの新しい夢だった。

　セリーヌには、貴族女性が身を立てるなどありえない、と切って捨てられると思っていたが……。

「あなたはあなたの思うように、生きればいいわ。それが荊いばらの道でも、きっと、その気の強さならば、乗り越えることができるでしょう」

「叔母様……」

「けれど、一つだけ、お願いがあるの」

「お願い？」

「ええ。あなたの夢は、あなたを理解するパートナーと共に歩んでほしいの」

「わたくしの夢を理解する、パートナー……？」

　そんな人など、いるはずがない。瞬しゆん時じにそう思ったが、ふいに一人だけ思い浮うかんでしまった。

　しかしすぐに、彼には会わないと首を横に振る。

「それで、下宿先は決まっているの？」

「いいえ。でも友人が、頼りにしてもいいと言ってくれたので」

「そう」

　すべての事情を話したオーレリアは、これまで騙だましていたエリザベスを許してくれた。それどころか、エリザベスのこれまでの奮ふん闘とうに涙しながら、協力できることがあったらなんでも言ってくれと励はげましてくれたのだ。

　エリザベスは身代わり生活の中で、素晴らしい友人を得られたのだった。

「叔母様は、どうなさるの？」

「私は……あの子、もう一人のエリザベスを引き取ろうと思って」

「エリザベス・オブライエンを？」

「ええ」

　これもまた、荊の道だろうと、セリーヌは呟く。珍しく、気弱な様子だった。

「……『あなたみたいなのが、母親面をするな』って、文句を言われてしまそうで」

「叔母様、大丈夫ですわ」

　エリザベスはセリーヌの手を取って励ます。

「突然花嫁修業にやってきたわたくしを、叔母様は見事に教育したではありませんか。お忘れになって？」

「そう、だったかしら？」

「ええ。わたくしが生意気な態度を取ったら、頰ほおを張ったでしょう？　同じように、エリザベス・オブライエンの根性を物理的に叩き直せばよろしいのではなくって？　心配されなくても、叔母様の生来の気の強さで、乗り越えることができますわ」

「そうね、そうだったわ」

　二年間にも及ぶ花嫁修業の日々を思い出し、二人は笑い合った。

　ここでふと、エリザベスはずっと気になっていたことを質問する。

「なぜ、わたくし達は一緒の名前なんですの？」

　双子なのに同一視されているようで、なんだか気に食わなかった。勇気を出して、聞いてみる。セリーヌはエリザベスの問いに淡あわく微笑み、夢見るように答えてくれた。

「似た者同士は、不思議と惹ひかれ合うというでしょう？」

　将来、二人のエリザベスがどこにいても出会えるように、セリーヌは同じ名前を付けたと話す。

「でもまさか……娘達がこんなことになるなんて」

　二人のエリザベスは、最低最悪の出会いを果たしてしまった。

　一人はどこまでも強ごう情じようで、いじっぱりなエリザベス。

　もう一人は愛に溺おぼれ、自分をないがしろにするエリザベス。

「けれどあなた達って、間ま違ちがいなく私の子だわ。本当に、そっくり」

　双子の娘は、セリーヌの気質を半分ずつ受うけ継ついでいた。間違いなく、彼女の子どもなのだ。

「叔母様、わたくし達、一緒に育ったら、仲の良い姉し妹まいになっていたかしら？」

「ふふ、どうかしら？」

　セリーヌが微笑むのと同時に、さらりと優しい風が流れる。

　時間は、穏やかに過ぎていった。
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　王都へ戻ってきたエリザベスは、セリーヌと別れ一人で街を歩く。

　手に持った鞄かばんはずっしりと重い。

　くじけそうになったが、そのたびに、胸の前で揺ゆれる百ゆ合りの花の首飾りの存在を思い出す。これはシルヴェスターが事故に遭あう前、エリザベスのために買っていたという物である。

　身代わりを終えたあと、ようやく身に着けることができたのだ。

　これを首からかけていると、負けるものかという気持ちが湧わいてくる。いつの間にかお守り代わりとなっていた。

　本日のエリザベスは、絹のドレスを身に纏まとっていた。これは、貴族の友人の家に行くならきちんとした服装で行かないと、とセリーヌが仕立ててくれた一着だった。

　空のような青い生き地じに、たっぷりとしたボリュームのある白いフリルが袖そでや裾すそにあしらわれた可か憐れんなドレスである。

　見た目は華はなやかで優ゆう雅がだったが、非常に重量がある。エリザベスは鞄も手にしているので、余計に一歩一歩が辛くなっていた。

　途中、市場を横切ってオーレリアの家を目指す。本日の市場は閑かん散さんとしていたが、いかんせん荷物が重い。

　エリザベスは持ち前の根性で、市場から図書館までの道のりを攻こう略りやくしようと思っていたが──。




「リリー！」




　エリザベスを「白百合の君リリー」と呼ぶのは、世界で一人しかいない。

　考えるよりも早く、体が自然と振り返っていた。

　そこにいたのは、近衛このえ騎士の制服を纏うシルヴェスターだった。

　シルヴェスターはエリザベスを見て、ひどく安あん堵どしたような表情を浮うかべている。

　しばし、二人は時が止まったかのように見つめ合っていた。だが、時計塔とうの鐘かねが鳴ってエリザベスは魔法が解けたようにハッと我に返る。

　この男に捕まってはいけない。逃げなければ。

　しかし踵きびすを返かえし、一歩踏ふみ出だした時には、シルヴェスターに鞄を持つ手を摑まれていた。

　振り返って、手を振り上げる。だが。

　──シルヴェスターが、今にも泣きそうな顔でエリザベスを見つめていた。

　そんな表情を見てしまったら、頰を叩くなんてとてもできない。

　振り上げていた手は、そっと、シルヴェスターの頰に優しく触れた。

　その刹せつ那な、シルヴェスターはエリザベスを抱きしめる。

「リリー、ずっと、逢あいたかったんだ」

「わたくしは、あなたになんて、逢いたくなかった」

「でも、もう一度この場所で出逢ってしまった」

「あなたは、どうしてここに？」

「道を歩く君が、見えたから」

「そういうのは、出逢ったと言わなくってよ」

「そうだったね」

　キッと睨むと、シルヴェスターは肩を竦すくめて一歩下がる。

　威い嚇かくが初めて成功した。

　ここで別れたら、この先二度と彼とは会わないだろう。なぜか、そんなふうに確信してしまう。

　自然と、指先が百合の首飾りに触れる。これがあれば、シルヴェスターなんて必要はない。そう思っていたが──。

「リリー、それは……」

　シルヴェスターに、首飾りを身に着けていることがバレてしまった。

　恥ずかしくなり慌あわてて回れ右をしたが、想定外の事態となる。シルヴェスターはエリザベスを鞄ごと横抱きにして持ち上げてしまったのだ。

「きゃっ！」

「悪いね、リリー。次に君を見つけることができたら、絶対に手放さないと決めていたんだ」

「勝手ですわ！」

「前にリズにも言ったけれど、私は自分勝手な男でね」

　シルヴェスターはエリザベスを抱かかえながらずんずんと闊かつ歩ぽし、市場の外に停とめてあった馬車にエリザベスを乗せる。

　丁てい寧ねいにエリザベスを座らせたあと、自らも腰こしかける。そして、長い脚あしを組み、エリザベスにある話を持ちかけた。

「リリー、取引をしよう。悪い話ではないはずだ」

　シルヴェスターは実に悪い笑みを浮かべながら、話を続ける。

「君が一人王都にいるということは、実家に帰らず、何か始めようとしているのだろう？　それで今──困った状況になっているのではないかい？」

　エリザベスは返す言葉がなく、唇くちびるを嚙かみしめる。オーレリアを頼るつもりであるものの、ずっとというわけにはいかない。エリザベスには、生活の拠きよ点てんが必要だった。

　シルヴェスターはエリザベスの反応に満足したように目を細めると、あることを提案した。

「それでね、もしも頼みを聞いてくれるのであれば、リリーの新しい挑ちよう戦せんを、私が支援しようではないか、と思ってね」

　最初に言った通り、悪い話ではなかった。しかし、取引の相手は悪魔シルヴエスターである。エリザベスは最大級に警けい戒かいしていた。

「あなたの、頼みとは？」

「簡単なことだよ。私の傍そばにいてくれるだけでいい」

「たった、それだけ？」

「ああ、たった、それだけだ」

「あとから、変な要求をすることは、許しませんけれど？」

「リリーが望まないことは、絶対にしない」

「本当に？」

「本当だ」

　シルヴェスターはエリザベスに告げる。

「君がいない人生は、灰色なんだ。だから、ずっと傍にいて、私の人生に彩いろどりを与えてくれないか？」

　エリザベスはツンと顔を逸そらし、言葉を返した。

「簡単に言ってくれますわ」

　ここまで、以前身代わりを引き受けた時とほとんど似たようなやりとりをしてしまった。

　けれど今回、エリザベスには選せん択たく肢しが増やされる。

「もしも嫌だったら、この馬車から降りてくれていい。今回だけは、止めやしない。私は、君を束そく縛ばくするつもりはないからね。何よりも大事なのは、リリーの気持ちだから」

　逃げるなら、今しかない。

　わかっているのに、体が動かなかった。

　馬車の扉とびらは開かれているもののエリザベスは馬車から飛び出さず、じっとシルヴェスターを見つめる。

　礼拝堂から飛び出した時のように、馬車の外にある世界は光り輝かがやいて見えなかったからなのか。

　それとも、目の前の男に魅み入いられているからなのか。

「さあ、どうする？」

　ここで、セリーヌの言葉が甦よみがえった。




　──あなたの夢は、あなたを理解するパートナーと共に歩んでほしいの。




　答えは、一つしかない。すでに、決まっていた。あとは、素す直なおになるだけである。

　エリザベスの夢を理解する世界でただ一人の男性が、今目の前にいるのだ。

　意地を張っている場合ではない。

　今日だけでも、自分の奥底にある気持ちに素直になろうと思った。

「わたくしも、あなたと共に、生きたいと思います」

　エリザベスはシルヴェスターの手を取った。




　こうして、馬車は走り出す。

　エリザベスの行きつく未さ来きは、幸せに満ち溢あふれていた。
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　オブライエン公こう爵しやく家けに身を寄せることになったエリザベスは、想定外の大だい歓かん迎げいを受けた。

　レントンなんかは、涙を流して喜んでいる。

　オブライエン公爵は、大事に取っていた年代物のワインを開かい封ふうしたようだ。

　思いのほか、好かれていたのかと実感する。

　しかし、かと言ってオブライエン公爵家の支援に甘えるつもりはない。

　エリザベスは世話になる代わりに、何か仕事をさせてくれと申し出た。

「だったら、リリーは私付きの侍じ女じよになってもらおうかな。毎朝私を起こして、目覚めの一杯アーリーモーニングテイーを差し出す重要なお仕事だ」

「却きやつ下かいたします」

「同感だ」

　エリザベスとオブライエン公爵は、揃そろってシルヴェスターの提案を取り下げる。

　今度は、オブライエン公爵が提案をする。

「エリザベス、私の職場で補佐をしないか？　以前、コンラッド王子からお聞きしたのだが、お前には素晴らしい執しつ務む能力があるそうだな」

「義ち父ち上うえ、抜ぬけ駆がけはダメですよ」

「もう、王宮でのお勤めはこりごりですわ」

　オブライエン公爵の仕事も、光の速さで却下された。

「わたくしにできるお仕事なんて、ここにはなさそうですわね」

　絨じゆう毯たん商しようをしているチェルシーの実家に頼み込めば、帳ちよう簿ぼ付けの仕事でも振ふってもらえるのではないか。そんなことを呟つぶやいていると、シルヴェスターとオブライエン公爵は別の仕事を提案する。

「リリー、君はレントンの補佐でもするといい」

「そうだな。レントンも年だから、手伝ってくれると非常に助かる」

　確かに、家か令れいの仕事であれば、相当忙いそがしいに違いない。レントンは尊敬すべき上司でもあるだろう。

「そこまでおっしゃるのなら、お受けいたしますわ」

　こうして、エリザベスはオブライエン公爵家で仕事を得たのだった。
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　執しつ事じの仕事は驚くほど多い。

　経費の帳簿付けに請せい求きゆう書しよの支払い、主人の手紙の代筆など、数え上げればキリがない。

　その中で、エリザベスは経費の帳簿付けと手紙の代筆を手伝うことになった。

　帳簿をつけていると、オブライエン公爵家がいかに裕福な家であるかということがわかる。

　それから、日々余裕があるように見えていたレントンが、非常に多た忙ぼうであったことも明らかとなった。

「レントン、あなた、働き過ぎではなくって？」

「執事を任されてから同じことをこなすだけでしたので、その辺の感覚は麻ま痺ひしているのかもしれないですね」

「一日の中で、ゆっくり過ごすことも必要な時間ですわ」

「ええ、ええ。そう思います。おかげ様で、エリザベスお嬢様とこうして、素敵なお茶会が開けるのですから」

「もっと、自分のことに使うべきだと思うのですが、ごめんなさいね、わたくしはまだまだ未み熟じゆくで」

「いえいえ。エリザベスお嬢様は、優秀な生徒ですよ。そのうち、楽ができそうな気がします」

「だったら、いいのだけれど」

　エリザベスは日々、レントンの仕事を手伝い、合間に慈善活動を行うという目まぐるしい時間を過ごしている。

　以前の身代わり生活と比べたら、優ゆう雅がとはほど遠い暮らしではあるものの、とても充実していると実感していた。
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　そんな日々を過ごす中、エリザベスは暇ひまを見つけ、シルヴェスターのもとに行く。

「リリーから会いに来てくれるなんて、珍しいね」

「ええ、そろそろお約束を果たそうかと思いまして」

　しばし考えたのちに、シルヴェスターは閃ひらめいたようでパッと表情を明るくする。

「私と乗馬デートをしてくれると、言っていたね」

「ええ、そう」

　明日、シルヴェスターは休みなので、どうかと提案してみた。

「かなり前の約束だったのに、ちゃんと覚えていてくれたんだね」

　シルヴェスターは満面の笑みを浮うかべる。なんの含ふくみもない、心からの笑顔に見えた。エリザベスもつられて微笑ほほえむ。

「では、明日、お待ちしておりますわ」

「楽しみにしているよ」




　翌日、エリザベスは詰つめ襟えりのシャツにテールの短い燕えん尾び服ふくの上着を合わせ、白いズボンを穿はいた乗馬スタイルに、百ゆ合りの首飾りを合わせた。

　鏡の前で熱心に全身を確認していたら、いつの間にか背後に迫せまっていた侍女から「本日も完璧ですよ」と言われてしまう。

　照てれ隠かくしをするように、「当然ですわ」と返して部屋を出る。

　厩うまやにはすでにシルヴェスターが待ち構えていた。

「やあ、リリー。今日の装よそおいも勇ましくて素敵だね」

「ありがとう」

　見た目が美しい乗馬ドレスにするか、機能性を重視した燕尾服にするか悩んだが、どちらにせよシルヴェスターはエリザベスを褒ほめるようだ。

　エリザベスは今日まで乗馬の練習を共にしてきた、白馬シャロンの鼻先を撫なでた。

「シャロン様、今日は頑がん張ばりましょう」

　小声で話しかける。白馬のシャロンはぶるると返事をするように鳴いた。

　シャロンと打ち合わせをしたあと、エリザベスは振り返って胸を張りながら告げる。

「わたくし、遠乗りは初めてですの」

　胸を張って言うことではないが、シルヴェスターは気にしていないようで淡あわく微笑む。

「だったら、ゆっくり行こうか」

「ええ、お願いいたします」

　二人は馬に跨またがり、森のほうへと駆かけて行く。

　頰ほおを撫でる風はとても気持ちがいい。エリザベスにとって、馬上から見る外の世界は初めて見る景色であった。

　シルヴェスターの先導でたどり着いた先は、果てなく広がる草原である。

　さわさわと揺ゆれる草は自由気ままで、飽あきることなく眺ながめることができた。

　そんな景色を、エリザベスはシルヴェスターと共に眺めていた。

「ここは、私のとっておきの場所でね。休みの日に、暇さえあれば来ていたんだ」

「お一人で？」

「リリーのように、一緒に遠乗りしてくれる人はいなかったよ」

「そう」

　二頭の馬は、仲良く並んで草を食はんでいた。

「いやはや、羨うらやましいね」

「あなたの隣となりには、わたくしがいるではありませんか」

　そんなことを言うエリザベスを、シルヴェスターは苦しげな表情で見つめる。

「なんですの？」

「自分はなんて強ごう欲よくなんだと、呆あきれてしまって」

　どうやらシルヴェスターには、欲しくて欲しくてたまらないものがあるようだ。

　未来の公爵家の爵しやく位いも、仕事の地位も、人望すらある男が手にできないモノとはなんなのか。エリザベスは気になって「あなたは何を、欲ほつしていますの？」と問いかける。




「君が欲しい」




　想定外の回答に、エリザベスは頰を赤く染める。

　シルヴェスターはエリザベスへ腕を伸のばし、百合の首飾りに触れるか触れないかの位置でピタリと手を止めた。

「もう、諦あきらめようかと思っていたんだ。それなのに、君はこの首飾りを着けて、私の前に現れた」

　百合の首飾りを身に着けているのを見た瞬しゆん間かん、もう逃がしはしないと思ったようだ。

「あなたは、わたくしが、傍そばにいるだけでいいと、おっしゃったではありませんか」

「そう。だから、私は強欲だと言っているんだ」

　再会した当初は、本当にエリザベスが傍にいるだけでいいと思っていたらしい。

　しかし、ずっと近くにいたら、今度はそれ以上のものを望んでしまうと。

「私は、リリーの望まないことはしないと誓ちかった。だから、君には絶対に触れない」

　先ほどの彼の苦しげな表情の意味を、エリザベスは知ってしまった。

　できれば、知りたくなかった。

　ただそれは、エリザベスの素す直なおじゃない心の声だ。いつもは奥底に隠している本心は──おそらく喜びである。

　こんなにも、シルヴェスターはエリザベスの心を大事にしてくれているのだ。

　彼以上に、エリザベスを想ってくれる男ひ性とはいない。

　だから、シルヴェスターに手を伸ばす。

「リリー!?」

　シルヴェスターの乗馬服のタイをぐっと引き、顔を近づける。そして、エリザベスは耳元で囁ささやいた。
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「わたくしが、こうして触れる時は、あなたもわたくしに、触れてもいいのです」

　シルヴェスターはハッとなり、エリザベスの指先に手を重ねた。まるで壊こわれ物ものに触れるように、おそるおそるといった手つきである。

「それから──」

　エリザベスはシルヴェスターの頰に、そっと口づけする。

「わたくしが、こうしてキスをする時は、あなたもわたくしに、キスをしてもいいのです」

　言いきった瞬間、シルヴェスターはエリザベスを強く抱きしめる。

　一度体を離し、じっとエリザベスの瞳ひとみを覗のぞき込んでいた。

　エリザベスは迷うことなく、目を閉じる。

　頰に手が添そえられ、優しく口づけされた。

　美しい草原の中、二人の影はついに重なり合ったのだ。





[image: ]






　──貴族の中でも、もっとも歴史あるオブライエン公爵家から新しい当主が誕生する。

　美び貌ぼうの公爵と呼ばれている彼には、麗うるわしく賢かしこい妻がいた。

　彼女の手しゆ腕わんは、公爵家を興おこすことに一役買ってくれた。

　その妻エリザベスが長年にわたって行っていた慈じ善ぜん活動改革は、誰も思いつかない斬ざん新しんなものだった。

　親に恵めぐまれない子ども達は皆一様に義務教育を受けられるようになり、優秀な文官や武官となって国を支えた。

　そんな功績を認められ、オブライエン公爵家に国王陛へい下かより褒ほう章しようが贈おくられる。

　自じ慢まんの妻だと、オブライエン公爵は晩年まで語り続けていたらしい。




　二人の間に生まれた息むす子こもまた麗しく、恵まれた容姿のせいで大変な苦労もするのだが、それはまた別の話である。








完
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　こんにちは、江え本もとマシメサです。

『令れい嬢じようエリザベスの華か麗れいなる身み代がわり生せい活かつ』、ついに最終巻となりました。

　この先、ネタバレとなりますので、本編を読んだあとに進んでいただけたら嬉うれしく思います。




　去年の九月に、エリザベスの一巻を出させていただいたのですが、一年後にこうして最終巻をお届けすることができました。

　これもすべて、読者様の応おう援えんのおかげです。本当に、ありがとうございました。




　今回は晴れ晴れとした表情の三人が表紙を飾かざり、感かん慨がい深ぶかいものとなりました。

　ついに、完結です。

　最初からエリザベスはシルヴェスターと結ばれることが決まっていたのですが、雲くも屋や先生が描えがいてくださったユーインが素す敵てきすぎて、素敵すぎて……！

　ユーインをメインヒーローにしたいのですが、と言って却きやつ下かされたこともありました。

　しかし、ユーインは優等生キャラで、エリザベスをドキドキさせる展開に持って行くことは難しかったかな、と思っていたりもします。

　イラストが上がるたびに、ユーインが素敵、ユーインがカッコイイ、ユーインが最高、と言っていました。

　そんなユーインでしたが、予定では二巻の最初で登場シーンがなくなる予定でした。

　編集様より、一巻と同じようにユーインとシルヴェスター、エリザベスが三人で協力しあい、事件の解決を目指すほうがいいのではないか、という助言をいただいて改かい稿こうを行うことにしました。

　おかげさまで、三巻通してエリザベスがユーインとシルヴェスターを侍はべらすという、素敵な表紙でお届けすることができました。




　そして三巻。一巻、二巻同様、編集様より多くの助言をいただき、物語を完全なものにすることができました。

　私一人では、まったく違ちがうエリザベスになっていたと思います。本当に、感謝してもし尽つくせません。ありがとうございました。

　雲屋先生のイラストからも、多大なインスピレーションをいただきました。

　ユーインがシルヴェスターのフリルたっぷりの服を見て、美意識の塊かたまりであると気づくエピソードは、雲屋先生のユーインとシルヴェスターの絵から思いついたお話でした。

　シルヴェスター、フリルがよく似合いますよね。ユーインの真面目そうなパリッとした装よそおいも、素敵です。

　雲屋先生、素す晴ばらしいイラストをありがとうございました。




　一番安心していることといえば、シルヴェスターの年ねん齢れいが三十になる前に完結できたことです。

　少女小説のヒーローとして、二十八歳もけっこうギリギリな感じなのですが。

　シルヴェスターの大人の余よ裕ゆうと、余裕がなく大人げない様子を書くのはとても楽しかったです。この点は、ユーインにはない面だったかなと。

　恒こう例れいになっていた例のおしおきのシーンは、二巻で入れるつもりはなかったものの、編集様からの「一巻を超える衝撃シーンに！」と言われたために書くことになりました。

　三巻も言われるだろうと予想し、最初から用意していました。それがあの変態シーンです。

　このシーンを入れるのはどうなのか、という感じでした。が、靴くつへのキス、ふくらはぎへのキスとなったら、もう最後は太ももしかないので、清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りるつもりで書かせていただきました。

　いかがでしたでしょうか？　引かれていないことを、願っております。




　エリザベスは、今までにない身代わりものの主人公を、というイメージで書かせていただきました。

　逆境も跳はね返かえすような気の強いエリザベスは、書いていて新しん鮮せんなキャラクターでした。

　今までも気の強い主人公を書いたことがありますが、頰ほおを打たれて秒で打ち返す娘はいなかったと思います。

　リリーとリズのキャットファイトは、この物語の見どころの一つだったのかなと。




　そんなわけで、『令嬢エリザベスの華麗なる身代わり生活』は、私にとって挑ちよう戦せんの物語でした。最後までお付き合いいただきありがとうございました。

　こうして最終巻がお届けできて、本当に幸せです。

　読者様をはじめとする、この物語にかかわってくださったすべての皆みなさまに、感謝を申しあげます。

　そして、また違う物語でお会いできたらこれ以上に嬉しいことはありません。

　何なに卒とぞ、よろしくお願い申し上げます。
















電子書籍特典　書き下ろし短編「銀製品売りと、オブライエン公爵家のお話」







　これは、わたくしめが駆け出しだった頃の、本当にあった話でございます。

　その当時、わたくしは美術商から、銀食器を扱う商人に転身しました。知人から、銀が儲かると聞いたからでございます。

　知人は親切な男で、わたくしがすぐに商売できるように、銀製品の買い付けを手伝ってくれました。彼の伝手の中に、驚くほど安価で取引してくれる卸売があったのです。

　わたくしは財産の三分の二を使って銀製品を購入しました。人生をかけた、商売だったのです。

　──これで、億万長者間違いない。

　当時はそう信じて、疑っていませんでした。

　わたくしはまず、美術商時代より付き合いのあった大貴族様に、取引を持ちかけました。

　それはあの、オブライエン公爵家です。

　当主はコンラッド王子の近衛騎士であり、公爵家を取りまとめる美貌の男、シルヴェスター・オブライエン。

　地位も財産も、名誉でさえ手にするひとかたならぬ御方でしたが、奥様がまた大層お美しく……。

　このように、恵まれた人がいるのかと疑うほどでした。

　そんなオブライエン公爵に「新しく銀製品の商売を始めた」と言えば、すぐさま屋敷に来るようにとお招きしてくださいました。

　オブライエン公爵家が銀製品を買ってくれたら、一気にひと儲けできる。

　わたくしはそんな下心を抱きつつ、お屋敷に向かいました。

　オブライエン公爵は、奥様であるオブライエン公爵夫人と共に迎えてくれました。

　お美しいご夫婦を前にしていると、目が眩んでしまいます。しかし、美貌に見とれている場合ではありません。商談をしなければ。

　まず、カトラリーの一式を広げました。薔薇模様の彫られた、美しいセットです。

　目の前に差し出したその瞬間、オブライエン公爵夫人の目つきが鋭くなりました。

　手袋を嵌めた手でスプーンを手に取り、睨むように吟味しています。

　商品の品定めをしているのか。それにしては、目線が厳しすぎる。

　オブライエン公爵夫人はスプーンを置き、今度はナイフを手に取りました。同様に、鋭い目で眺めています。

　カトラリーすべてを手に取ったあと、オブライエン公爵夫人は首を左右に振りました。

　どうやら、お気に召さなかったようです。

　続いて、カップとソーサーを紹介してみました。精緻な百合模様が描かれた逸品です。

　オブライエン公爵夫人の愛称は「リリー」だと知っていたので、特別に用意していました。

　これも、オブライエン公爵夫人は厳しい目を向けています。その横顔に、オブライエン公爵はとろけそうな眼差しを向けていました。そんな、甘い目を向ける表情ではないと思うのですが……。

　まあ、趣味はさまざまにございますので。

　わたくしは見ない振りを決め込みました。

　結局、リリーのカップとソーサーもお気に召さなかった模様。

　そのあとも、銀製品を紹介しましたが、一度たりともオブライエン公爵夫人が頷くことはなかったのです。

　商談は失敗でした。それだけだったらよかったのですが──大変な事実が発覚します。

　なんと、私の持ってきていた銀製品は、すべてメッキに覆われた偽物だというのです。なんていうことでしょう。

　オブライエン公爵曰く、本物の銀製品には決まった刻印（ホールマーク）を打つ決まりがあるようで……。その大きさは二ミリ程度。獅子や女神の横顔など、年代によってモチーフは変わっているらしいのです。

　通常は目を凝らしても見えないとか。しかし、オブライエン公爵夫人は裸眼でもわかるようで。

　オブライエン公爵夫人が銀製品に鋭い視線を向けていた理由が明らかになった瞬間でした。

　それにしても、銀製品について不勉強で、刻印のことはまったく知りませんでした。

　わたくしめは信頼していた友人に騙されていたのと失念するのと同時に、うまい話に乗るからこういうことになるのだと、自責の念にかられることになりました。

　ショックで立ち上がることができないでいたら、オブライエン公爵夫人に立つように言われました。

　もしや、今から通報されて逮捕されるのでは。そう思っていましたが、違いました。

　銀製品を売りつけた卸売のいる場所に案内するように、命じたのです。

　オブライエン公爵家の使用人がわたくしの両脇を支え、なんとか歩いて馬車乗り場まで移動しました。そして、オブライエン公爵家のご夫婦と共に、現場に向かいます。

　諸悪の根源である偽物の銀製品売りを糾弾しようと思っていましたが──建物はも抜けの殻。

　しかし、オブライエン公爵夫人はすぐさま次なる証拠を発見しました。馬車の車輪の跡が、残っていたのです。石畳に、車輪の跡が残っているとは、よほど急いでいたのでしょう。

　夫人は後続の馬車に、犬を乗せていました。オブライエン公爵夫人は犬に匂いを嗅がせ、追跡するように命じたのです。

　その犬を追うのは、オブライエン公爵でした。黒馬に跨り、颯爽と駆けていきます。

　あとから六頭ほどの馬も続きました。一人で追うというわけではないようです。

　オブライエン公爵を待つ間、わたくしは事情をお聞きしました。

　なんでも、偽の銀製品を売る業者が問題になっていたようで……。

　そのため、急に転職したわたくしを怪しく思い、オブライエン公爵家に招いたというわけだったようです。

　二時間後、オブライエン公爵は戻ってきました。六頭立ての馬車を先導して。

　なんと、この短時間で偽物の銀製品を売る商人に追いつき、身柄を確保したと。

　なんて有能な御方なのか。

　オブライエン公爵夫人は当然という表情でいましたが、わたくしは一人慄いていました。





◇◇◇






　偽物の銀製品事件は解決しました。わたくしのお金は戻ってこなかったけれど。

　しかし、オブライエン公爵はわたくしを気の毒に思ったのか、資金援助をしてくださったのです。オブライエン公爵夫人は、銀製品の知識を教えてくださいました。

　捨てる神あれば拾う神あり。

　オブライエン公爵と公爵夫人のおかげで、わたくしはまっとうな銀製品を扱う商人になることができました。

　数年後、商売は軌道に乗り、その十年後には巨万の富を得るほど儲けましたが、これもそれも、オブライエン公爵家のご夫婦のおかげ。

　わたくしは、生涯感謝することを忘れないでしょう。
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